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2 月 14 日 森林・山村多面的機能発揮対策普及セミナー・プログラム（敬称略） 

 

 

 

9:30     開場 

 

10:00～10:05 開会挨拶 

 

10:05～11:45 活動組織の活動事例報告（４団体） 

    10:05～10:25 森ボラ協議会（北海道） 

    10:25～10:45 貝沼茸山整備研究会（長野県） 

    10:45～11:05 いなべ山造り塾（三重県） 

11:05～11:25 倉永山林保全の会（福岡県） 

11:25～11:45 質疑応答 

   

  11:45～12:00 モニタリング関係アンケート結果の概要 

             公益財団法人 日本生態系協会 

12:00～13:00 昼休み 

 

13:00～15:00 パネルディスカッション 

コーディネーター：山本 信次（岩手大学 農学部 准教授） 

パネラー：丹羽 健司（特定非営利活動法人地域再生機構 木の駅アドバイザー） 

大堀 尚己（北海道森林・山村多面的機能発揮対策地域協議会 事務局） 

原田  明（一般財団法人 都市農山漁村交流活性化機構 業務第２部 

コミュニティービジネスチーム長） 

井野 道幸（熊本県森林・山村多面的機能発揮対策地域協議会 事務局長） 

木下  仁（林野庁森林整備部森林利用課山村振興・緑化推進室 室長） 

   

  【パネルディスカッション議題】 

    議題１：モニタリング調査の意義と課題  

議題２：モニタリング調査を効果的に進める方策 

議題３：モニタリング調査を有効につなげていくために 

 

15:00 閉会 
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『森ボラ協議会』活動報告

森ボラ協議会

幹事：釣井 市朗

幹事：橿棒 典夫
事務所所在地：北海道札幌市

201８年2月14日
月島社会教育会館

内容

1. 会の概要

2. 澄川環境林

3. 有明第二環境林

4. 各地のまとめ

5. 問題点など

おわりに

2
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１．会の概要

・『森ボラ協議会』は「NPO法人 北海道森林ボランティア協会」の
森林・山村多面的機能発揮対策交付金の活動グループとして

平成25年6月設立。

・「NPO法人 北海道森林ボランティア協会」は平成14年設立、
平成16年5月NPO法人資格取得。

・会の目的：地球環境の向上や自然との共生を願う同志が集い、
森林の育成・保全、次世代への継承を目的とした活動を展開。

【活動地】
多面活動対象地：「札幌市澄川都市環境林」 面積65.1ha

「札幌市有明第二都市環境林」 面積14.0ha

その他の主な活動地：国有林千歳市5ヵ所 面積計54.6ha
国有林苫小牧市1ヵ所 面積7.1ha
国有林江別市1ヵ所 面積1.9ha

4
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【活動内容】
林内活動：整理伐(倒木、傾斜木、枯損木の整理、受光間伐）、

地拵え、植栽、下草刈り、作業道整備(木道を含む）
整理伐材を活用した製材・マキ・炭・キノコ作り
避難小屋作り、枝葉処理、動物食害防止網設置
標準木・標準地調査、観察会

親子森林教室開催、幼稚園児森林教室支援、学校教育支援

啓発・教育活動：安全教育、研修セミナー、研修旅行

【活動頻度】
林 内 活 動：120日/年
啓発・教育活動：10日/年
会 議 等：15回/年

【規 模】
会 員 数：68名 (2017年12月末現在、90％程が退職者)
活動日参加者：10～20名/回

6
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２．澄川環境林

①～③ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ調査地

①

②

③

目標：「豊かな生き物を育む

巨木の森」

8
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澄川モニタリング調査
平成29年度 澄川モニタリング調査目標・結果

＊調査区面積はいずれも10m×10m=100㎡ ＊相対幹距比対象樹木は胸高直径は5cm以上

タイプ名
調査区

目 標 モニタリング方法
初回ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
結果(H29,6)

活動初年
目標数値

初年結果
2年目

目標数値

地域環境保全タ
イ プ （ 里 山 林 保
全）

澄川①

・混みあった林をすっきりして、

健全な森にしたい
・相対幹距比

12.3

(H29,6,20調査)
2ﾎﾟｲﾝﾄup

16.1

(H30,2,  調査)
－

同 上
澄川②

・無立木地に樹を植え,育てる
・高木になる樹木の生立本数

・植栽した苗木の平均樹高

0本

0cm

(H29,6,20調査)

25本/100㎡

〇〇cm

平成30年10月

植栽予定

20本/100㎡

+20cm

同 上
澄川③

・混みあった林をすっきりして、

健全な森にしたい
・相対幹距比

11.8

(H29,6,20調査)
2ﾎﾟｲﾝﾄup

14.3

(H30,2,  調査)
－

12

澄川モニタリング①
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澄川モニタリング②

14

澄川モニタリング③
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＊ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ地区の形状:10m×10m

澄川モニタリング地のまとめ（対象樹木は直径5.0cm以上）

番号 樹 種

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ ① ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ ③

初回調査
本数(本)

活動初年
本数(本)

初回調査
本数(本)

活動初年
本数(本)

1 アズキナシ 5 3 

2 イタヤカエデ 13 9 

3 エゾヤマザクラ 7 6 

4 シナノキ 10 5 

5 シラカンバ 2 1 1 0 

6 ミズナラ 12 8 

7 ニセアカシア 1 0 

計 26 15 25 17 

1ha当り本数 2,600 1,500 2,500 1,700 

相対幹距比 12.3 16.1 11.8 14.3 

16

４．有明第二環境林

Ⓐ Ⓑﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ調査地

Ⓐ

Ⓑ
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タイプ名
調査区

目 標 モニタリング方法

初回ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
結果(H29,6)

活動初年
目標数値 初年結果

2年目
目標数値

同上 有明A

・森林内に散在する倒木、危険

木、枯損木などを処理して、里

山の景観を良くしたい

・ササを刈り払って天然更新を

促進したい

・相対幹距比

・ササの侵入率

・稚樹の本数(樹高1.0m以上)

17.7
90％
0本

(H29,6,14調査)

2ﾎﾟｲﾝﾄup
30%
0本

21.7
10%
0本

(H29,7,26調査)

－

10%
2本

同上 有明B ・無立木地に樹を植え、育てる
・高木になる樹木の生立本数

・植栽した苗木の平均樹高

5本
61cm

(H29,6,14調査)

20本/100㎡
〇〇cm

20本
52cm

(H29,10,24調査)

16本/100㎡
+20cm

平成29年度 有明モニタリング調査目標・結果

＊調査区面積はいずれも10m×10m=100㎡ ＊相対幹距比対象樹木は胸高直径は5cm以上

20

有明モニタリング A
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有明モニタリング B

22
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確
認
率
（
％
）

樹

高
（
ｍ
）

植栽後の年数

各地のトドマツ生長調査まとめ

平均樹高

（ｍ） 野幌(2006年)

平均樹高

（ｍ） 復興の森(2007年)

平均樹高

（ｍ） コンサの森-1(2008年)

平均樹高

（ｍ） コンサの森-2(2009年)

平均樹高

（ｍ） コンサの森-3(2010年)

確認率

（％） 野幌(2006年)

確認率

（％） 復興の森(2007年)

確認率

（％） コンサの森-1(2008年)

確認率

（％） コンサの森-2(2009年)

確認率

（％） コンサの森-3(2010年)

作成：NPO法人 北海道森林ボランティア協会
（2017年12月）

４．各地のまとめ
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23

＊直径は5.0cm以上を対象
＊ﾓﾆｲﾀﾘﾝｸﾞ地区は整理伐後の数字

24

参
加
人
数(

人)
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５．問題点など

①広葉樹2次林におけるモニタリング方法
・相対幹距比算出の対象樹木の選択では胸高直径5.0cm以上。
・調査区画10m×10mでは適切な林相場所の選定が難しい。

②広葉樹2次林のモニタリング調査間隔
・整理伐間隔は15年程度と考えているので、3～5年目の調査では

変化が少ないと思われる。

①会員の高齢化
・退職年齢の高齢化に伴い、新入会員も高齢化している。
・現役世代も参加しやすい環境を整える視点から、土日作業増加。

②活動場所の固定
・札幌周辺では個人所有の民有林が少なく、NPOが活動可能な

森林を探すのが難しい。

③経済的な自立
・自己収入の道を模索していますが、森林保全活動は、助成金や

補助金なしでは継続が難しいと考えています。

【活動の継続】

【モニタリング調査】

26

おわりに

このような森林活動が永遠に引き継

がれていくことを願っています！
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うちの裏山を
「ワクワク」に変える

貝沼茸山整備研究会

1

うちの裏山をワクワクに変える

2
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「造るマツタケ」への挑戦

3

仲間との楽しい語らい

4
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キノコ争奪戦 ジャンケン大会

5

ジャンケンに勝った我が家の分け前

6
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キノコ山つくりは女性が主役

7

お父さん、さあやるわヨ

8
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夫婦円満 会話が弾む！

9

老若男女 どなたでも大活躍！

10
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綺麗になった山を見て感動！
うちの山はピカピカだよ！

作業前 完了

11

褒められる喜び。他者貢献

12
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自分の山に魅力なし
山なんていらない

• 裏山はアカマツ山

• 西の木曽ヒノキ、東に伊那マツあり

• 梁材、床板、経木の需要激減

• 松枯れ被害の追い打ち

山は荒れ放題

「山なんかいらない、、、」

13

山主の自信と誇りを取り戻したい

• 地域の特徴は
アカマツ

• 誰もが出来る
住民参加型

• 地場産業の創出

• お小遣い

当交付金の趣旨
に感動！

よし！やるべ！

14
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伊那マツタケをご賞味ください！

15

マツタケ発生の３条件

土壌

雨水地温

16
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マツタケ菌の生育地

腐食層は雑菌が多い

雨水をシャットアウト

直射日光をシャットアウト

マツタケ菌の生育地

カヨワイ菌なので雑菌に負ける

17出展：森林総合研究所 九州支所

荒れ放題の山はA層メタボ状態！

①土壌を整える
雑菌の繁殖地、A層を取り除く

18
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②雨水を求めて
A層を取り除く

19

③地温を上げる
A層を取り除く

20
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③地温を上げる
除伐

21

③地温を上げる
不要木を枯らす

22
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モニタリング A層の改善

作業前 10ｃｍ 作業後 4ｃｍ

23

整備成果 コウタケ

漢字表記は「香茸」

字のごとく香豊潤

幻のキノコ！

築地ではマツタケより高価

24
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「香りマツタケ、味シメジ」

炊き込みご飯

すき焼き

煮込みうどん

25

整備成果 ホンシメジ

煮込みうどん

天ぷら

26

整備成果 タマゴタケ
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山に行くのが楽しい！
山主の自信と誇りが戻った！

27

マツタケは「取る」から「造る」時代へ

28
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整備のコツは「コツコツ」と！

いっぺんに整備してしまうと２０
年キノコが出来ません。

急激な環境変化はキノコ菌に
とってストレスになります。

毎年、少しづつ整備していくこと
が大切です。

野生キノコ生産が軌道の乗るに
は、どんなに早くても５年必要と
言われています。

当交付金の継続を切望しており
ます。よろしくお願いいたします。

29

うちの裏山を「ワクワク」に変える
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いなべ⼭造り塾
（三重県いなべ市）

活動事例発表

平成３０年２月１４日

いなべ山造り塾

代表 鬼頭志朗

〜 次の世代につなぐ豊かで元気な⼭づくり 〜

発表内容

• はじめに
• どんな森づくりを目指しているのか
• 活動地の状況
• 活動内容
• モニタリング調査の取り組み状況
• 活動成果
• 課題と要望

– モニタリング自主トレの全国展開
– 活動負担の軽減 日々の活動写真撮影の簡素化

• 今度の展望

2018/02/14 いなべ山造り塾 2
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いなべ市
人口４５，８１５人(H27年国税調査) 森林面積約２２，０００ ha（民有林率92% 大半が5ha未満小規模山主）

2018/02/14 いなべ山造り塾 3

三重県最北端に位置し、岐阜県、滋賀県に接する。市の中央を員弁川が流れる。

どんな森づくりを目指しているのか

• 山造り研究所が実践的山仕事を行う傍らコーディネート役になり、
山主有志グループや森林ボランティア、地域住民らと森の手入れ

を山主さんと共にたのしみながらおこなう

• 山主さんと一緒に人工林の調査『森の健康診断』を実施して調べ

た結果から森づくりのデザインを考えて描いてもらう

• 素人の山主さんでも自身で自分の山の手入れが出来るよう 山

づくりの考え方、安全技術(防具装着・手入れ・使い方) 自然観
察・樹木分類などを身につける支援

2018/02/14 いなべ山造り塾 4
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活動地の状況と内容

2018/02/14 いなべ山造り塾 5

• H２８年度

– 大雪の影響

• H２９年度

– 台風、長雨、大雪と活動中止
回数が多くなている

⼩規模⼭主さんに寄り添う活動

2018/02/14 いなべ山造り塾 6
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⽊材搬出機械の貸し出し・⼿伝い

手 作 業 か ら 軽 機 械 作 業 に 楽 ち ん 山 仕 事

2018/02/14 いなべ山造り塾 7

⼭造りの基本が⾝につく講習会

2018/02/14 いなべ山造り塾 8
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チェンソー
目立て講習会

2018/02/14 いなべ山造り塾 9

チェンソー伐倒基礎技術講習会

2018/02/14 いなべ山造り塾 10
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2018/02/14 いなべ山造り塾 11

2018/02/14 いなべ山造り塾 12

侵入竹除去 根系除去実験観察

半年後
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2018/02/14 いなべ山造り塾 13

里
山
林
整
備

2018/02/14 いなべ山造り塾 14
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テレビ新聞など各種報道機関でも
取り上げていただきました

2018/02/14 いなべ山造り塾 15

2018/02/14 いなべ山造り塾 16
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モニタリング調査の取り組み状況

タイプ名 目 標 モニタリング方法

地域環境保全タイプ
（里山林保全）

頻繁に更新を行う形の里
山林（萌芽林）を再生・維
持したい

萌芽再生率
【調査区面積】
２５m２の方形調査区

【調査項目】
本数、樹種、位置

地域環境保全タイプ
（侵入竹除去）

侵入してきた竹を除去する
竹の本数調査
【調査区面積】
２５m２の方形調査区

【調査項目】
竹の本数

森林資源利用タイプ 木質資源を持続的に生産
し、利用することを目指す

幹材積量調査
【調査区面積】
１００m２の円形調査区

【調査項目】
本数胸高直径樹高

2018/02/14 いなべ山造り塾 17

モニタリング調査目標設定
タイプ名 目 標 現状

地域環境保全タイプ
（里山林保全）

頻繁に更新を行う形の里山
林（萌芽林）を再生・維持し
たい

樹種８種類 １８本
全木萌芽種

大径木２本を残し伐採
→経過観察中

地域環境保全タイプ
（侵入竹除去）

侵入してきた竹を除去する
前年度ほぼ全部を除去

竹の本数切株で２０本
新芽から細かい竹出現
→経過観察中

森林資源利用タイプ

木質資源を持続的に生産
し、利用することを目指す

前年に森の健康診断実施
【別紙】森のデザインシート
100m2内 現状１３本
間伐本数 ８本 (3年目標)
Sr=20保残木 ５本(目標)
総材積 ９.３３m3

2018/02/14 いなべ山造り塾 18
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モニタリングプロット（25m2）里山林

2018/02/14 いなべ山造り塾 19

モニタリングプロット（25m2）侵入竹

2018/02/14 いなべ山造り塾 20
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モニタリングプロット（100m2）森林資源

2018/02/14 いなべ山造り塾 21

森のデザインシート

2018/02/14 いなべ山造り塾 22
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活動成果

山主さんの変化
 メキメキと技術の腕を上げてきている👉 たのしくなってきたと言われる

 安全意識の芽生え👉 ヘルメット・チャプス・ブーツの装着

 自分の山へ足を運んでくれはじめた

 山主さんから活動実施の声がかかるようになった

誰でも出来る低いハードル設定が人を呼ぶ
 山主さんから新しい山主さんを紹介されるようになった

現場の山へ何度も足を運ぶことで新たな発見！

2018/02/14 いなべ山造り塾 23

モニタリング調査自主トレ会について

Ｈ２９年度にモニタリング調査導入の話しが出た時はびっくり、
何をしたら良いのか、どのようにまとめたら良いのかなどなど
調査内容や手法などに多くの不安や疑問が出ました。

昨年６月岐阜県でモニタリング自主トレ会が企画・開催に参加
林野庁本庁からも室長以下担当の皆さんも出席されて活動現
場で体験し、ざっくばらんに課題と対策を話し合い、他地区の
仲間たちとも交流の幅が広がりました。

また、本庁の皆さんが遠路いなべ市まで足を延ばしてくださり、
三重県地域協議会の方々も入って、直接意見交換や交流が
深まったことは、とても良い体験で、大きな成果・収穫だったと
感じています。

2018/02/14 いなべ山造り塾 24
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課 題
主な問題点

 雨や雪で作業中止
 普段の活動や講習会

 安全防具購入経費負担
 フェイスガードイヤマフ付きヘルメット

 チェンソーパンツ or チャプス

 安全ブーツ

 防振手袋（グローブ）

 活動写真の撮影負担
 活動の前・中・後 ３枚撮影

解決策
雨の日メニューを新設

 道具メンテナンス

 ロープワーク講習

 山と森と木の話し会

 木材利用グッズ作り など

安全装備品の購入枠化
 初心者でも始められる基本セット

購入予算があると参加し易い

日常活動は同じ作業の繰り
返しが多い
 １枚撮影に省略希望

2018/02/14 いなべ山造り塾 25

要 望

モニタリング自主トレ会の全国展開化

各活動地でモニタリング自主トレ会開催しモヤモヤ解消

主に『森の健康診断』をベースにして目標設定を明確化

他地域の活動仲間と現場で繋がり、情報・交流を深める

活動制約の負担軽減と実作業への注力化

日々の活動写真撮影の省力簡素化

2018/02/14 いなべ山造り塾 26
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今後の展望
安全技術のさらなる普及

活動場所を増やす（面積・箇所ともに）

山主さんと森づくりネットワークをつくる

高齢化と次の世代を結ぶ活動展開
年を取って、山へ行きたいが行けない（山の心配）

若い山主さん、嫁ぎ先が山主だった育児お母さん

（山のことが全くわからない）

山主さんの悩み解消パッケージの開発
❶境界確認 ❷森のデザイン ❸資産把握 ❹木の出口 ❺地元産化

2018/02/14 いなべ山造り塾 27
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ご静聴ありがとうございました。
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電⼦メール TWITTER ハンドル 電話 LINKEDIN URL 

 

 

⽬的 

三重県いなべ市 藤原町、北勢

町、⼤安町、員弁町にある⼭林

を環境に配慮したモデル林を⽬

標に林業ＮＰＯ⼭造り研究所が

実践的⼭仕事を⾏う傍らコーデ

ィネート役になり、⼭主有志グ

ループや森林ボランティア、地

域住⺠らと⼭主さんと共にたの

しみながら⼭の⼿⼊れをおこな

う学びの場を提供する⽬的で

「いなべ⼭造り塾」を設⽴。 

当地区⼈⼯林の森の健康診断、

⼭の棚おろし、間伐、搬出、運

搬、境界確認など⼭主さんの⾃

伐林業⽀援と⼭主さん相互のネ

ットワークつくりをはかる取り

組みです。 

いなべ山造り塾 
三重県いなべ市 

講習会・研修会 

⼭主さんが⾃分の⼭を⾃⾝で整備できるように、⼭の⾒⽅、安全技術、
搬出技術の習得などを⽬的とした講習会を開催しています。 
 
 取り組みを⾏うための基礎となる⼭づくりの基本や使⽤する道具の⼿
⼊れ、安全技術教育などの講習会、⾃然観察会や樹⽊分類、環境教育に
つながる勉強会などを幅広く実施しています。 

講師陣 
 元信州⼤学元教授 島﨑洋路（⻑野県）はじめ、中島 彩（兵庫県ウッ
ズ）、鈴⽊  章（岐⾩県 NPO 杣の杜学舎）、⾼橋 啓（愛知県 NPO 穂の
国森林探偵事務所）など多彩な講師陣を迎えて、愉しい⼭づくりの基礎
を学んでいます。 

活動 

森の健康診断 
・⼈⼯林の科学調査と森づくりのデザインを考える 
 
活動地での森林整備 
・森を豊かに育てる間伐、⾃然林再⽣の環境整備、侵⼊⽵の除去 

 

 

問い合わせ先 【TEL】 090-1785-6182  【Mai】 shiro.kito@icloud.com 

資-45

kito shiro


kito shiro




倉永山林保全の会
福岡県大牟田市について

人 口 ： 116,552 人

土地面積 ： 8,145 ha

林野面積 ： 1,751 ha

倉永山林保全の会が整備
を行っている山林面積

： 2.3 ha

（東京ドームの約半分）

1

倉永山林保全の会 作業協力者

2
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初めて参加した山林整備作業

3

教育・研修活動を利用したワールドキャンパス

4
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荒廃した竹林の様子（1）

5

荒廃した竹林の様子（2）

6
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景観が変わっていく山林

7

二人で準備を始めたころ

8
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倉永山林保全の会 組織構成

• 会 の 発 足 ： 平成28年

• 構 成 員 ： ６ 名

• 地 権 者 ： １４ 名

• 作業協力者 ： ２０ 名

• 活 動 面 積 ： ２.３ ha

9

平成28年度 収支報告

収入の部 支出の部

活動推進費 150,000 作業資材 250,000

竹林整備 456,000 人件費 750,000

教育・研修 150,000 教育・研修費 150,000

資機材 624,000 資機材・借上げ 780,000

タケノコ出荷 250,000 保険料 50,000

役員借入金 1,200,000 作業道路整備 600,000

雑 費 250,000

合 計 2,830,000 合 計 2,830,000

赤文字が交付金の対象となる数字。収入-138万円、支出-198万円 60万円の赤字
会計年度を過ぎて、タケノコ出荷が 250,000円ありますので繰越金としています

10
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チェンソ－の安全講習会

山林の整備を行うには、より安全に対

する知識を持つことが必要です。

役員2名は、積極的にチェンソーや資機

材の取扱い等の講習会に参加して、作業

協力者に安全講習会を行っています。

機械は大変便利で、作業効率も上がりま

すが、リスクとして危険性が増します。

11

刈払機の安全講習会

12
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移動のための山道が狭すぎる

13

移動のための山道が狭すぎる

14
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山の整備を行うために必要な山道

15

安全講習会の実施

16

資-53



二人一組で安全確認を徹底

17

竹と樹木が混生している場所

18
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大きな樹木の伐採は危険な作業

19

大きな樹木は処分が大変

20
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教育・研修交付金の有効活用

竹林有効利用アドバイザーの野重之講師を
迎えて、研修会を行いました。

竹林整備活動の現地を見て、この土地にあ

った整備の説明を聞くことができました。

その中で、竹林整備に本気になろうと決断

させたのが、この竹林は北九州の合馬と同

様の土壌であり、30万円／10ａのタケノ

コの収穫が見込めるというお話でした。

21

山林からのご褒美

22
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23

活用している主な資機材

チェンソー

パワーショベル

木材粉砕機（チッパ－）
25ｔエンジン薪割り機

24
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目標に向かって ダッシュ～

25

タケノコ出荷、今日は11万円でした

26
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資機材の有効利用

27

資格を取得して安全作業を目指す

28
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新入社員研修のお手伝い

29

モニタリング調査の取り組み

30
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今年度の目標

平成29年度のタケノコ出荷金額を

200万円以上とする

竹林整備面積を拡大するための調査

作業協力者と、懇親会の開催を企画

31

32
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1

森林・山村多面的機能発揮対策交付金

交付金の効果の調査・確認方法に
ついて

（モニタリング調査の手引き）

北海道森林・山村多面的機能発揮対策地域協議会

なぜモニタリング調査が必要なのか？なぜモニタリング調査が必要なのか？

活動、実施しました。
山はよくなりましたよ。
見てもらえばわかります！

モニタリングを
実施しました。
活動の成果は
数値データで
こうなっています。

うーん、そう言われても
全部見に行くわけにも
いかないし…

なるほど、事業の成果が
客観的にわかりますね。
来年も予算確保しますよ。

活動組織 林野庁
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2

まず、活動の目標を確認しましょう。まず、活動の目標を確認しましょう。

活動の目標 実施する作業

混み合った林をすっきりして、
健全な状態にしたい

間伐

無立木地に樹を植えたい
植えた苗木をすくすく育てたい

植栽
下刈り

高齢化した人工林を里山本来の
広葉樹林に誘導したい

高齢化した木の伐採
天然更新した広葉樹
の保護

地域環境保全タイプの例（１）

活動の目標 実施する作業

ササを刈り払って、広葉樹の天
然更新を促進したい

ササ刈り

森林内に散在する倒木、危険木、
枯損木などを処理して、里山の
景観をよくしたい

倒木処理
危険木、枯損木の伐
採

森林内を整備して、森林散策や
森林学習を安全に実施できるよ
うにしたい

上記に加え下草刈り
歩道の補修

カタクリの群落を保護したい ササ刈り
下草刈り

地域環境保全タイプの例（２）
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3

次に初回調査を実施して、次に初回調査を実施して、
数値目標とモニタリングの方法を決めます。数値目標とモニタリングの方法を決めます。

活動の目標 実施す
る作業

初回調査 数値目標 モニタリング
（年次調査）

混み合った
林をすっきり
して、健全な
状態にしたい

間伐 木の混み具合
（相対幹距比）

相対幹距比
○ポイント
アップ

相対幹距比

相対幹距比（Sr）とは

上層木の平均樹高に対する樹木間の平均距離
の割合で、林分の混み具合を表す指標です。

大きい 小さい

Sr = Sr =
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4

相対幹距比（Sr）の特徴

相対幹距比（Sr）を調べるには…

 調べるのが簡単→測るのは樹高と木の本数だけ

 間伐した本数を数えれば効果がわかる

 目標を決めれば、何本間伐すればよいかわかる

 対象森林の代表的な場所で調査区をとる

→面積は100平方メートル、円形でも方形でもOK

 樹高は調査区の上層木の代表的な木を１本だけ測る

 調査区の中の木の本数を数える

円形調査区のとり方

①釣り竿を使って半径
5.65mの円を描きます。

釣り竿と手の長さを合わ
せて5.65mになるように…

②竿に当たる木の本数
を数えます。

数えるのは上層を構成
する木だけ。
竿にかする程度の木
は数えない。

・傾斜地で行うときは竿を水平に…
・竿の代わりに5.65mに切ったひもを使っ

てもよい。
・年次調査を同じ調査区で行うために、

中心の木と、外周の木に印をつけておく。
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5

方形調査区のとり方

10m方形調査区の対角線の
長さは14.1mです。

・傾斜地では水平に測ること。
・年次調査のために杭は残しておく。

１０ｍ ①まず１辺10ｍ
を測る

②次に、巻き尺を
２本使って、
10mと14.1mの

交点を求め
る

③再び巻き尺を２本
使って、最初の点と
３番目の点から
各10mの交点を
求める

調査区の中で代表的な木を１本選び、
樹高を測ります。

1番高い木は避ける。
上層のうち、平均的な高さの
木を選びましょう。
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6

樹高の測り方

２ｍのポール

透明な物差しを使って、
木の高さがポールの何倍あるか
目測する。

高い木を測るときは、手を
伸ばしてポールの高さを
４ｍにするとよい。
手首の高さが２ｍになる手
の伸ばし加減を覚えておく
こと。
（ハマちゃんの背丈では無理か!?）

こういう簡易計測器
もあります。
興味のある人は調べ
て見てください。

仰角簡易計測器

次に調査区の中の木の本数を数えます。（上層木のみ）

１００㎡ ÷ 本数 = 樹木１本当たりの面積

√樹木1本当たりの面積

= 樹木間の平均距離（ λ )

調査区の面積

これで、相対幹距比
（Sr)を計算する準備
が整いました。
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7

相対幹距比（Sr）を計算してみましょう。

樹木間の平均距離（ λ )相対幹距比（Sr） 樹高（H)

＝ ÷

【演習】

目標の目安 針葉樹 17～20、 広葉樹 20～25

・現在の本数から○本間伐したら、相対幹距比（Sr）はどう
なるか。

× 100

・現在の相対幹距比（Sr）を○ポイントアップするためには、
何本間伐したらよいか。

活動の目標 実施す
る作業

初回調査 数値目標 モニタリング
（年次調査）

無立木地に
樹を植えた
い

植えた苗木
をすくすく育
てたい

植栽
下刈り

植栽予定地の
植生

高木になる樹
木の本数

植えた苗木の
本数

苗木の活着
率（80％以
上）

目標対象種
（植栽木）の
生立本数

目標対象種
（植栽木）の
生立本数

植栽した苗
木の高さ

初回調査、数値目標、モニタリングの方法の例初回調査、数値目標、モニタリングの方法の例

・活動前は無立木地なので、相対幹距比の調査はできません。
・植栽木の生立本数だけをモニタリングすると、3年程度では変化がないか、

減少する場合もあるので、苗木の高さも調べます。調査区の中の苗木を
測って、平均をとります。
注：苗木の高さのみを目標とするのは避けてください。（林野庁ガイドラインQ&A）

・調査区は原則5×5ｍの方形区ですが、必要に応じて面積を大きくするか、
調査区の数を増やしてください。
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8

活動の目標 実施す
る作業

初回調査 数値目標 モニタリング
（年次調査）

高齢化した
人工林を里
山本来の広
葉樹林に誘
導したい

高齢化
した木
の伐採

天然更
新した
広葉樹
の保護

相対幹距比

上層の針葉樹
と広葉樹の割
合

広葉樹の生立
本数

目標対象種
（広葉樹）の
生立本数

上層の針葉
樹と広葉樹
の割合

相対幹距比

上層の針葉
樹と広葉樹
の割合

広葉樹の生
立本数

・高齢化した人工林木は目標対象種ではないので、相対幹距比の目安は
参考にならないかもしれません。気象害などに注意が必要です。

・広葉樹がまだ小さければ、上層の針葉樹と広葉樹の割合が変化するのに
は時間がかかるかもしれません。その場合は、目標対象種である広葉樹
の本数を数えましょう。○○ｃｍ以上に育ったものを数える、という基準を
決めておきましょう。
（例：胸高以上、又は周囲のササや高茎草本の草丈＋50cm）

・調査区のとり方については前のページと同じです。

活動の目標 実施す
る作業

初回調査 数値目標 モニタリング
（年次調査）

ササを刈り
払って、広葉
樹の天然更
新を促進した
い

ササ刈
り

ササの侵入率

広葉樹の稚樹
又はぼう芽の
本数

ササの侵入
率○％以下

広葉樹の稚
樹又はぼう
芽の本数

ササの侵入
率

広葉樹の稚
樹又はぼう
芽の本数

・稚樹又はぼう芽の本数を数えるときは、○○ｃｍ以上に育った
ものを数える、という基準を 決めておきましょう。
（例：胸高以上、又は周囲のササや高茎草本の草丈＋50cm）
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活動の目標 実施す
る作業

初回調査 数値目標 モニタリング
（年次調査）

森林内に散
在する倒木、
危険木、枯
損木などを
処理して、里
山の景観を
よくしたい

倒木処
理

危険木、
枯損木
の伐採

対象地内の倒
木、危険木、枯
損木の本数

相対幹距比

対象地内の
倒木、危険
木、枯損木
をゼロにす
る

処理本数

目標に対す
る進捗率

相対幹距比

・林野庁のガイドライン（Q&A）では相対幹距比を調べることとされています。
ただし、活動の成果は相対幹距比では示せないかもしれません。

・ガイドラインにはない数値目標とモニタリングの方法を採用する場合は、
調査方法に関する情報の提出が必要です。（ガイドラインP.31）

活動の目標 実施す
る作業

初回調査 数値目標 モニタリング
（年次調査）

森林内を整
備して、森林
散策や森林
学習を安全
に実施できる
ようにしたい

倒木処
理

危険木、
枯損木
の伐採

下草刈
り

歩道の
補修

対象地内の倒
木、危険木、枯
損木の本数

ササや下草が
繁茂して入林
が困難な面積
（又は全体に対
する割合）

相対幹距比

対象地内の
倒木、危険
木、枯損木
をゼロにす
る

森林散策や
森林学習に
適したエリ
アを○○ha
確保する

処理本数

目標に対す
る進捗率

森林散策や
森林学習に
適したエリア
の面積

相対幹距比

・林野庁のガイドライン（Q&A）では相対幹距比を調べることとされています。
ただし、活動の成果は相対幹距比では示せないかもしれません。

・ガイドラインにはない数値目標とモニタリングの方法を採用する場合は、
調査方法に関する情報の提出が必要です。（ガイドラインP.31）
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活動の目標 実施す
る作業

初回調査 数値目標 モニタリング
（年次調査）

カタクリの群
落を保護した
い

ササ刈
り

下草刈
り

目標対象種
（カタクリ）の個
体数

目標対象種
（カタクリ）の
個体数

目標対象種
（カタクリ）の
個体数

・調査の時期が限定されるので注意が必要です。
モニタリング結果報告書は、通常年度末に活動状況報告書と一緒に提出
していただきますが、この例のように年度末に年次調査が実施できない
場合は、年度末にはその事情を報告し、調査実施後にすみやかにモニタ
リング結果報告書を提出してください。

調査区の面積

・相対幹距比を測る場合は、調査区の面積を100平方メートルとし
ます。円形、方形どちらでも結構です。

・希少種や指標種の植生調査の場合は、モニタリング・ガイドライン
では5m×5mでよいことになっています。

・しかし、調査区が小さくて森林の状態を代表していると思えない場
合は、調査区を100平方メートルにするか、調査区を2箇所以上設
定してください。

5m方形調査区の
対角線の長さは
7.1mです。
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活動の目標を確認しましょう。活動の目標を確認しましょう。

活動の目標 実施する作業

伐期に達した人工林を伐採して
利用し、その跡に次の世代の苗
木を植えたい

伐採・搬出
植林

木材を持続的に生産し、利用す
ることで、里山の景観を維持した
い

伐採・搬出
天然更新やぼう芽を
促進する下草刈り

森林から採ることのできる木材
以外の資源を、持続的に生産し、
利用したい

資源の採取
採取量を維持又は増
大するための森林の
整備

森林資源利用タイプの例

初回調査、数値目標、モニタリングの方法の例初回調査、数値目標、モニタリングの方法の例

活動の目
標

実施する
作業

初回調査 数値目標 モニタリング
（年次調査）

伐期に達し
た人工林を
伐採して利
用し、その跡
に次の世代
の苗木を植
えたい

伐採・搬出

植林

資源量
（立木幹材積）

年間の資源
利用量

年間の資源
利用量

木材を持続
的に生産し、
利用すること
で、里山の
景観を維持
したい

伐採・搬出

天然更新や
ぼう芽を促
進する下草
刈り

資源量
（立木幹材積）

年間の資源
利用量

年間の資源
利用量
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資源量の調べ方

・ 10×10m（100平方メートル） の方形調査区、又は半径5.65mの
円形調査区を設定します。

資源量の調べ方

・主に利用する樹種について、調査区の中の木の本数と、
直径6cm以上の全ての木の胸高直径を測ります。

・直径を測るためには、次のような道具を使います。
・計測は、地上から1.3ｍの高さ（傾斜地では山側）で行い、

結果は2cm単位で丸めます。

直径巻き尺
・木の外周を測ると直径が読み取れ

る巻き尺です。
・なければ普通の巻き尺で外周を

測って、円周率で割れば計算でき
ます。

林尺
・大きなノギス

です。

直径6cm未満の木や
利用しない樹種
（かん木など）は
測らない。

1本ずつ計算する必要はありません。外周の
平均値をとって、最後に円周率で割ります。
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資源量の調べ方

・測定した胸高直径の平均を求めます。
結果は2cm単位で丸めます。

・平均的な木の高さを１本測ります。

これで、資源量（幹材積量）
を計算する準備が整いまし
た。

・立木幹材積表を使って、平均胸高直径と樹高から立木の幹材積
を求めます。

・幹材積表は、広葉樹用、針葉樹用、カラマツ用があります。

資源量の調べ方

例えば、
胸高直径20cm、
樹高15mの広葉樹
なら、
表からその交点の
幹材積
「0.22立方メートル」
を読みとることがで
きます。

・求めた値が調査区の樹木1本の平均幹材積となります。
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資源量の調べ方

・次式で資源量を求めます。

1本当たりの平均幹材積 × 調査区内の木の本数

＝ 調査区の資源量（幹材積量）

調査区の資源量 × 対象森林の面積／調査区の面積

＝ 対象森林の資源量（幹材積量）

・広葉樹と針葉樹やカラマツが混じって生えている場合は、それぞれ別々に計算し
て、合算します。

・ここで紹介した方法は、簡略化した方法です。
・調査区内の全ての木について胸高直径、樹高を測定し（「毎木調査」といいます）、

1本づつ幹材積を求めて、それを合計して調査区の資源量とする方法もあります。
（この方が精度は高い）
毎木調査法を実施したい場合、測定値を入力すると、資源量が自動的に算出で
きるExcelソフトがありますので、ご希望の方は協議会事務局にご相談ください。

数値目標の設定（１）

資源量 ÷ 継続して木材を利用する年数 ×50% ＝ 年間の利用目標量

成熟した人工林を3年で皆伐する場合

継続して木材を利用する年数 = 3年

1年目

2年目

3年目

初回調査の資源量 ＝

÷ 3年 × 50%
= 年間の利用目標量

v

V

V

50%は利用率の目標です。
歩留まり目標と考えても
結構です。

毎年 立方メートル
の木材を利用

この場合、同じ森林から
4年目以降持続的に木材を
生産することはできません。
次の間伐まで木材生産は
お休みになります。

v
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数値目標の設定（２）

資源量 ÷ 継続して木材を利用する年数 ×50% ＝ 年間の利用目標量

初回調査の資源量 ＝ V

広葉樹林の伐採・ぼう芽更新を繰り返して、同じ森林から毎年、
持続的に木材を利用する場合、例えば、ホダ木なら20～30年で
循環するようにします。

÷ 20年 × 50%
= 年間の利用目標量 vV

毎年 立方メートル
のホダ木を採取

v

継続して木材を利用する年数 ２０年

数値目標の設定（３）

資源量 ÷ 継続して木材を利用する年数 ×50% ＝ 年間の利用目標量

人工林を3年で間伐し、間伐材を利用する場合

継続して木材を利用する年数 = 3年
初回調査の資源量 ＝ V

1年目

× 35％ ÷ 3年 × 50%
= 年間の利用目標量

V
間伐率の例

v

2年目

3年目

毎年 立方メートル
の間伐材を利用

v

次の間伐まで木材生産は
お休みになります。
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年間利用目標量（ ）を計算してみましょう。v
対象森林の面積 ha 調査区 5×5mの方形

調査区の森林の状況
広葉樹 本、 樹高 ｍ、 平均胸高直径 cm

1本の幹材積 本数 調査区の資源量

× ＝ ｍ3

調査区の資源量 対象森林の面積 調査区の面積 対象森林の資源量

× ／ ＝ ｍ3

対象森林の資源量 継続して利用する年数 年間利用目標量

／ × 50% ＝ ｍ3

【演習】
・資源量 m3の広葉樹林から毎年 m3のホダ木を
採取している。森林の状況を維持しながら、この収穫を続け
ていくことができるなら、継続して利用する年数（１循環）は
何年になるか。

採取した原木の材積の測定

wｔ l

h

wb

h

w

長さ l

（ wｔ + ｗｂ ) / 2 × h × l ＝ w × h × l ＝Vｍ Vｍ

Vｍ … 見かけの材積。丸太の隙間を含んだ材積。層積、ガサ材積などとも言う

Vｍ × 0.625（換算係数） ＝ （実材積）Vｔ

0.625は薪の材積換算に使われる一般的な係数です。
地域で実際に使われている係数があれば、それを使用してもよい。

毎回材積を測る必要はありません。
例えば、搬出に使う軽トラック１杯分の材積を
あらかじめ測っておき、あとは積み出した回数
を乗じて利用量を算出してもよい。

まず、積み上げた原木の見かけの材積を求めます。
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活動の目
標

実施する
作業

初回調査 数値目標 モニタリング
（年次調査）

森林から採
ることのでき
る木材以外
の資源を、
持続的に生
産し、利用し
たい

資源の採取

採取量を維
持又は増大
するための
森林の整備

調査区の植生

利用対象とな
る種の生育状
況

利用可能な資
源の見込量

年間の資源
利用量

利用対象と
なる種の生
育状況

年間の資源
利用量

利用対象とな
る種の生育
状況

・利用する資源としては、きのこ、山菜、樹液、樹皮などが考えられます。
・年による変動が大きくて、目標が立てづらい場合があります。資源の利用量は

増加か、持続的に維持する目標を立てなければなりません。
・森林整備をしてもすぐに利用量増加に結びつかない場合もあります。例えば

樹液を採取するためにシラカバを植栽しても、3年では採取できるようにはなり
ません。そのような場合は、利用対象種の生育状況を調査しましょう。

初回調査、数値目標、モニタリングの方法の例初回調査、数値目標、モニタリングの方法の例

初回調査

1年目

２年目

３年目

モニタリングのパターン（１）モニタリングのパターン（１）

毎年、同じ調査区で定点調査をする
パターンです。
例：目標対象種の生立本数、ぼう芽
の本数など

ただし、植栽や天然更新のための
ササ刈りなどを実施する場所が、年
度ごとに移動する場合は、次ページ
の毎年調査区を設定するパターン
になります。
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初回調査

1年目

２年目

３年目

モニタリングのパターン（２）モニタリングのパターン（２）

毎年、新たな調査区を設定す
るパターンです。
例：間伐の実施（相対幹距
比）など

３年目には、すべての調査区
を調査します。

間伐実施

間伐実施

間伐実施

初回調査

1年目

２年目

３年目

モニタリングのパターン（３）モニタリングのパターン（３）

初回調査とモニタリングの
調査が異なるタイプです。
例：資源利用タイプ

３年目には森林の状況を
確認するため、初回と同じ
調査を実施します。

原木伐り出し

原木伐り出し

原木伐り出し
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数値目標の設定数値目標の設定
３年後の数値目標は必ず設定します。
増える目標、維持する目標、減っていく目標などがあります。
活動の目的に応じた数値目標を設定しましょう。

増える目標

維持する目標

減少する目標

相対幹距比－間伐を実施すれば増加します。

植栽木の生立本数－無立木地に植栽すれば、

皆増です。過去の植栽地を保育・手入れして
いく場合は維持する目標になります。

資源の利用量－安定して採取・利用を続ける

場合は維持する目標、採取量増加のために森
林整備などを行う場合は増える目標になります。

倒木、危険木、枯損木の本数
ササの侵入率など

その他の注意事項その他の注意事項

タイプ別の目標の設定

地域環境保全タイプ（里山林保全）と森林資源利用タイプの両方を実
施する計画の場合、それぞれ対象とする森林や目的が異なるため、そ
れぞれに初回調査、目標の設定、モニタリングが必要になります。

対象森林が複数箇所に分散している場合
原則、全ての活動地で初回調査、モニタリングを行う必要があります

が、対象森林の状況が同じ場合は、代表的な箇所で調査を実施しても
よい。（林野庁ガイドラインQ&A No.3-④)

調査数値の単位
調査結果が実数（本数や材積など）で表される場合、数値が調査区内

のものか、ha当たりの数量なのか、対象森林全体の数量なのか、単位
を明記してください。
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活動計画書の記載例活動計画書の記載例
平成29年度の採択申請にあたり、活動計画書の８を空欄で提
出している活動組織は、初回調査を実施後すみやかに目標と
モニタリング方法を決定し、提出してください。

目標とモニタリング方法は、
活動のタイプ別にそれぞれ
記載してください。

数値目標は必ず記載してく
ださい。単位を明記するの
を忘れずに…

モニタリング結果報告書の記載例モニタリング結果報告書の記載例

数値目標は
必ず記載して
ください。

初回調査の
結果を簡潔
に記載し、写
真を添付。
必要に応じ
て調査デー
タを添付して
ください。
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森林・山村多面的機能発揮対策事業

平成29年9月1日（金）
えがお健康スタジアム 106会議室

熊本県森林・山村多面的機能発揮対策地域協議会

事務処理説明会（プロット調査）

1

1.現場で準備する物

1） 杭（円形 1本、 方形 4本）

2） スケール （5ｍ以上図れるもの）

3） 測竿ポール（釣り竿又は竹竿等）・・・円形

4） ビニール紐（方形の外側に張る）・・・方形

5） 樹高測定器具

6） 筆記用具

7） 野帳（計測した数値を記入する紙）

2
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2.プロットの設定

• プロットをどこに設定すればいいのか？

1） 整備地全体を見て平均的なところ

（立木が密集してなくて、空き過ぎてない）

2） 立木、立竹だけでなく、地形も平均的

（今後も経過観察できるところ）

3） 1年目に整備するところ

3

3.円形100ｍ2プロット（里山保全）

1） 中心に杭を設置

2） 杭の上に立ち測竿ポールを水平に倒す

3） 倒した先端に印

4） 右周りにポールに当たる本数を数える

5） 平均的な高さの木の樹高を測定

4

資-83



2018/1/23

3

5

6
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4

4.円形プロット100ｍ2（資源利用タイプ）

1） 中心に杭を設置

2） 杭の上に立ち測竿ポールを水平に倒す

3） 倒した先端に印

4） 右周りにポールに当たる樹種調べる

5） 樹高・胸高直径も調べる（プロット内全部）

7

8
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5

9

5.方形（5ｍ×5ｍ）プロット（竹林）

1） 1本杭を設置

2） 90°方向の両サイド5ｍ地点に2本杭を設置

3） その杭から90°方向に5ｍ地点に杭を設置

4） 杭にビニール紐を結び、囲む

5） 囲んだ中の本数を数える

10
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6

11

5.かえって来てからの整理

1） それぞれの計測数値を野帳に整理

※ 別添モニタリング報告書参照

2） 現状を把握し、整備目標を決める

3） 事業終了時に同じ箇所で同じことを行う

12
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(様式第19号)

1 活動の目標

2 活動実施前の標準地の状況(平成29年度） 写真

　 本/ha

ｍ

本/ha

％

本/ha

3 活動１年目の標準地の状況(平成29年度） 写真

本/ha

本/ha

本/ha

％

4 活動２年目の標準地の状況(平成30年度） 写真

本/ha

本/ha

本/ha

％

伐採本数 317

標準地の状況を記載

目標達成度 ha当たり117本伐採が未達成

次年度に向けた改善策
次年度でha当たり100本の伐
採、集積を行う。

成立本数： 800

目標本数： 683

目標残本数： 117

伐採率 11.1

次年度に向けた改善策
次年度でha当たり100本の伐
採、集積を行う。

標準地の状況を記載

成立本数： 900

目標本数： 683

目標残本数： 217

伐採率 10

目標達成度 ha当たり217本伐採が未達成

相対幹距比：

目標本数：

伐採率

目標相対幹距比：

平成29年度モニタリング結果報告書

相対幹距比2ポイント以上改善し、里山の高木林、大径木林を育成したい。な
お、伐採率は急な環境変化が起きないよう30％以内としたい。

1000

22.5

14.1

683

相対幹距比

20程度　　適当

17～14　　密

14以下　　非常に密

標準地の状況を記載

17

31.7

成立本数：

平均樹高：

資-88



5 活動３年目の標準地の状況(平成31年度） 写真

本/ha

本/ha

本/ha

％

6 活動４年目の標準地の状況(平成32年度） 写真

本/ha

本/ha

本/ha

％

7 活動５年目の標準地の状況(平成33年度） 写真

本/ha

本/ha

本/ha

％伐採率 ####

伐採率 100

成立本数： 0

目標本数： 683

成立本数： 0

目標本数： 683

(注)目標の設定及び標準地の状況の記載については、別に定めるガイドラインを
参考とすること。

標準地の状況を記載

目標達成度

次年度に向けた改善策

標準地の状況を記載

目標達成度

目標残本数： -683

目標残本数： -683

標準地の状況を記載

目標達成度 ha当たり17本伐採が未達成

次年度に向けた改善策
ほぼ目標に達したが、今後
は相対幹距比が20程度にな
るよう管理を行って行く

成立本数： 700

目標本数： 683

目標残本数： 17

伐採率 12.5
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プロット規模

胸高直径 樹高 幹材積

（cm） （ｍ） （ｍ3）

1 25

2 20

3

4

5

6

7

8

9

10

計 10本 22.5 0

伐採 0

伐採率 #DIV/0! ％

伐採本数 0 本

現地調査野帳

調査地点 熊本県熊本市東区下南部2丁目1-55

プロットNo. 1 100ｍ2円形

調査年月日 平成29年9月1日

調査者氏名： 井野道幸

No 樹種 樹種区分 備考
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プロット規模

胸高直径 樹高 幹材積

（cm） （ｍ） （ｍ3）

1 25

2 20

3

4

5

6

7

8

9

計 9本 22.5 0

伐採 0

伐採率 #DIV/0! ％

伐採本数 0 本

現地調査野帳

調査地点 熊本県熊本市東区下南部2丁目1-55

プロットNo. 1 100ｍ2円形

調査年月日

調査者氏名：

No 樹種 樹種区分 備考
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プロット規模

胸高直径 樹高 幹材積

（cm） （ｍ） （ｍ3）

1 25

2 20

3

4

5

6

7

8

計 8本 22.5 0

伐採 0

伐採率 #DIV/0! ％

伐採本数 0 本

現地調査野帳

調査地点 熊本県熊本市東区下南部2丁目1-55

プロットNo. 1 100ｍ2円形

調査年月日

調査者氏名：

No 樹種 樹種区分 備考
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プロット規模

胸高直径 樹高 幹材積

（cm） （ｍ） （ｍ3）

1 25

2 20

3

4

5

6

7

計 7本 22.5 0

伐採 0

伐採率 #DIV/0! ％

伐採本数 0 本

調査年月日

調査者氏名：

No 樹種 樹種区分 備考

現地調査野帳

調査地点 熊本県熊本市東区下南部2丁目1-55

プロットNo. 1 100ｍ2円形
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(様式第19号)
平成 29 年度モニタリング結果報告書

1 活動の目標

2 活動実施前の標準地の状況(平成29 年度） 写真

本

本/ha

本/ha

本/ha

本

3 活動１年目の標準地の状況(平成30 年度） 写真

本

本

本

本

4 活動２年目の標準地の状況(平成31 年度） 写真

本

本

本

本

標準地の状況を記載

目標達成度

次年度に向けた改善策

プロット内本数： 0

ha当たり本数： 0

目標本数　： 0

未達成本数： 0

竹の本数を1haあたり2,500本～4,000本程度にし、タケノコが利用できる竹林
にしたい

プロット内本数： 21

ha当たり本数： 8,400

目標本数　： 4,000

伐採本数

標準地の状況を記載

標準地の状況を記載

プロット内本数： 15

ha当たり本数： 6,000

目標本数　： 4,000

未達成本数： 2,000

目標達成度 ha当たり2,000本伐採が未達成

次年度に向けた改善策
次年度でha当たり1,000本の
伐採、集積を行う。

4,400

プロット内伐採本数 11
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5 活動３年目の標準地の状況(平成32 年度） 写真

本

本

本

本

6 活動４年目の標準地の状況(平成33 年度） 写真

本

本

本

本

7 活動５年目の標準地の状況(平成34 年度） 写真

本

本

本

本

(注)目標の設定及び標準地の状況の記載については、別に定めるガイドラインを参
考とすること。

標準地の状況を記載

目標達成度

次年度に向けた改善策

標準地の状況を記載

目標達成度

プロット内本数： 0

0

未達成本数：

標準地の状況を記載

目標達成度

次年度に向けた改善策

プロット内本数： 0

ha当たり本数： 0

目標本数　： 0

未達成本数： 0

0

プロット内本数： 0

ha当たり本数： 0

目標本数　： 0

ha当たり本数： 0

目標本数　： 0

未達成本数：
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プロット規模

胸高直径 樹高 幹材積

（cm） （ｍ） （ｍ3）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

計 21本 #DIV/0! 0

伐採 0

伐採率 #DIV/0! ％

伐採本数 0 本

現地調査野帳

調査地点 熊本県熊本市東区下南部2丁目1-55

プロットNo. 1 5×5ｍ　25ｍ2方形

調査年月日 平成29年9月1日

調査者氏名： 井野道幸

No 樹種 樹種区分 備考
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(様式第19号)

1 活動の目標

2 活動実施前の標準地の状況(平成29 年度） 写真

本

ｍ3

年

m3

3 活動１年目の標準地の状況(平成29 年度） 写真

ｍ3

ｍ3

4 活動２年目の標準地の状況(平成30 年度） 写真

ｍ3

ｍ3

平成29年度モニタリング結果報告書

木質資源を持続的に生産し、年間で利用目標量（森林の材積量÷継続して木材
を利用する年数）の50%以上を利用したい。

標準地の状況を記載

成立本数： 11

森林の材積： 2.8777

木材利用年数 3

目標使用材積： 0.9592

目標達成度 利用目標量に対し1.2176ｍ3伐採が未達成

次年度に向けた改善策
次年度で1.2176ｍ3の伐採、
集積を行い、最終年度で搬
出。

標準地の状況を記載

成立本数： 7

伐採本数： 4

目標使用材積： 0.9592

使用材積： 0.5608

標準地の状況を記載

目標達成度

次年度に向けた改善策

成立本数： 4

伐採本数： 3

目標使用材積： 0.9592

使用材積： 1.3296
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5 活動３年目の標準地の状況(平成31 年度） 写真

ｍ3

ｍ3

6 活動４年目の標準地の状況(平成32 年度） 写真

7 活動５年目の標準地の状況(平成33 年度） 写真

標準地の状況を記載

目標達成度

次年度に向けた改善策

成立本数： 2

伐採本数： 2

目標使用材積： 0.9592

使用材積： 0.3463

(注)目標の設定及び標準地の状況の記載については、別に定めるガイドラインを参
考とすること。

標準地の状況を記載

目標達成度

次年度に向けた改善策

標準地の状況を記載

目標達成度
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プロット規模

胸高直径 樹高 幹材積

（cm） （ｍ） （ｍ3）

1 ヒノキ ヒノキ 20 20 0.3205

2 ヒノキ ヒノキ 20 20 0.3205

3 ヒノキ ヒノキ 20 15 0.2393

4 スギ スギ 13 15 0.1070

5 スギ スギ 15 18 0.1674

6 アカマツ アカマツ 30 18 0.5652

7 クリ 広葉樹Ⅰ 25 25 0.5970

8 クリ 広葉樹Ⅰ 10 25 0.1087

9 クリ 広葉樹Ⅰ 5 25 0.0300

10 アブラギリ 広葉樹Ⅰ 20 25 0.3943

11 その他広葉樹 広葉樹Ⅱ 5 25 0.0278

計 11本 21 2.8777

伐採 0.0000

伐採率 0 ％

伐採本数 0 本

井野道幸

No 樹種 樹種区分 備考

調査者氏名：

現地調査野帳

熊本県熊本市東区下南部2丁目1-55調査地点

プロットNo.

調査年月日

1 100ｍ2円形

平成29年9月1日
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30 28 26 24 22 20 18 16 14 12

30 28 26 24 22 20 18 16 14 12

5 10 15 20 25 30 35

5 10 15 20 25 30 35
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森林・山村多面的機能発揮対策普及セミナーアンケート 

このたびは「森林・山村多面的機能発揮対策普及セミナー」にご参加いただき、誠にありがとうござい

ます。今後の情報提供等に当たっての参考とさせていただきたく、アンケートにご回答くださいますよう

お願い申し上げます。 
該当する箇所に〇印をつけてください 

 
【ご所属】 １、都道府県  ２、地域協議会  ３、その他（               ） 
 
 

Q1：「活動組織の活動事例報告」の感想を教えてください。 
 

１、大変参考になった   ２、参考になった   ３、ふつう 

４、あまり参考にならなかった   ５、参考にならなかった 
 
 
Q2：「モニタリング関係アンケート結果の概要」の感想を教えてください。 
 

１、大変参考になった   ２、参考になった   ３、ふつう 

４、あまり参考にならなかった   ５、参考にならなかった 
 
 
Q3：パネルディスカッションの感想を教えてください。 
 

１、大変参考になった   ２、参考になった   ３、ふつう 

４、あまり参考にならなかった   ５、参考にならなかった 
 
 
Q4：参加してのご感想、ご意見を記入ください。 
 
 

 

 

 

アンケートにご協力いただきまして、ありがとうございました。 

※ご記入いただきました個人情報は、本セミナーの運営管理ならびに平成 29 年度森林・山村多面的機能発揮対
策検証事業に関わる請負業務の目的にのみ利用させていただきます。 
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1 
 

森
林

・
山

村
多

面
的

機
能

発
揮

対
策

に
係

る
 

地
域

協
議

会
の

運
営

状
況

に
つ

い
て

の
ア

ン
ケ

ー
ト

 

 地
域
協
議
会
名
、
ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
者
名
、
連
絡
先
の
ご
記
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

地
域
協
議
会
名
 

  

ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
者
名
 

  

連
絡
先
 

  

 


 

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
林
野
庁
が
実
施
す
る
森
林
・
山
村
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
に
お
い
て
、
活

動
組

織
へ

の
支

援
・
指

導
を

行
う

地
域

協
議

会
の

皆
様

を
対

象
に

、
各

種
の

支
援

活
動

等
の

状
況

や
運

営
上

の
課
題
な
ど
を
お
尋
ね
し
、
回
答
の
集
計
結
果
を
今
後
の
施
策
提
言
へ
の
活
用
や
、
森
林
づ
く
り
・
地
域
活

性
化
に
取
り
組
む
関
係
者
の
皆
様
の
ご
参
考
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
 

ご
多

忙
中

の
と

こ
ろ

誠
に

恐
れ

入
り

ま
す

が
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
へ

の
ご

協
力

を
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。
 


 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
林
野
庁
か
ら
委
託
を
受
け
、
(
公
財
)
日
本
生
態
系
協
会
が
実
施
し
て
い
ま
す
。
 


 

本
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
貴
協
議
会
に
お
け
る
活
動
組
織
の
支
援
・
指
導
に
関
す
る
取
り
組
み
の
全
体
像
を
把
握

さ
れ
て
い
る
ご
担
当
者
様
な
ど
に
ご
記
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 


 

選
択
式
の
質
問
で
は
、
あ
て
は
ま
る
選
択
肢
の
チ
ェ
ッ
ク
欄
（


）
に
チ
ェ
ッ
ク
（


）
を

お
願

い
し

ま
す

。
 


 

お
忙
し
い
と
こ
ろ
恐
縮
で
す
が
、
ご
記
入
後
、
平
成

29
年

10
月

20
日
（
金
）
ま
で
に
同
封
の
返
信
用
封

筒
ま
た
は

E
メ

ー
ル

に
て

、
本

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
票

を
ご

返
送

い
た

だ
き

ま
す

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 


 

E
メ
ー
ル
で
の
ご
回
答
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
下
記
の
調
査
票
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
イ
ト
に
て
調
査
票
の
電

子
デ
ー
タ
を
入
手
し
て
い
た
だ
く
か
、
下
記
の
お
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
 


 

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
下
記
の
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
 


 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
は
、
本
紙
を
含
め

28
ペ
ー
ジ
（
全

27
問
）
で
す
。

 

 ＜
調
査
委
託
元
＞
 

林
野
庁
 

＜
お
問
い
合
わ
せ
及
び
回
答
の
送
付
先
＞
 

公
益
財
団
法
人
 
日
本
生
態
系
協
会
（
担
当
：
野
口
、
平
林
）
 

住
 
所
：
〒

17
1-

00
21

 
東
京
都
豊
島
区
西
池
袋

2-
30

-2
0 

音
羽
ビ
ル

 
電
 
話
：

03
-5

95
1-

02
44

 
E
メ
ー
ル
：

sh
in

ri
n2

01
7@

ec
os

ys
.o

r.j
p 

調
査
票
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
イ
ト
：

ht
tp

://
w

w
w.

ec
os

ys
.o

r.j
p/

ac
tiv

ity
/g

ra
nd

de
si

gn
/sh

in
ri

n.
ht

m
l 資
料
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2 
 

Ｑ
１

 
| 

募
集

・
申

請
 

平
成

28
年

度
お

よ
び

平
成

29
年

度
に

お
い

て
、

貴
協

議
会

が
実

施
し

た
本

交
付

金
の

募
集

回
数

を
教

え
て

く

さ
い
。
平
成

29
年
度
に
つ
い
て
は
、
予
定
も
含
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

 
な
お
、
締
め
切
り
を
決
め
て
い
な
い
場
合
は
、
「
随
時
募
集
」
に
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

 

横
1
行

ご
と

に
当

て
は

ま
る

選
択

肢
に

１
つ

だ
け

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
て

く
だ

さ
い

。
 

 
1

回
 

2
回

 
3

回
 

4
回
以
上

 
随
時
募
集

 

平
成

28
年
度

 


 


 


 


 


 

平
成

29
年
度

 


 


 


 


 


 

 Ｑ
２

 
| 

募
集

・
申

請
 

貴
協
議
会
が
本
交
付
金
の
募
集
を
行
う
に
当
た
り
、
新
規
の
申
請
団
体
を
募
集
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

横
1
行

ご
と

に
当

て
は

ま
る

す
べ

て
の

選
択

肢
に

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
て

く
だ

さ
い

。
 

 
平

成
28

年
度

 
平

成
29

年
度

 

①
 W

eb
サ

イ
ト

（
Fa

ce
bo

ok
な

ど
SN

S
を

含
む

）
で

の
情

報
発

信
 


 


 

②
 チ

ラ
シ

な
ど

の
独

⾃
の

広
報

⽤
資

料
の

作
成

 


 


 

③
 都

道
府

県
の

担
当

部
局

に
広

報
を

依
頼

 


 


 

④
 市

町
村

の
担

当
部

局
に

広
報

を
依

頼
 


 


 

⑤
 新

規
申

請
団

体
向

け
の

説
明

会
の

開
催

 


 


 

⑥
 ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
向

け
施

設
で

の
広

報
活

動
（

チ
ラ

シ
設

置
な

ど
）

 


 


 

⑦
 そ

の
他

（
⾃

由
記

述
欄

に
ご

回
答

く
だ

さ
い

）
 


 


 

⑧
 特

に
新

規
団

体
募

集
の

た
め

の
広

報
活

動
は

⾏
っ

て
い

な
い

 


 


 

    「
⑦
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
協
議
会
は
、
具
体
的
な
新
規
団
体
募
集
の
た
め
の
取
り
組
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
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3 
 

Ｑ
３

 
| 

募
集

・
申

請
 

貴
協
議
会
が
本
交
付
金
の
募
集
を
行
う
に
当
た
り
、
申
請
す
る
団
体
が
応
募
し
や
す
く
す
る
た
め
に
平
成

29
年

度
に
行
っ
て
い
る
工
夫
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

当
て

は
ま

る
す

べ
て

の
選

択
肢

に
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

て
く

だ
さ

い
。

 


 ①

 本
交

付
⾦

に
関

す
る

説
明

会
の

開
催

 


 ②

 申
請

書
類

作
成

に
あ

た
っ

て
の

独
⾃

の
Q

&
A

の
作

成
・

公
開

・
配

布
 


 ③

 申
請

書
類

記
⼊

例
の

作
成

・
公

開
・

配
布

 


 ④

 申
請

書
類

作
成

を
指

導
・

⽀
援

す
る

別
団

体
の

紹
介

・
斡

旋
 


 ⑤

 過
年

度
と

⽐
べ

て
の

変
更

点
を

ま
と

め
た

資
料

の
作

成
 


 ⑥

 独
⾃

の
募

集
⽤

チ
ラ

シ
・

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
作

成
・

公
開

・
配

布
 


 ⑦

 W
eb

サ
イ

ト
で

の
最

新
の

申
請

書
類

の
公

開
 


 ⑧

 モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

に
関

す
る

説
明

会
・

講
習

会
の

開
催

 


 ⑨

 モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

の
た

め
の

⼿
引

き
等

の
資

料
の

作
成

 


 ⑩

 安
全

講
習

の
講

師
・

指
導

者
の

紹
介

、
斡

旋
 


 ⑪

 森
林

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
た

め
の

保
険

の
斡

旋
・

宣
伝

 


 ⑫

 対
象

地
の

⾯
積

の
算

定
⽀

援
 


 ⑬

 そ
の

他
（

⾃
由

記
述

欄
に

ご
回

答
く

だ
さ

い
）

 


 ⑭

 特
に

申
請

を
⾏

い
や

す
く

す
る

た
め

の
取

り
組

み
は

⾏
っ

て
い

な
い

 

   
 

「
⑬
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
協
議
会
は
、
具
体
的
な
取
り
組
み
や
工
夫
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
 

 

4 
 

Ｑ
４

 
| 

募
集

・
申

請
 

平
成

28
年

度
お

よ
び

平
成

29
年

度
に

お
い

て
、

貴
協

議
会

が
活

動
組

織
の

申
請

に
対

し
て

、
具

体
的

に
修

正

の
た
め
の
指
導
・
支
援
を
行
っ
た
こ
と
の
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

 

横
1
行

ご
と

に
当

て
は

ま
る

す
べ

て
の

選
択

肢
に

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
て

く
だ

さ
い

。
 

 
平

成
28

年
度

 
平

成
29

年
度

 

①
 申

請
書

類
の

記
載

漏
れ

、
記

載
ミ

ス
が

あ
っ

た
 


 


 

②
 交

付
⾦

対
象

外
の

活
動

が
申

請
さ

れ
て

い
た

 


 


 

③
 適

切
な

森
林

計
画

図
が

準
備

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

 


 


 

④
 0

.1
ha

以
上

と
い

う
⾯

積
の

要
件

が
満

た
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
 


 


 

⑤
 ⾯

積
の

算
定

が
適

切
で

は
な

か
っ

た
 


 


 

⑥
 活

動
対

象
地

に
関

す
る

協
定

書
が

適
切

な
内

容
で

は
な

か
っ

た
 


 


 

⑦
 森

林
経

営
計

画
ま

た
は

森
林

施
業

計
画

の
対

象
地

が
含

ま
れ

て
い

た
 


 


 

⑧
 交

付
⾦

の
使

途
に

適
切

で
は

な
い

内
容

が
あ

っ
た

 


 


 

⑨
 対

象
森

林
の

現
況

を
把

握
す

る
た

め
の

写
真

が
適

切
で

は
な

か
っ

た
 


 


 

⑩
 活

動
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
が

適
切

で
は

な
か

っ
た

 


 


 

⑪
 教

育
・

研
修

活
動

タ
イ

プ
の

講
師

が
適

切
で

は
な

か
っ

た
 


 


 

⑫
 安

全
の

た
め

に
着

⽤
す

る
装

備
が

⼗
分

で
は

な
か

っ
た

 


 


 

⑬
 保

険
に

未
加

⼊
な

い
し

は
、

補
償

内
容

が
不

⼗
分

だ
っ

た
 

 


 

⑭
 安

全
講

習
の

内
容

が
適

切
で

は
な

か
っ

た
 

 


 

⑮
 モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
の

内
容

が
適

切
で

は
な

か
っ

た
 

 


 

⑯
 そ

の
他

（
⾃

由
記

述
欄

に
ご

回
答

く
だ

さ
い

）
 


 


 

⑰
 特

に
修

正
指

導
は

⾏
っ

て
い

な
い

 


 


 

     

「
⑯
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
協
議
会
は
、
具
体
的
な
指
導
の
対
象
と
な
っ
た
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
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5 
 

Ｑ
５

 
| 

市
町

村
に

よ
る

有
効

性
・

妥
当

性
の

確
認

 

平
成

29
年
度
か
ら
、
活
動
組
織
が
交
付
金
を
取
得
す
る
た
め
に
は
、
活
動
組
織
の
地
元
の
市
町
村
が
有
効
性
お

よ
び
妥
当
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
須
の
条
件
と
な
り
ま
し
た
。

 
こ
の
地
元
市
町
村
に
よ
る
有
効
性
・
妥
当
性
の
確
認
の
手
続
き
に
お
い
て
、
市
町
村
か
ら
活
動
の
承
認
が
得
ら
れ

な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
条
件
を
付
け
ら
れ
た
活
動
組
織
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 
ま
た
、
承
認
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
あ
る
い
は
、
条
件
付
き
の
承
認
の
場
合
に
は
そ
の
承
認
の
条
件
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。
（
両
方
の
事
例
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。
）

 

当
て

は
ま

る
す

べ
て

の
選

択
肢

に
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

て
く

だ
さ

い
。

 


 ①

 す
べ

て
の

活
動

に
つ

い
て

、
市

町
村

よ
り

条
件

な
し

で
有

効
性

・
妥

当
性

が
承

認
さ

れ
た

  
  

 


 ②

 市
町

村
に

よ
る

有
効

性
・

妥
当

性
の

承
認

に
あ

た
り

、
条

件
を

付
け

ら
れ

た
活

動
が

あ
っ

た
 

  
  

  
（

⾃
由

記
述

欄
に

ご
回

答
く

だ
さ

い
）

 


 ③

 市
町

村
よ

り
有

効
性

・
妥

当
性

が
承

認
さ

れ
な

い
活

動
が

あ
っ

た
 

  
 

 （
⾃

由
記

述
欄

に
ご

回
答

く
だ

さ
い

）
 

 
 

                 「
③
市
町
村
よ
り
有
効
性
・
妥
当
性
が
承
認
さ
れ
な
い
活
動
が
あ
っ
た
」
に
ご
回
答
の
協
議
会
は
、
承
認

が
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
ご
存
じ
の
範
囲
で
具
体
的
に
教
え
て
く
だ
さ
い
 

「
②

 
市

町
村

に
よ

る
有

効
性

・
妥

当
性

の
承

認
に

あ
た

り
、

条
件

を
付

け
ら

れ
た

活
動

が
あ

っ
た

」
に

ご
回
答
の
協
議
会
は
、
ど
の
よ
う
な
条
件
で
あ
っ
た
の
か
を
、
ご
存
じ
の
範
囲
で
教
え
て
く
だ
さ
い
 

  

6 
 

Ｑ
６

 
| 

市
町

村
に

よ
る

有
効

性
・

妥
当

性
の

確
認

 

地
元
市
町
村
に
よ
る
有
効
性
・
妥
当
性
の
確
認
の
手
続
き
に
お
い
て
、
貴
協
議
会
で
苦
労
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

当
て

は
ま

る
す

べ
て

の
選

択
肢

に
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

て
く

だ
さ

い
。

 


 ①

 対
象

の
市

町
村

が
対

象
と

な
る

活
動

組
織

の
こ

と
を

知
ら

な
か

っ
た

  
  

 


 ②

 対
象

の
市

町
村

と
対

象
と

な
る

活
動

組
織

の
関

係
が

良
好

で
は

な
か

っ
た

 


 ③

 対
象

の
市

町
村

の
本

交
付

⾦
に

つ
い

て
の

理
解

が
⼗

分
で

は
な

か
っ

た
 


 ④

 本
交

付
⾦

に
関

す
る

市
町

村
の

担
当

部
局

あ
る

い
は

担
当

職
員

が
わ

か
ら

な
か

っ
た

 


 ⑤

 対
象

の
市

町
村

側
が

「
活

動
の

有
効

性
」

を
判

断
す

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

 


 ⑥

 市
町

村
側

が
承

認
に

当
た

り
、

対
象

の
活

動
組

織
の

活
動

内
容

と
異

な
る

条
件

を
提

⽰
し

て
き

た
 


 ⑦

 意
⾒

照
会

を
⾏

っ
て

も
、

回
答

を
得

ら
れ

な
い

市
町

村
が

あ
っ

た
 


 ⑧

 そ
の

他
 

（
⾃

由
記

述
欄

に
ご

回
答

く
だ

さ
い

）
 


 ⑨

 特
に

市
町

村
へ

の
確

認
依

頼
で

苦
労

し
た

こ
と

は
な

い
 

     

 
 

「
⑧
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
協
議
会
は
、
具
体
的
に
苦
労
し
た
こ
と
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
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Ｑ
７

 
| 

都
道

府
県

に
よ

る
支

援
 

平
成

29
年
度
か
ら
、
地
方
自
治
体
が
国
の
交
付
金
に
加
え
て
上
乗
せ
す
る
形
で
の
資
金
の
支
援
（
以
下
、
上
乗

せ
支
援
）
を
行
う
活
動
を
優
先
的
に
交
付
金
の
採
択
の
対
象
と
す
る
よ
う
に
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 
貴
協
議
会
の
所
轄
管
内
の
都
道
府
県
に
つ
い
て
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
時
点
で
、
平
成

29
年
度
に
活
動

組
織
へ
の
上
乗
せ
支
援
を
行
う
予
定
で
あ
る
か
ど
う
か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

※
複

数
の

都
県

を
所

轄
し

て
い

る
一

般
財

団
法

人
 都

市
農

山
漁

村
交

流
活

性
化

機
構

様
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

都

県
の
上
乗
せ
支
援
の
状
況
に
つ
い
て
、
本
ペ
ー
ジ
の
下
段
の
回
答
欄
に
、
対
応
す
る
選
択
肢
の
番
号
を
直
接

記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

当
て

は
ま

る
選

択
肢

に
１

つ
だ

け
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

て
く

だ
さ

い
。

 


 ①

 都
道

府
県

に
よ

る
上

乗
せ

⽀
援

が
す

べ
て

の
活

動
組

織
に

対
し

て
⾏

わ
れ

る
予

定
で

あ
る

 
（

⇒
 

10
ペ

ー
ジ

の
Q

10
に

移
動

し
て

く
だ

さ
い

）
 


 ②

 都
道

府
県

に
よ

る
上

乗
せ

⽀
援

が
⾏

わ
れ

る
予

定
の

活
動

組
織

と
そ

う
で

な
い

活
動

組
織

が
あ

る
 

（
⇒

 
次

ペ
ー

ジ
の

Q
8

に
ご

回
答

く
だ

さ
い

）
 


 ③

 都
道

府
県

に
よ

る
上

乗
せ

⽀
援

が
⾏

わ
れ

る
か

ど
う

か
は

現
在

検
討

中
で

あ
る

 
（

⇒
 

10
ペ

ー
ジ

の
Q

10
に

移
動

し
て

く
だ

さ
い

）
 


 ④

 都
道

府
県

に
よ

る
上

乗
せ

⽀
援

は
⾏

わ
れ

る
予

定
は

な
い

 
（

⇒
 

9
ペ

ー
ジ

の
Q

9
に

ご
回

答
く

だ
さ

い
）

 

 

一
般
財
団
法
人

 都
市
農
山
漁
村
交
流
活
性
化
機
構
様
 
回
答
欄

 

都
道

府
県

 
番

号
記

⼊
欄

 
都

道
府

県
 

番
号

記
⼊

欄
 

都
道

府
県

番
号

記
⼊

欄

埼
⽟

県
 

 
 

東
京

都
 

 
 

神
奈

川
県

 
 

 

※
都
県
ご
と
に
該
当
の
選
択
肢
の
番
号
を
直
接
記
入
し
て
く
だ
さ
い

 

   

 
 

8 
 

Ｑ
８

 
| 

都
道

府
県

に
よ

る
支

援
 

Q
7
に

お
い

て
、「

②
 都

道
府

県
に

よ
る

上
乗

せ
支

援
が

行
わ

れ
る

予
定

の
活

動
組

織
と

そ
う

で
な

い
活

動
組

織

が
あ

る
」

と
回

答
し

た
協

議
会

に
お

伺
い

い
た

し
ま

す
。

 
ご
存
じ
の
範
囲
内
で
、
上
乗
せ
支
援
が
行
わ
れ
る
活
動
組
織
と
そ
う
で
な
い
活
動
組
織
の
違
い
が
生
じ
た
理
由
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

当
て

は
ま

る
す

べ
て

の
選

択
肢

に
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

て
く

だ
さ

い
。

 


 ①

 対
象

と
な

る
都

道
府

県
の

⽀
援

が
、

任
意

の
募

集
に

よ
っ

て
決

め
ら

れ
て

い
た

 


 ②

 対
象

と
な

る
都

道
府

県
の

⽀
援

が
、

過
年

度
の

実
績

に
よ

り
決

め
ら

れ
て

い
た

 


 ③

 対
象

と
な

る
都

道
府

県
の

⽀
援

が
、

市
町

村
で

⽀
援

が
⾏

わ
れ

て
い

る
団

体
に

限
定

さ
れ

て
い

た
 


 ④

 対
象

と
な

る
都

道
府

県
で

決
め

ら
れ

た
予

算
で

は
活

動
組

織
す

べ
て

を
カ

バ
ー

で
き

な
か

っ
た

 


 ⑤

 活
動

組
織

の
数

が
多

く
、

追
加

の
予

算
措

置
を

⾏
う

た
め

の
時

間
が

な
か

っ
た

 


 ⑥

 都
道

府
県

が
上

乗
せ

⽀
援

を
実

施
す

る
に

当
た

り
、

森
林

作
業

に
つ

い
て

の
条

件
を

提
⽰

し
た

が
、

そ
の

条
件

を
満

た
す

こ
と

の
で

き
な

い
活

動
組

織
が

あ
っ

た
 


 ⑦

 そ
の

他
（

⾃
由

記
述

欄
に

ご
回

答
く

だ
さ

い
）

 


 ⑧

 上
乗

せ
⽀

援
が

⾏
わ

れ
な

い
理

由
が

わ
か

ら
な

い
 

      

 
 

「
⑦
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
協
議
会
は
、
ご
存
じ
の
範
囲
内
で
具
体
的
な
理
由
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

 

 

資-107



9 
 

Ｑ
９

 
| 

都
道

府
県

に
よ

る
支

援
 

Q
7
に

お
い

て
、「

④
 都

道
府

県
に

よ
る

上
乗

せ
支

援
は

行
わ

れ
る

予
定

は
な

い
」
と

回
答

し
た

協
議

会
に

お
伺

い
い

た
し

ま
す

。
 

ご
存
じ
の
範
囲
内
で
、
都
道
府
県
か
ら
の
上
乗
せ
支
援
が
行
わ
れ
な
い
理
由
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

当
て

は
ま

る
す

べ
て

の
選

択
肢

に
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

て
く

だ
さ

い
。

 


 ①

 対
象

と
な

る
都

道
府

県
に

お
い

て
議

会
の

承
認

が
得

ら
れ

な
い

（
遅

れ
て

い
る

）
 


 ②

 対
象

と
な

る
都

道
府

県
の

担
当

部
署

内
で

検
討

中
で

あ
る

 


 ③

 本
事

業
ま

た
は

本
事

業
の

内
容

が
あ

ま
り

認
知

さ
れ

て
い

な
い

 


 ④

 対
象

と
な

る
都

道
府

県
で

、
本

交
付

⾦
と

別
の

森
林

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

⽀
援

制
度

が
あ

る
 


 ⑤

 国
か

ら
の

⽀
援

分
だ

け
で

⼗
分

な
⽀

援
で

あ
る

と
判

断
さ

れ
て

い
る

 


 ⑥

 本
交

付
⾦

の
ル

ー
ル

改
正

後
、

予
算

化
を

⾏
う

た
め

の
時

間
が

な
か

っ
た

 


 ⑦

 都
道

府
県

が
上

乗
せ

⽀
援

を
実

施
す

る
に

当
た

り
、

森
林

作
業

に
つ

い
て

の
条

件
を

提
⽰

し
た

が
、

そ
の

条
件

を
満

た
す

こ
と

の
で

き
る

活
動

組
織

が
な

か
っ

た
 


 ⑧

 そ
の

他
（

⾃
由

記
述

欄
に

ご
回

答
く

だ
さ

い
）

 


 ⑨

 上
乗

せ
⽀

援
が

⾏
わ

れ
な

い
理

由
が

わ
か

ら
な

い
 

      

 
 

「
⑧
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
協
議
会
は
、
ご
存
じ
の
範
囲
内
で
具
体
的
な
理
由
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
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Ｑ
1
0
 

| 
市

町
村

に
よ

る
支

援
 

貴
協
議
会
の
所
轄
管
内
で
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
時
点
で
、
平
成

29
年
度
に
上
乗
せ
支
援
を
行
う
予
定

の
市
町
村
名
を
ご
存
じ
の
範
囲
で
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 
添
付
の
別
紙
に
て
、
上
乗
せ
支
援
を
行
う
予
定
の
市
町
村
名
に
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

 

別
紙

に
て

、
上

乗
せ

支
援

を
行

っ
て

い
る

市
町

村
に
チ

ェ
ッ

ク
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

※
封

入
漏

れ
等

で
別

紙
の

市
町

村
リ

ス
ト

が
お

手
元

に
な

い
場

合
は

、
日

本
生

態
系

協
会

ま
で

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

改
め
て
メ
ー
ル
に
て
お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：

sh
in

rin
20

17
@

ec
os

ys
.o

r.j
p）

 
 Ｑ

1
1
 

| 
市

町
村

に
よ

る
支

援
 

貴
協
議
会
の
所
轄
管
内
で
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
時
点
で
、
申
請
団
体
の
有
効
性
・
妥
当
性
を
確
認
す
る

対
象

と
な

っ
た

市
町

村
の

う
ち

、
上

乗
せ

支
援

を
実

施
し

て
 “

い
な

い
”

市
町

村
に

つ
い

て
、

ご
存

じ
の

範
囲

内

で
、
上
乗
せ
支
援
が
行
わ
れ
な
い
理
由
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

当
て

は
ま

る
す

べ
て

の
選

択
肢

に
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

て
く

だ
さ

い
。

 


 ①

 対
象

と
な

る
市

町
村

に
お

い
て

議
会

の
承

認
が

得
ら

れ
な

い
（

遅
れ

て
い

る
）

 


 ②

 対
象

と
な

る
市

町
村

の
担

当
部

署
内

で
検

討
中

で
あ

る
 


 ③

 本
事

業
ま

た
は

本
事

業
の

内
容

が
あ

ま
り

認
知

さ
れ

て
い

な
い

 


 ④

 対
象

と
な

る
市

町
村

で
、

本
交

付
⾦

と
別

の
森

林
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
⽀

援
制

度
が

あ
る

 


 ⑤

 国
か

ら
の

⽀
援

分
だ

け
で

⼗
分

な
⽀

援
で

あ
る

と
判

断
さ

れ
て

い
る

 


 ⑥

 本
交

付
⾦

の
ル

ー
ル

改
正

後
、

予
算

化
を

⾏
う

た
め

の
時

間
が

な
か

っ
た

 


 ⑦

 対
象

と
な

る
市

町
村

で
は

、
申

請
団

体
の

活
動

の
有

効
性

・
妥

当
性

が
承

認
さ

れ
な

か
っ

た
 


 ⑧

 そ
の

他
（

⾃
由

記
述

欄
に

ご
回

答
く

だ
さ

い
）

 


 ⑨

 上
乗

せ
⽀

援
が

⾏
わ

れ
な

い
理

由
が

わ
か

ら
な

い
 

    

 
 

「
⑧
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
協
議
会
は
、
ご
存
じ
の
範
囲
内
で
具
体
的
な
理
由
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
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Ｑ
1
2
 

| 
活

動
組

織
へ

の
支

援
 

貴
協
議
会
が
実
施
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
斡
旋
を
行
っ
て
い
る
、
本
交
付
金
に
関
連
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

理
解
の
向
上
を
目
指
し
た
説
明
会
・
講
習
会
の
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

当
て

は
ま

る
す

べ
て

の
選

択
肢

に
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

て
く

だ
さ

い
。

 


 ①

 申
請

書
類

の
作

成
 


 ②

 交
付

⾦
対

象
と

し
て

採
択

さ
れ

た
後

の
書

類
作

成
（

実
績

報
告

書
等

）
 


 ③

 動
⼒

付
き

機
械

（
チ

ェ
ン

ソ
ー

、
刈

払
機

な
ど

）
の

利
⽤

⽅
法

、
利

⽤
技

能
 


 ④

 森
林

内
で

の
活

動
に

つ
い

て
の

安
全

対
策

（
動

⼒
付

き
機

械
の

利
⽤

以
外

。
熱

中
症

防
⽌

な
ど

）
 


 ⑤

 森
林

整
備

の
⼿

法
（

か
か

り
⽊

の
処

理
、

⼤
径

⽊
の

伐
採

⽅
法

な
ど

）
 


 ⑥

 活
動

事
例

発
表

、
実

際
に

活
動

を
⾏

っ
て

い
る

団
体

の
現

地
視

察
会

 


 ⑦

 モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

の
⽅

法
 


 ⑧

 そ
の

他
（

⾃
由

記
述

欄
に

ご
回

答
く

だ
さ

い
）

 


 ⑨

 特
に

説
明

会
・

講
習

会
は

実
施

し
て

い
な

い
 

               Q
1

5

「
⑧
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
協
議
会
は
、
具
体
的
な
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
理
解
の
向
上
を
目

指
し
た
説
明
会
・
講
習
会
を
開
催
し
た
の
か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
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Ｑ
1
3
 

| 
活

動
組

織
へ

の
支

援
 

本
交
付
金
の
活
動
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
、
貴
協
議
会
が
平
成

28
年

度
な

い
し

は
平

成
29

年
度

に
独

自
に

作
成
し
た
活
動
組
織
向
け
の
資
料
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ
の
資
料
内
容
と
公
開
状
況
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。
 

横
1
行

ご
と

に
当

て
は

ま
る

す
べ

て
の

選
択

肢
に

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
て

く
だ

さ
い

。
 

 
Ａ  関 連 資 料 を 独 ⾃ に

作 成 し た 
Ｂ Web ︵ ホ ー ム ペ ー ジ

等 ︶ で 公 開 し て い る 

Ｃ 印 刷 物 と し て 配 布 を

⾏ っ て い る 

①
 本

交
付

⾦
全

般
に

つ
い

て
の

独
⾃

の
⼿

引
き

 ※
 


 


 


 

②
 本

交
付

⾦
の

申
請

の
た

め
の

独
⾃

の
募

集
要

項
 


 


 


 

③
 本

交
付

⾦
で

必
要

な
書

類
の

記
載

例
 


 


 


 

④
 安

全
対

策
に

関
す

る
資

料
 


 


 


 

⑤
 モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
に

関
す

る
資

料
 ※

 


 


 


 

⑥
 活

動
組

織
の

活
動

事
例

集
 


 


 


 

⑦
 該

当
の

地
域

協
議

会
独

⾃
の

Q
＆

A 


 


 


 

⑧
 そ

の
他

（
⾃

由
記

述
欄

に
ご

回
答

く
だ

さ
い

）
 


 


 


 

⑨
 特

に
独

⾃
に

作
成

し
て

い
る

活
動

組
織

向
け

の
資

料
は

な
い

 


 


 


 

※
「
①
独
自
の
手
引
き
」
も
し
く
は
「
⑤
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
に
関
す
る
資
料
」
を
独
自
に
作
成
し
て
お
り
、

w
eb

で
の

公
開

を
行

っ
て
“

い
な

い
”
場

合
は

、
お

手
数

か
と

は
存

じ
ま

す
が

、
ア

ン
ケ

ー
ト

に
同

封
な

い
し

は
添

付

し
て
、
日
本
生
態
系
協
会
ま
で
お
送
り
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

     

「
⑧
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
協
議
会
は
、
具
体
的
な
ど
の
よ
う
な
資
料
で
あ
る
か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
 

作
成
・
公
開
状
況
 

資
料
内
容
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Ｑ
1
4
 

| 
安

全
対

策
 

貴
協
議
会
が
所
轄
管
内
で
の
活
動
組
織
の
安
全
対
策
を
推
進
す
る
た
め
に
、
活
動
組
織
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
取

り
組
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

当
て

は
ま

る
す

べ
て

の
選

択
肢

に
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

て
く

だ
さ

い
。

 


 ①

 安
全

講
習

会
の

実
施

（
地

域
協

議
会

が
主

催
あ

る
い

は
共

催
す

る
も

の
）

 


 ②

 他
団

体
（

⾃
治

体
等

）
が

主
催

す
る

安
全

講
習

会
へ

の
参

加
呼

び
か

け
や

案
内

の
送

付
 


 ③

 安
全

装
備

購
⼊

な
ど

の
安

全
対

策
に

交
付

⾦
を

利
⽤

す
る

よ
う

に
指

導
 


 ④

 保
険

加
⼊

の
斡

旋
 


 ⑤

 安
全

対
策

の
不

備
が

⾒
つ

か
っ

た
活

動
⽇

は
交

付
⾦

の
対

象
と

し
な

い
、

あ
る

い
は

減
額

す
る

 ※
 


 ⑥

 安
全

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

配
布

・
紹

介
（

※
独

⾃
に

作
成

し
た

も
の

で
な

く
て

も
構

い
ま

せ
ん

）
 


 ⑦

 記
録

写
真

に
よ

る
活

動
組

織
の

安
全

対
策

の
実

施
状

況
の

確
認

と
指

導
 


 ⑧

 現
地

確
認

の
際

の
活

動
組

織
の

安
全

対
策

の
実

施
状

況
の

確
認

と
指

導
 


 ⑨

 事
故

情
報

に
関

す
る

周
知

な
ど

の
安

全
に

関
す

る
注

意
喚

起
 


 ⑩

 そ
の

他
（

⾃
由

記
述

欄
に

ご
回

答
く

だ
さ

い
）

 


 ⑪

 特
に

安
全

対
策

を
推

進
す

る
た

め
の

取
り

組
み

を
実

施
し

て
い

な
い

 
 

 

※
「
⑤
安
全
対
策
の
不
備
が
見
つ
か
っ
た
活
動
日
は
交
付
金
の
対
象
と
し
な
い
、
あ
る
い
は
減
額
す
る
」
に
つ
い
て

は
、
写
真
記
録
な
ど
で
ヘ
ル
メ
ッ
ト
等
の
安
全
装
備
の
着
用
が
な
か
っ
た
場
合
に
、
該
当
の
活
動
日
分
を
交
付
金

の
対
象
日
に
し
な
い
な
ど
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
場
合
を
指
し
ま
す
。
実
際
に
処
分
を
行
っ
た
経
験
が
あ
る
か
ど

う
か
は
問
い
ま
せ
ん
。

 

        

「
⑩
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
協
議
会
は
、
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
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Ｑ
1
5
 

| 
安

全
対

策
 

平
成

29
年
度
よ
り
、
活
動
組
織
が
活
動
対
象
地
に
お
い
て
、
毎
年

1
回

以
上

安
全

講
習

や
森

林
施

業
技

術
向

上

の
た
め
の
講
習
を
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

 
貴
協
議
会
が
、
活
動
組
織
が
安
全
講
習
や
森
林
施
業
技
術
向
上
の
た
め
の
講
習
を
円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
す

る
た

め
に

、
ど

の
よ

う
な

支
援

を
行

っ
て

い
る

の
か

に
つ

い
て

教
え

て
く

だ
さ

い
。
（

実
施

予
定

の
支

援
も

含
め

て

ご
回
答
く
だ
さ
い
。
）

 

当
て

は
ま

る
す

べ
て

の
選

択
肢

に
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

て
く

だ
さ

い
。

 


 ①

 必
要

な
講

師
の

紹
介

あ
る

い
は

斡
旋

 


 ②

 講
習

に
役

⽴
つ

マ
ニ

ュ
ア

ル
等

の
資

料
の

配
布

あ
る

い
は

紹
介

 


 ③

 活
動

組
織

内
の

講
師

候
補

向
け

の
安

全
講

習
の

実
施

 


 ④

 活
動

組
織

内
の

講
師

候
補

向
け

に
、

他
団

体
の

安
全

講
習

の
紹

介
、

参
加

呼
び

か
け

 


 ⑤

 そ
の

他
（

⾃
由

記
述

欄
に

ご
回

答
く

だ
さ

い
）

 


 ⑥

 活
動

組
織

に
義

務
づ

け
ら

れ
た

講
習

に
関

連
し

て
、

特
に

⽀
援

を
⾏

っ
て

い
な

い
（

予
定

が
な

い
）

 

                 

「
⑤
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
協
議
会
は
、
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
 

 

資-110
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Ｑ
1
6
 

| 
安

全
対

策
 

貴
協
議
会
か
ら
見
て
、
安
全
講
習
や
森
林
施
業
技
術
向
上
の
た
め
の
講
習
を
活
動
組
織
が
進
め
て
い
く
う
え
で
、

課
題
と
感
じ
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

当
て

は
ま

る
す

べ
て

の
選

択
肢

に
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

て
く

だ
さ

い
。

 


 ①

 講
師

の
予

定
者

が
講

師
と

し
て

適
任

で
あ

る
か

ど
う

か
判

断
が

つ
か

な
い

場
合

が
あ

る
 


 ②

 講
師

に
適

任
な

⽅
の

数
が

少
な

い
 


 ③

 講
師

に
適

任
な

⽅
と

活
動

組
織

の
予

定
を

合
わ

せ
る

こ
と

が
で

き
な

い
 


 ④

 講
師

に
適

任
な

⽅
の

所
在

地
が

、
活

動
組

織
の

所
在

地
と

離
れ

て
い

る
 


 ⑤

 活
動

組
織

に
具

体
的

に
何

を
学

ん
で

も
ら

え
ば

よ
い

の
か

わ
か

ら
な

い
 


 ⑥

 活
動

組
織

が
提

案
し

た
講

習
内

容
が

、
適

切
な

内
容

で
は

な
か

っ
た

 


 ⑦

 活
動

組
織

で
独

⾃
に

⾏
う

講
習

が
、

本
当

に
適

切
な

内
容

で
あ

る
か

わ
か

ら
な

い
 


 ⑧

 ど
の

よ
う

な
条

件
を

満
た

せ
ば

、
講

習
の

義
務

を
果

た
し

た
と

考
え

て
よ

い
の

か
わ

か
ら

な
い

 


 ⑨

 活
動

組
織

の
活

動
対

象
地

が
講

習
に

適
し

た
場

所
で

は
な

い
場

合
が

あ
る

 


 ⑩

 そ
の

他
（

⾃
由

記
述

欄
に

ご
回

答
く

だ
さ

い
）

 


 ⑪

 特
に

課
題

と
感

じ
る

よ
う

な
こ

と
は

な
い

 

       

 
   
 
 
 
 

 
 

「
⑩
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
協
議
会
は
、
具
体
的
に
課
題
と
感
じ
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
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Ｑ
1
7
 

| 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
 

平
成

29
年
度
よ
り
、
活
動
組
織
が
、
交
付
金
の
効
果
を
確
認
す
る
た
め
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

 
貴
協
議
会
が
、
活
動
組
織
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
進
め
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
の

か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
（
実
施
予
定
の
支
援
も
含
め
て
ご
回
答
く
だ
さ
い
。
）

 

当
て

は
ま

る
す

べ
て

の
選

択
肢

に
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

て
く

だ
さ

い
。

 


 ①

 モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

の
際

に
、

地
域

協
議

会
の

担
当

者
も

参
加

し
、

適
宜

助
⾔

を
⾏

う
 


 ②

 モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

を
実

施
す

る
上

で
参

考
と

な
る

資
料

を
独

⾃
に

作
成

し
た

 


 ③

 モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

を
実

施
す

る
上

で
参

考
と

な
る

資
料

の
紹

介
を

⾏
っ

て
い

る
（

独
⾃

作
成

除
く

）
 


 ④

 モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

に
つ

い
て

の
助

⾔
や

⽀
援

が
可

能
な

個
⼈

（
専

⾨
家

）
の

紹
介

を
⾏

う
 


 ⑤

 本
交

付
⾦

を
取

得
し

て
い

る
活

動
組

織
か

ら
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

に
つ

い
て

助
⾔

や
⽀

援
が

可
能

な
団

体
を

紹
介

し
て

い
る

 


 ⑥

 本
交

付
⾦

を
取

得
し

て
い

な
い

団
体

か
ら

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
に

つ
い

て
助

⾔
や

⽀
援

が
可

能
な

団
体

を
紹

介
し

て
い

る
 


 ⑦

 モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

の
実

施
⽅

法
に

関
す

る
講

習
会

・
学

習
会

を
実

施
す

る
 


 ⑧

 そ
の

他
（

⾃
由

記
述

欄
に

ご
回

答
く

だ
さ

い
）

 


 ⑨

 モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

に
関

連
し

て
、

特
に

⽀
援

を
⾏

っ
て

い
な

い
 

            

「
⑧
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
協
議
会
は
、
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
 

 

資-111



17
 

 

Ｑ
1
8
 

| 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
 

貴
協
議
会
が
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
「

交
付

金
の

効
果

の
調

査
・
確

認
方

策
に

つ
い

て
」
）
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
“
以
外
の
”
モ
ニ
タ

リ
ン

グ
手

法
で

、
活

動
組

織
の

提
案

が
な

さ
れ

る
前

の
段

階
で

、
独

自
に

設
定

・

指
導
し
て
い
る
調
査
手
法
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 
な

お
、

も
し

、
活

動
組

織
か

ら
の

提
案

前
に

独
自

に
設

定
し

た
調

査
手

法
が

な
い

場
合

に
は

、
「

独
自

に
設

定
・

指
導
し
て
い
る
調
査
手
法
は
な
い
」
の
チ
ェ
ッ
ク
欄
に
チ
ェ
ッ
ク
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 

※
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
、
独
自
の
調
査
の
提
案
例
と
し
て
記
載
し
て
い
る
見
通
し
調
査
に
つ
い

て
も
、
本
交
付
金
に
お
け
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
と
し
て
承
認
し
て
い
る
場
合
は
、
こ
こ
で
ご
回
答
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

※
「
独
自
に
設
定
・
指
導
し
て
い
る
調
査
手
法
」
に
つ
い
て
は
、
明
文
化
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
含
み
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
関
す
る
講
習
会
等
で
紹
介
し
た
調
査
方
法
も
含
め
て
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

自
由

記
述

に
て

ご
回

答
い

た
だ

く
か

、
関

連
資

料
を
添

付
に

て
お

送
り

下
さ

い
。

 

地
域
協
議
会
で
独
自
に
設
定
・
指
導
し
て
い
る
調
査
手
法
は
な
い
 


 

 

活
動

組
織

か
ら

の
提

案
前

に
独

自
に
設
定
・
指
導
し
て
い
る
調
査

方
法
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
具
体
的

な
内

容
に

つ
い

て
ご

回
答

い
た

だ
く
か
、
該
当
の
調
査
方
法
に
つ

い
て

配
布

し
て

い
る

資
料

を
添

付
に

て
お

送
り

い
た

だ
き

ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

※
自
由
記
述
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Ｑ
1
9
 

| 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
 

貴
協
議
会
が
、
活
動
組
織
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
内
容
を
確
認
す
る
際
に
、
課
題
と
感
じ
る
こ
と
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

 
 
当

て
は

ま
る

す
べ

て
の

選
択

肢
に

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
て

く
だ

さ
い

。
 


 ①

 モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

の
⽅

法
が

妥
当

で
あ

る
か

ど
う

か
判

断
が

で
き

な
い

 


 ②

 提
案

さ
れ

た
独

⾃
調

査
が

適
切

で
あ

る
か

ど
う

か
判

断
が

で
き

な
い

 


 ③

 承
認

さ
れ

て
い

な
い

独
⾃

調
査

の
み

を
実

施
す

る
団

体
が

い
る

 


 ④

 モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

の
調

査
場

所
が

適
切

で
あ

る
か

ど
う

か
判

断
が

で
き

な
い

 


 ⑤

 混
み

合
っ

て
い

な
い

森
林

な
ど

、モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
で

想
定

さ
れ

て
い

な
い

状
態

の
場

所
を

調
査

場
所

と
す

る
団

体
が

い
る

 


 ⑥

 初
回

調
査

の
調

査
結

果
が

適
切

で
あ

る
か

ど
う

か
判

断
が

で
き

な
い

 


 ⑦

 初
回

調
査

に
不

備
が

あ
っ

た
際

の
対

応
⽅

法
が

分
か

ら
な

い
 


 ⑧

 活
動

組
織

に
調

査
⽅

法
を

理
解

し
て

も
ら

う
こ

と
が

難
し

い
 


 ⑨

 活
動

組
織

が
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
に

必
要

な
道

具
を

準
備

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
 


 ⑩

 な
ぜ

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

が
必

要
で

あ
る

の
か

を
説

明
が

で
き

な
い

 


 ⑪

 調
査

⽅
法

に
つ

い
て

助
⾔

や
指

導
を

⾏
う

こ
と

の
で

き
る

地
域

協
議

会
の

担
当

者
が

い
な

い
 


 ⑫

 調
査

⽅
法

に
つ

い
て

助
⾔

や
指

導
が

可
能

な
個

⼈
・

団
体

に
協

⼒
を

仰
ぐ

こ
と

が
で

き
な

い
 


 ⑬

 活
動

組
織

の
決

め
た

数
値

⽬
標

が
妥

当
で

あ
る

か
ど

う
か

判
断

が
で

き
な

い
 


 ⑭

 モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

記
載

さ
れ

て
い

る
数

値
⽬

標
の

⽬
安

が
⾼

す
ぎ

る
 


 ⑮

 実
現

可
能

な
数

値
⽬

標
が

⽬
安

よ
り

も
低

い
活

動
組

織
に

つ
い

て
、ど

こ
ま

で
低

い
⽬

標
を

認
め

て
よ

い
の

か
わ

か
ら

な
い

 


 ⑯

 数
値

⽬
標

を
決

め
る

際
の

前
提

と
な

る
「

活
動

組
織

が
実

現
可

能
な

作
業

量
」

を
評

価
で

き
な

い
 


 ⑰

 初
回

調
査

実
施

後
に

、数
値

⽬
標

の
達

成
が

難
し

い
と

判
明

し
た

団
体

に
ど

う
指

導
す

れ
ば

よ
い

の
か

わ
か

ら
な

い
 


 ⑱

 そ
の

他
（

次
ペ

ー
ジ

の
⾃

由
記

述
欄

に
ご

回
答

く
だ

さ
い

）
 


 ⑲

 特
に

課
題

と
感

じ
る

よ
う

な
こ

と
は

な
い

 

Q
19

の
自

由
記

述
欄

は
次

の
ペ

ー
ジ

に
あ

り
ま

す
。

 

調 査 方 法 対 象 地 初 回 調 査 調 査 実 施 段 階 数 値 目 標 そ の 他 
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こ
の
ペ
ー
ジ
は
、

Q
19

に
お
い
て
「
⑱
そ
の
他
」
に
回
答
し
た
協
議
会
の
た
め
の
自
由
記
述
欄
で
す
。

 

             

 
 

「
⑱
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
協
議
会
は
、
具
体
的
に
課
題
と
感
じ
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
 

 

20
 

 

Ｑ
2
0
 

| 
数

値
目

標
の

目
安

 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
方
法
ご
と
に
目
標
の
目
安
と
な
る
数
値
を
設
定
し
て

い
ま
す
。

 
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
掲
載
さ
れ
た
数
値
目
標
の
目
安
に
関
し
て
、
貴
協
議
会
の
所
轄
管
内
の
活
動
組
織
が
達
成
で
き

る
か
ど
う
か
の
難
易
度
に
つ
い
て
、
貴
協
議
会
の
印
象
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

※
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
は
異
な
る
独
自
の
数
値
目
標
に
対
す
る
目
安
を
設
定
し
て
い
る
協
議
会
も
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
目
安
に
対
す
る
印
象
を
回
答
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

横
1
行

ご
と

に
当

て
は

ま
る

選
択

肢
に

1
つ

だ
け

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
て

く
だ

さ
い

。
 

 
A  達 成 は ⾮ 常 に 容 易 で あ る 

B  達 成 は 容 易 で あ る 

C  容 易 で も 困 難 で も な い 

D  達 成 は 困 難 で あ る 

E  達 成 は ⾮ 常 に 困 難 で あ る 

F  難 易 度 は よ く わ か ら な い 

①
 相

対
幹

距
⽐

調
査

 

 
（

1〜
2

ポ
イ

ン
ト

以
上

改
善

）
 


 


 


 


 


 


 

②
 萌

芽
再

⽣
率

調
査

 

 
（

20
%

以
上

が
若

返
っ

た
状

態
に

す
る

）
 


 


 


 


 


 


 

③
 植

⽣
調

査
 

 
（

希
少

種
等

の
個

体
数

を
増

や
す

）
 


 


 


 


 


 


 

④
 ⽵

の
本

数
調

査
（

侵
⼊

⽵
除

去
）

 

 
（

⽵
の

本
数

を
ゼ

ロ
に

す
る

）
 


 


 


 


 


 


 

⑤
 ⽵

の
本

数
調

査
（

⽵
の

本
数

管
理

）
 

 
（

1h
a

あ
た

り
2,

50
0

本
〜

4,
00

0
本

程
度

）
 


 


 


 


 


 


 

⑥
 幹

材
積

量
調

査
 

 
（

確
認

資
源

量
の

50
%

程
度

を
利

⽤
）

 


 


 


 


 


 


 

⑦
 ⽊

材
以

外
の

資
源

の
資

源
量

調
査

 

（
利

⽤
可

能
な

資
源

を
維

持
あ

る
い

は
増

や
す

） 


 


 


 


 


 


 

印
象
 

調
査
（
目
標
の
目
安
）
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Ｑ
2
1
 

| 
数

値
目

標
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
活
動
組
織
が
数
値
目
標
を
設
定
す
る
際
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
事

情
等
を
考
慮
し
て
、
目
安
と
異
な
る
数
値
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
示
さ
れ
た
目
安
よ
り
も
低
い
数
値
目
標
を
設
定
し
た
活
動
組
織
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
理
由
で
低
い
数
値
目
標
を
設
定
し
た
の
か
を
、
ご
存
じ
の
範
囲
で
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

 
 
当

て
は

ま
る

す
べ

て
の

選
択

肢
に

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
て

く
だ

さ
い

。
 


 ①

 活
動

へ
の

参
加

者
が

少
な

か
っ

た
 


 ②

 活
動

参
加

者
の

経
験

が
不

⾜
し

て
い

た
 


 ③

 活
動

参
加

者
の

安
全

確
保

の
た

め
に

必
要

で
あ

っ
た

 


 ④

 活
動

対
象

地
が

、
活

動
を

⾏
う

た
め

に
は

、
条

件
が

不
利

な
場

所
だ

っ
た

（
急

傾
斜

地
な

ど
）

 


 ⑤

 活
動

対
象

地
で

は
す

で
に

（
あ

る
程

度
の

）
整

備
が

⾏
わ

れ
て

い
た

 


 ⑥

 ⾵
害

や
雪

害
へ

の
対

策
な

ど
、

活
動

対
象

地
が

健
全

な
状

態
を

保
つ

た
め

に
必

要
で

あ
っ

た
 


 ⑦

 活
動

組
織

が
⽬

指
す

森
林

の
状

態
と

数
値

⽬
標

の
⽬

安
が

⼀
致

し
て

い
な

か
っ

た
 


 ⑧

 3
年

間
と

い
う

期
間

が
、

数
値

⽬
標

を
達

成
す

る
上

で
は

短
す

ぎ
た

 


 ⑨

 そ
の

他
（

⾃
由

記
述

欄
に

ご
回

答
く

だ
さ

い
）

 


 ⑩

 地
域

協
議

会
の

⽴
場

と
し

て
、

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
⽬

安
よ

り
も

低
い

⽬
標

設
定

は
認

め
て

い
な

い
 


 ⑪

 数
値

⽬
標

を
設

定
し

た
活

動
組

織
の

中
に

、
⽬

安
よ

り
も

低
い

⽬
標

を
決

め
た

団
体

が
い

な
い

 


 ⑫

 所
轄

管
内

の
活

動
組

織
の

数
値

⽬
標

に
つ

い
て

、
ま

だ
（

ほ
と

ん
ど

）
把

握
で

き
て

い
な

い
 

          

「
⑨
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
協
議
会
は
、
具
体
的
な
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
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Ｑ
2
2
 

| 
活

動
組

織
間

の
連

携
促

進
 

貴
協
議
会
が
、
平
成

29
年
度
に
、
活
動
組
織
間
の
協
力
関
係
を
促
進
す
る
た
め
に
行
っ
た
取
り
組
み
、
あ
る
い

は
行
う
予
定
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

当
て

は
ま

る
す

べ
て

の
選

択
肢

に
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

て
く

だ
さ

い
。

 


 ①

 活
動

組
織

間
の

交
流

会
の

実
施

 


 ②

 メ
ー

リ
ン

グ
リ

ス
ト

を
活

⽤
し

た
情

報
共

有
 


 ③

 F
ac

eb
oo

k
や

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

掲
⽰

板
サ

ー
ビ

ス
の

よ
う

な
w

eb
サ

イ
ト

に
よ

る
情

報
共

有
 


 ④

 活
動

事
例

発
表

会
の

開
催

 


 ⑤

 活
動

組
織

の
活

動
現

場
を

対
象

と
し

た
現

地
⾒

学
会

の
開

催
 


 ⑥

 活
動

組
織

間
の

連
絡

網
の

作
成

 


 ⑦

 そ
の

他
（

⾃
由

記
述

欄
に

ご
回

答
く

だ
さ

い
）

 


 ⑧

 特
に

活
動

組
織

の
協

⼒
関

係
を

促
進

す
る

た
め

の
取

り
組

み
は

⾏
っ

て
い

な
い

 

     
 
 
 
 

 

     

 
 

「
⑦
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
協
議
会
は
、
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
 

 

資-114
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Ｑ
2
3
 

| 
他

の
主

体
と

の
連

携
 

貴
協
議
会
が
本
交
付
金
の
取
り
組
み
を
行
う
に
当
た
り
、
ど
の
よ
う
な
団
体
や
専
門
家
と
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で

の
協
力
関
係
に
あ
る
の
か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

横
1
行

ご
と

に
当

て
は

ま
る

す
べ

て
の

選
択

肢
に

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
て

く
だ

さ
い

。
 

 

Ａ 、 書 類 作 成 の 指 導 

Ｂ 、 作 業 や 活 動 に つ い て の 助 ⾔

Ｃ 、 安 全 等 の 講 習 の 実 施 

Ｄ 、 資 機 材 の 貸 与 

Ｅ 、 広 報 活 動 

Ｆ 、 モ ニ タ リ ン グ 調 査 の ⽀ 援 

Ｇ 、 特 に 協 ⼒ 関 係 は な い 

①
 都

道
府

県
 


 


 


 


 


 


 


 

②
 市

区
町

村
 


 


 


 


 


 


 


 

③
 別

の
地

域
協

議
会

 


 


 


 


 


 


 


 

④
 森

林
組

合
 


 


 


 


 


 


 


 

⑤
 本

交
付

⾦
を

取
得

し
て

い
る

活
動

組
織

※
 


 


 


 


 


 


 


 

※
「

⑤
 本

交
付

金
を

取
得

し
て

い
る

活
動

組
織

」
に

つ
い

て
は

、
協

力
関

係
に

あ
る

該
当

の
活

動
組

織
“以

外
”の

活
動
組
織
の
た
め
に
手
助
け
を
お
願
い
す
る
ケ
ー
ス
を
対
象
と
し
ま
す
。

 
具
体
的
に
は
、「

活
動
組
織

A
が
書
類
作
成
で
困
っ
て
い
た
の
で
、
近
隣
の
活
動
組
織

B
に
活
動
組
織

A
の

書

類
作
成
の
支
援
を
お
願
い
し
た
」
ケ
ー
ス
は
、
地
域
協
議
会
と
活
動
組
織

B
と
の
間
に
協
力
関
係
が
あ
っ
た
と
考

え
ま
す
。
こ
の
他
、
地
域
協
議
会
主
催
で
安
全
講
習
会
を
実
施
し
た
際
に
、
活
動
組
織

C
に

講
師

を
依

頼
し

た
よ

う
な
場
合
も
、
地
域
協
議
会
と
活
動
組
織

C
が
協
力
関
係
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。

 

 
 

   

 

上
記
以
外
で
特
に
特
筆
す
べ
き
協
力
関
係
が
あ
る
場
合
は
、
協
力
団
体
と
内
容
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
 

 

協
力
団
体
 

協
力
内
容
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Ｑ
2
4
 

| 
活

動
の

進
展

状
況

 

貴
協
議
会
の
所
轄
管
内
に
あ
る
活
動
組
織
の
活
動
の
成
果
の
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、
下
記
で
示
す
項
目
に
関
す

る
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
貴
協
議
会
か
ら
見
た
印
象
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

横
1
行

ご
と

に
当

て
は

ま
る

選
択

肢
に

1
つ

だ
け

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
て

く
だ

さ
い

。
 

 
Ａ 、 ⼗ 分 取 り 組 み が 進 ん で い る 

Ｂ 、 あ る 程 度 取 り 組 み が 進 ん で い る 

Ｃ 、 ど ち ら と も い え な い 
Ｄ 、 や や 取 り 組 み が 進 ん で い な い 

Ｅ 、 取 り 組 み が 進 ん で い な い 

Ｆ 、 よ く わ か ら な い 

①
 活

動
を

⾏
う

上
で

の
安

全
性

の
確

保
 


 


 


 


 


 


 

②
 森

林
管

理
を

⾏
う

⼈
材

の
育

成
 


 


 


 


 


 


 

③
 森

林
の

整
備

に
よ

る
景

観
の

改
善

 


 


 


 


 


 


 

④
 森

林
由

来
の

資
源

の
利

⽤
の

増
加

 


 


 


 


 


 


 

⑤
 森

林
・

林
業

に
関

す
る

理
解

の
向

上
 


 


 


 


 


 


 

⑥
 地

域
の

(集
落

)コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
活

性
化

 


 


 


 


 


 


 

⑦
 関

連
す

る
⼈

や
団

体
間

の
連

携
・

協
⼒

 


 


 


 


 


 


 

⑧
 活

動
を

継
続

す
る

た
め

の
財

源
の

確
保

 


 


 


 


 


 


 

     

活
動
の
成
果
 

進
捗
状
況
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Ｑ
2
5
 

| 
課

題
 

平
成

28
年
度
以
降
の
取
り
組
み
の
中
で
、
他
の
協
議
会
と
共
有
す
べ
き
事
例
と
し
て
、
貴
協
議
会
が
運
営
を
行

う
上
で
特
に
苦
労
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
苦
労
し
た
問
題
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
解
決
を
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
解
決
が
で
き
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も
の
か
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

 

 

 

     

苦
労
し
た
こ
と
は
（
 


 解
決

し
た

 
・

 


 対
応

中
 

・
 


 解
決

で
き

な
か

っ
た

 
）
 

※
当
て
は
ま
る
選
択
肢
に

1
つ
だ
け
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
 

  「
苦
労
し
た
こ
と
」
を
ど
の
よ
う
に
解
決
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
解
決
が
困
難
で
あ
る
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
 

 
（
自
由
記
述
）
 

       上
記
の
「
苦
労
し
た
こ
と
」
を
解
決
な
い
し
は
予
防
す
る
た
め
に
、
貴
協
議
会
で
実
施
し
て
い
る
独
自
の
 

取
り
組
み
が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。
（
自
由
記
述
）
 

 

      
 
 
 
 

 
 

「
苦
労
し
た
こ
と
」
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
 
(
自
由
記
述
)
 

   

26
 

 

Ｑ
2
6
 

| 
要

望
 

本
交
付
金
に
関
連
し
て
、
今
年
度
以
降
に
国
に
対
し
て
要
望
す
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。
 

自
由

記
述

に
て

ご
回

答
く

だ
さ

い
。

回
答

は
任

意
で

す
。
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Ｑ
2
7
 

| 
活

動
事

例
集

 

貴
協
議
会
の
所
轄
管
内
に
あ
る
活
動
組
織
の
う
ち
、
貴
協
議
会
か
ら
見
て
、
他
地
域
で
も
参
考
と
な
る
優
良
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
と
考
え
る
団
体
と
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

 【
Q

27
に
関
す
る
注
意
事
項
】

 

※
推
薦
理
由
に
関
す
る
記
入
欄
が
不
足
す
る
場
合
は
、
別
紙
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

 

※
ご

紹
介

い
た

だ
い

た
団

体
の

一
部

に
つ

き
ま

し
て

は
、

別
途

、
活

動
組

織
に

対
す

る
現

地
で

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
さ

せ
て

い
た

だ
く

場
合

が
ご

ざ
い

ま
す

。
そ

の
際

に
は

、
地

域
協

議
会

の
皆

様
に

、
対

象
と

な
る

活

動
組
織
へ
の
事
前
連
絡
や
仲
介
を
お
願
い
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

※
現

地
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
さ

せ
て

い
た

だ
い

た
団

体
に

つ
き

ま
し

て
、

本
年

度
以

降
の

活
動

事
例

集
に

掲
載

す
る

こ
と

を
考

え
て

お
り

ま
す

。
た

だ
し

、
個

人
情

報
保

護
な

ど
の

観
点

か
ら

、
活

動
組

織
の

代
表

者
な

い
し

は

事
務

担
当

者
の

同
意

が
な

い
場

合
に

は
、

活
動

組
織

の
取

り
組

み
の

具
体

的
な

内
容

に
つ

い
て

は
、

活
動

事

例
集
や
一
般
公
開
す
る
報
告
書
に
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

 

※
Q

27
へ
の
回
答
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
公
開
す
る
報
告
書
に
お
い
て
も
結
果
を

掲
載
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

 （
そ
の
１
）

 

活
動

組
織

名
 

  

活
動

タ
イ

プ
 

※
対
象
と
な
る
活
動
組
織
が
平
成

29
年
度
に
交
付
金
を
取
得
（
予
定
）
の
活
動
タ
イ
プ
に
チ
ェ

ッ
ク
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
（
い
く
つ
で
も
）

 


①

 地
域

環
境

保
全

タ
イ

プ
「

⾥
⼭

林
保

全
」

 


②

 地
域

環
境

保
全

タ
イ

プ
「

侵
⼊

⽵
除

去
、

⽵
林

整
備

」
 


③

 森
林

資
源

利
⽤

タ
イ

プ
 


④

 森
林

機
能

強
化

タ
イ

プ
 


⑤

 教
育

・
研

修
活

動
タ

イ
プ

（
森

林
空

間
利

⽤
タ

イ
プ

）
 

推
薦

理
由

 

※
該
当
の
活
動
組
織
の
活
動
が
、
活
動
事
例
集
へ
の
掲
載
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
る
理
由
を
ご
記

入
く
だ
さ
い
。
 
(
自
由
記
述
)
 

      
28

 
 

（
そ
の
２
）

 

活
動

組
織

名
 

  

活
動

タ
イ

プ
 

※
対
象
と
な
る
活
動
組
織
が
平
成

29
年
度
に
交
付
金
を
取
得
（
予
定
）
の
活
動
タ
イ
プ
に
チ
ェ

ッ
ク
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
（
い
く
つ
で
も
）

 


①

 地
域

環
境

保
全

タ
イ

プ
「

⾥
⼭

林
保

全
」

 


②

 地
域

環
境

保
全

タ
イ

プ
「

侵
⼊

⽵
除

去
、

⽵
林

整
備

」
 


③

 森
林

資
源

利
⽤

タ
イ

プ
 


④

 森
林

機
能

強
化

タ
イ

プ
 


⑤

 教
育

・
研

修
活

動
タ

イ
プ

（
森

林
空

間
利

⽤
タ

イ
プ

）
 

推
薦

理
由

 

※
該
当
の
活
動
組
織
の
活
動
が
、
活
動
事
例
集
へ
の
掲
載
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
る
理
由
を
ご
記

入
く
だ
さ
い
。
 
(
自
由
記
述
)
 

     

（
そ
の
３
）

 

活
動

組
織

名
 

  

活
動

タ
イ

プ
 

※
対
象
と
な
る
活
動
組
織
が
平
成

29
年
度
に
交
付
金
を
取
得
（
予
定
）
の
活
動
タ
イ
プ
に
チ
ェ

ッ
ク
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
（
い
く
つ
で
も
）

 


①

 地
域

環
境

保
全

タ
イ

プ
「

⾥
⼭

林
保

全
」

 


②

 地
域

環
境

保
全

タ
イ

プ
「

侵
⼊

⽵
除

去
、

⽵
林

整
備

」
 


③

 森
林

資
源

利
⽤

タ
イ

プ
 


④

 森
林

機
能

強
化

タ
イ

プ
 


⑤

 教
育

・
研

修
活

動
タ

イ
プ

（
森

林
空

間
利

⽤
タ

イ
プ

）
 

推
薦

理
由

 

※
該
当
の
活
動
組
織
の
活
動
が
、
活
動
事
例
集
へ
の
掲
載
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
る
理
由
を
ご
記

入
く
だ
さ
い
。
 
(
自
由
記
述
)
 

      
 

ア
ン

ケ
ー

ト
は

以
上

で
す

。
ご

協
力

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
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1 
 

森
林

・
山

村
多

面
的

機
能

発
揮

対
策

に
係

る
活

動
状

況
に

つ
い

て
の

ア
ン

ケ
ー

ト
 

 団
体
名
、
団
体
所
在
地
、
ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
者
名
、
連
絡
先
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

 

団
体
名
 

  

団
体
所
在
地
 

（
市
区
町
村
ま
で
）
 

都
・
道
・
府
・
県
 
 
 
 
 
 
 
 
市
・
区
・
町
・
村
 

ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
者
名
 

  

連
絡
先
 

（
電
話
番
号
）
：
 

 （
E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
：
 

 

 


 

こ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
は

、
林

野
庁

が
実

施
す

る
森

林
・
山

村
多

面
的

機
能

発
揮

対
策

事
業

を
活

用
し

て
森

林
づ
く
り
や
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
団
体
（
活
動
組
織
）
の
皆
様
を
対
象
に
、
各
種
の
活
動
状
況
や
活
動

計
画
の
内
容
を
お
尋
ね
し
、
回
答
の
集
計
結
果
を
今
後
の
施
策
提
言
へ
の
活
用
や
、
森
林
づ
く
り
・
地
域
活

性
化
に
取
り
組
む
関
係
者
の
皆
様
の
ご
参
考
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
 

ご
多
忙
中
の
と
こ
ろ
誠
に
恐
れ
入
り

ま
す

が
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
へ

の
ご

協
力

を
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。
 


 

本
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
貴
団
体
の
森
林
づ
く
り
・
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
の
全
体
像
を
把
握
さ
れ
て
い
る
団

体
の
代
表
者
様
、
ご
担
当
者
様
な
ど
に
ご
記
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 


 

選
択
式
の
質
問
で
は
、
あ
て
は
ま
る
選
択
肢
の
チ
ェ
ッ
ク
欄
（


）
に
チ
ェ
ッ
ク
（


）
を

お
願

い
し

ま
す

。
 


 

お
忙
し
い
と
こ
ろ
恐
縮
で
す
が
、
ご
記
入
後
、
平

成
29

年
10

月
23

日
（

月
）

ま
で
に
同
封
の
返
信
用
封

筒
か

E
メ
ー
ル
に
て
、
本
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
ご
返
送
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 


 

E
メ
ー
ル
で
の
ご
回
答
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
下
記
調
査
票
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
イ
ト
に
て
調
査
票
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、
下
記
の
（
公
財
）
日
本
生
態
系
協
会
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
 


 

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
下
記
の
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
 


 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
は
、
本
紙
を
含
め

32
ペ
ー
ジ
で
す
。
設
問
数
は
、
平
成

28
年

度
ま

で
で

交
付

金
を

終

え
た
団
体
の
皆
様
は
全

14
問
、
平
成

29
年
度
に
交
付
金
を
取
得
し
て
い
る
団
体
の
皆
様
は
全

29
問
で
す
。

 
 ＜
調
査
委
託
元
＞
 

林
野
庁
 

＜
お
問
い
合
わ
せ
及
び
ご
回
答
の
送
付
先
＞
 

公
益
財
団
法
人
 
日
本
生
態
系
協
会
（
担
当
：
野
口
、
平
林
）
 

住
 
所
：
〒

17
1-

00
21

 
東
京
都
豊
島
区
西
池
袋

2-
30

-2
0 

音
羽
ビ
ル

 
電
 
話
：

03
-5

95
1-

02
44

 
E
メ
ー
ル
：

sh
in

ri
n2

01
7@

ec
os

ys
.o

r.j
p 

調
査
票
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
イ
ト
：

ht
tp

://
w

w
w.

ec
os

ys
.o

r.j
p/

ac
tiv

ity
/g

ra
nd

de
si

gn
/sh

in
ri

n.
ht

m
l 資
料

3
 

2 
 

Ｑ
１

 
| 

活
動

組
織

の
形

態
 

貴
団
体
の
形
態
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

当
て

は
ま

る
選

択
肢

に
1
つ

だ
け

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
て

く
だ

さ
い

。
 


 ①

 任
意

団
体

（
⾃

治
会

や
サ

ー
ク

ル
、

親
睦

会
な

ど
の

法
⼈

格
の

な
い

団
体

）
  

  
  

  


 ②

 財
団

法
⼈

・
社

団
法

⼈
 

 


 ③
 N

PO
法

⼈
 

 
 

 
 

  
  

 
 ④

 森
林

組
合

 
 

 
  

  
  

  


 ⑤

 企
業

 
 

 
 

 
  

  
  

 
 ⑥

 学
校

・
幼

稚
園

・
保

育
園

 
 


 ⑦
 そ

の
他

 
  

Ｑ
２

 
| 

交
付

金
の

タ
イ

プ
 

貴
団
体
が
平
成

28
年

度
お

よ
び

平
成

29
年

度
に

取
得

し
て

い
る

本
交

付
金

の
内

容
、

活
動

タ
イ

プ
を

教
え

て

く
だ
さ
い
。

 

横
1
行

ご
と

に
当

て
は

ま
る

選
択

肢
す

べ
て

に
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

て
く

だ
さ

い
。

 

 
A 

平
成

28
年
度

 
B 

平
成

29
年
度

 

①
 活

動
推

進
費

（
初

年
度

の
み

）
 


 


 

②
 地

域
環

境
保

全
タ

イ
プ

 
⾥

⼭
林

保
全

活
動

 


 


 

③
 地

域
環

境
保

全
タ

イ
プ

 
侵

⼊
⽵

除
去

、
⽵

林
整

備
活

動
 


 


 

④
 森

林
資

源
利

⽤
タ

イ
プ

 


 


 

⑤
 森

林
機

能
強

化
タ

イ
プ

 


 


 

⑥
 教

育
・

研
修

活
動

タ
イ

プ
 


 


 

⑦
 資

機
材

へ
の

⽀
援

 


 


 

⑧
 本

交
付

⾦
を

取
得

し
て

い
な

い
（

し
な

い
予

定
で

あ
る

）
 


 


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Ｑ
３

 
| 

交
付

金
の

対
象

森
林

の
面

積
 

貴
団
体
が
平
成

28
年

度
と

平
成

29
年
度
に
本
交
付
金
の
対
象
と
し
て
い
る
森
林
の
面
積
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

※
活
動
を
行
っ
て
い
な
い
年
度
お
よ
び
活
動
タ
イ
プ
は
空
欄
の
ま
ま
に
し
て
く
だ
さ
い
。

 
※
必
ず
ヘ
ク
タ
ー
ル
（

ha
；

1h
a＝

10
,0

00
平

方
メ

ー
ト

ル
）

単
位

で
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

 

該
当

す
る

活
動

タ
イ

プ
と

年
度

ご
と

に
数

字
（

小
数

点
以

下
一

桁
ま

で
）

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

 

 
A 

平
成

28
年
度

 
B 

平
成

29
年
度

 

①
 地

域
環

境
保

全
タ

イ
プ

 
⾥

⼭
林

保
全

 
  

  
.

  
ha

 
  

.
  

ha

②
 地

域
環

境
保

全
タ

イ
プ

 
侵

⼊
⽵

除
去

・
⽵

林
整

備
 

  
  

.
  

ha
 

  
.

  
ha

③
 森

林
資

源
利

⽤
タ

イ
プ

 
  

  
.

  
ha

 
  

.
  

ha

 Ｑ
４

 
| 

活
動

日
1

日
当

た
り

の
参

加
人

数
 

平
成

28
年
度
と
平
成

29
年
度
の
貴
団
体
が
交
付
金
を
用
い
た
活
動
に
つ
い
て
、“

活
動
日

1
日

当
た

り
”
で

実

際
に
活
動
に
参
加
さ
れ
て
い
る
方
の
お
お
よ
そ
の
平
均
参
加
人
数
に
つ
い
て
年
齢
層
別
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

※
教
育
・
研
修
活
動
タ
イ
プ
は
、
一
般
参
加
者
は
含
ま
ず
、
運
営
従
事
者
の
み
の
人
数
を
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

※
回
答
は
お
お
よ
そ
の
数
字
で
構
い
ま
せ
ん
。
（
参
加
者
に
年
齢
等
を
改
め
て
尋
ね
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）

 

横
1
行

ご
と

に
当

て
は

ま
る

選
択

肢
に

一
つ

だ
け

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
て

く
だ

さ
い

。
 

 
参

加
な

し
 

１
〜

５
⼈

 
６

〜
10

⼈
 

11
〜

20
⼈

 
21

⼈
以

上
 

①
 未

成
年

(2
0

歳
未

満
) 


 


 


 


 


 

②
 2

0〜
39

歳
  


 


 


 


 


 

③
 4

0〜
59

歳
 


 


 


 


 


 

④
 6

0〜
69

歳
 


 


 


 


 


 

⑤
 7

0
歳

以
上

  


 


 


 


 


 

人
数
 

年
齢
 

 

4 
 

Ｑ
５

 
| 

女
性

の
参

加
比

率
 

平
成

28
年

度
と

平
成

29
年

度
に

本
交

付
金

を
得

て
活

動
を

行
う

貴
団

体
の

活
動

に
つ

い
て

、
女

性
の

参
加

比

率
を
、
取
得
し
た
活
動
タ
イ
プ
別
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

 
※
参
加
比
率
は
お
お
よ
そ
の
数
字
で
か
ま
い
ま
せ
ん
。

 
 
※
回
答
は
平
成

28
年
度
・
平
成

29
年
度
に
交
付
金
の
対
象
と
な
っ
た
活
動
タ
イ
プ
だ
け
で
か
ま
い
ま
せ
ん
。
 

該
当

す
る

活
動

タ
イ

プ
ご

と
に

当
て

は
ま

る
選

択
肢

に
一

つ
だ

け
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

て
く

だ
さ

い
。

 

 
Ａ ⼥ 性 の 参 加 は 全 参 加 者 の 四 分 の 三 以 上 ︵

75
% 以 上 ︶ 

Ｂ ⼥ 性 の 参 加 は 全 参 加 者 の 半 数 以 上 ︵
50

% 以 上
75

% 未 満 ︶ 
Ｃ ⼥ 性 の 参 加 は 全 参 加 者 の 半 数 よ り 少 な い ︵

25
% 以 上

50
% 未 満 ︶ 

Ｄ ⼥ 性 の 参 加 は 全 参 加 者 の 四 分 の ⼀ 未 満 ︵ １ % 以 上
25

% 未 満 ︶ 

Ｅ ⼥ 性 の 参 加 は ほ と ん ど な い ︵ 0% あ る い は 1% 未 満 程 度 ︶ 

Ｆ ⼥ 性 の 参 加 状 況 は よ く わ か ら な い 

①
 地

域
環

境
保

全
タ

イ
プ

 
⾥

⼭
林

保
全

 


 


 


 


 


 


 

②
 地

域
環

境
保

全
タ

イ
プ

 
侵

⼊
⽵

除
去

・
⽵

林
整

備
 


 


 


 


 


 


 

③
 森

林
資

源
利

⽤
タ

イ
プ

 


 


 


 


 


 


 

④
 教

育
・

研
修

活
動

タ
イ

プ
 


 


 


 


 


 


 

参
加
比
率
 

活
動
タ
イ
プ
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Ｑ
６

 
| 

活
動

資
金

の
捻

出
方

法
 

貴
団
体
の
、
森
林
に
お
け
る
活
動
を
行
う
た
め
の
本
交
付
金
以
外
の
資
金
捻
出
方
法
に
つ
い
て
、
平
成

28
 年

度
の
資
金
捻
出
方
法
と
、
平
成

29
 年

度
の
資
金
捻
出
方
法
（
見
込
含
む
）
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 
交
付
金
を
取
得
し
て
い
な
い
年
度
に
つ
い
て
も
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

当
て

は
ま

る
選

択
肢

す
べ

て
に

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
て

く
だ

さ
い

。

Ａ 平 成 28 年 度

Ｂ 平 成 29 年 度

①
個

⼈
か

ら
の

会
費

・
寄

付
⾦


 


 

②
企

業
か

ら
の

会
費

・
寄

付
⾦


 


 

③
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

募
⾦


 


 

④
公

益
法

⼈
か

ら
の

助
成

⾦
（

緑
の

募
⾦

、
緑

と
⽔

の
森

林
フ

ァ
ン

ド
な

ど
）


 


 

⑤
国

か
ら

の
交

付
⾦

・
助

成
⾦

（
※

本
交

付
⾦

は
除

く
）


 


 

⑥
都

道
府

県
か

ら
の

交
付

⾦
・

助
成

⾦


 


 

⑦
市

区
町

村
か

ら
の

交
付

⾦
・

助
成

⾦


 


 

⑧
企

業
か

ら
の

助
成

⾦
・

⽀
援

⾦


 


 

⑨
⾃

治
会

・
町

内
会

か
ら

の
⽀

援


 


 

⑩
森

林
か

ら
得

ら
れ

る
⽣

産
物

（
薪

、
炭

、
⼭

菜
な

ど
）

の
販

売
収

益


 


 

⑪
イ

ベ
ン

ト
・

講
習

会
の

参
加

費


 


 

⑫
他

の
収

益
事

業
部

⾨
か

ら
の

収
益


 


 

⑬
そ

の
他

（
⾃

由
記

述
欄

に
ご

回
答

を
お

願
い

し
ま

す
）


 


 

⑭
特

に
資

⾦
源

は
な

い


 


 

資
金
捻
出
方
法
 

年
度
 

「
⑬
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
場
合
に
は
、
具
体
的
な
資
金
捻
出
方
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い

6 

Ｑ
７

 
| 

申
請

時
に

苦
労

し
た

こ
と

 

本
交
付
金
の
申
請
を
行
う
際
に
苦
労
し
た
こ
と
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

当
て

は
ま

る
選

択
肢

す
べ

て
に

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
て

く
だ

さ
い

。


①

 活
動

計
画

書
な

ど
必

要
な

書
類

を
作

成
す

る
こ

と
が

難
し

か
っ

た


②

 活
動

対
象

地
の

⾯
積

を
算

定
す

る
こ

と
が

難
し

か
っ

た


③

 活
動

計
画

図
を

⽤
意

す
る

こ
と

が
難

し
か

っ
た


④

 ⼟
地

の
境

界
が

不
明

で
ど

こ
ま

で
活

動
対

象
地

に
で

き
る

の
か

わ
か

ら
な

か
っ

た


⑤

 活
動

組
織

の
規

約
を

作
る

こ
と

が
難

し
か

っ
た


⑥

 名
簿

（
参

加
同

意
書

）
に

記
載

す
る

参
加

者
を

集
め

る
こ

と
が

難
し

か
っ

た


⑦

 活
動

対
象

地
を

確
保

す
る

こ
と

が
難

し
か

っ
た

（
⼟

地
利

⽤
協

定
書

の
締

結
が

困
難

 
等

）


⑧

 活
動

の
候

補
地

が
、

交
付

⾦
の

要
件

を
満

た
し

て
い

る
か

ど
う

か
の

確
認

が
難

し
か

っ
た


⑨

 ど
の

よ
う

な
保

険
に

加
⼊

す
れ

ば
よ

い
の

か
わ

か
ら

な
か

っ
た


⑩

 ど
の

よ
う

な
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
を

選
べ

ば
よ

い
の

か
わ

か
ら

な
か

っ
た


⑪

 希
望

す
る

森
林

づ
く

り
の

⽬
的

に
適

し
た

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

⽅
法

が
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

な
か

っ
た


⑫

 地
元

の
市

町
村

か
ら

有
効

性
、

妥
当

性
の

同
意

を
得

る
こ

と
が

難
し

か
っ

た


⑬

 そ
の

他
 

（
⾃

由
記

述
欄

に
ご

回
答

を
お

願
い

し
ま

す
）


⑭

 特
に

苦
労

し
た

こ
と

は
な

い

「
⑬
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
場
合
に
は
、
具
体
的
に
苦
労
し
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
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Ｑ
８

 
| 

活
動

を
行

う
上

で
苦

労
し

た
こ

と
 

本
交
付
金
に
よ
る
活
動
を
行
う
際
に
苦
労
し
た
こ
と
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

当
て

は
ま

る
選

択
肢

す
べ

て
に

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
て

く
だ

さ
い

。
 


 ①

 活
動

記
録

の
作

成
が

難
し

い
 


 ②

 作
業

時
に

お
け

る
写

真
撮

影
（

集
合

写
真

、
作

業
前

、
作

業
中

、
作

業
後

）
が

難
し

い
 


 ③

 作
業

写
真

整
理

帳
の

作
成

が
難

し
い

 


 ④

 ⾦
銭

出
納

簿
の

作
成

（
領

収
書

の
整

理
含

む
）

が
難

し
い

 


 ⑤

 作
業

員
・

参
加

者
の

⼈
数

の
確

保
が

で
き

な
い

 


 ⑥

 必
要

な
技

術
を

持
つ

作
業

員
・

参
加

者
の

確
保

が
で

き
な

い
 


 ⑦

 交
付

⾦
を

ど
の

よ
う

な
使

途
で

利
⽤

で
き

る
の

か
が

分
か

ら
な

か
っ

た
 


 ⑧

 活
動

資
⾦

が
不

⾜
し

て
い

る
 


 ⑨

 資
機

材
・

安
全

装
備

を
⽤

意
で

き
な

い
 


 ⑩

 作
業

中
・

活
動

中
に

病
⼈

・
け

が
⼈

が
発

⽣
し

た
 


 ⑪

 周
辺

の
物

品
（

家
屋

や
電

柱
・

電
線

等
）

の
破

損
事

故
が

⽣
じ

た
 


 ⑫

 急
傾

斜
地

な
ど

、
活

動
対

象
地

の
地

形
的

な
理

由
で

作
業

が
難

し
い

 


 ⑬

 対
象

地
に

お
い

て
シ

カ
や

イ
ノ

シ
シ

等
に

よ
る

⿃
獣

被
害

が
⽣

じ
た

 


 ⑭

 ⼤
⾬

、
地

震
、

台
⾵

等
に

よ
り

、
活

動
対

象
地

で
倒

⽊
や

斜
⾯

崩
壊

等
の

被
害

が
⽣

じ
た

 


 ⑮

 活
動

組
織

内
の

⼈
間

関
係

で
う

ま
く

い
か

な
い

こ
と

が
あ

っ
た

 


 ⑯

 活
動

組
織

内
で

、
⽬

指
す

森
林

の
⽬

標
像

が
⼀

致
し

な
か

っ
た

 


 ⑰

 モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

が
難

し
い

 


 ⑱

 数
値

⽬
標

の
設

定
⽅

法
が

わ
か

ら
な

い
 


 ⑲

 そ
の

他
 

（
⾃

由
記

述
欄

に
ご

回
答

を
お

願
い

し
ま

す
）

 


 ⑳

 特
に

苦
労

し
た

こ
と

は
な

い
 

 
     

「
⑲
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
場
合
に
は
、
具
体
的
に
苦
労
し
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
 

 

 

8 
 

Ｑ
９

 
| 

活
動

の
目

的
 

貴
団
体
が
本
交
付
金
を
取
得
し
た
活
動
を
行
う
際
に
、
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

当
て

は
ま

る
選

択
肢

す
べ

て
に

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
て

く
だ

さ
い

。
 


 ①

 景
観

を
良

く
し

た
い

 


 ②

 地
球

温
暖

化
防

⽌
に

貢
献

し
た

い
（

⼤
気

中
の

CO
2
を

減
ら

し
た

い
）

 


 ③

 地
域

の
⽣

物
多

様
性

を
守

り
た

い
 


 ④

 森
林

か
ら

得
ら

れ
る

森
林

資
源

を
活

⽤
し

た
い

 


 ⑤

 対
象

と
な

る
森

林
で

の
⿃

獣
被

害
を

軽
減

し
た

い
 


 ⑥

 対
象

と
な

る
森

林
周

辺
の

農
地

等
に

お
け

る
⿃

獣
被

害
を

軽
減

し
た

い
 


 ⑦

 森
林

の
近

く
の

道
路

を
安

⼼
し

て
通

れ
る

よ
う

に
し

た
い

 


 ⑧

 森
林

の
有

す
る

⽔
源

涵
養

機
能

を
守

り
た

い
 


 ⑨

 森
林

で
⼟

砂
災

害
等

の
災

害
が

発
⽣

し
な

い
よ

う
に

し
た

い
 


 ⑩

 道
路

、
住

宅
、

農
地

等
へ

の
樹

⽊
や

⽵
の

倒
伏

・
侵

⼊
の

被
害

を
防

ぎ
た

い
 


 ⑪

 活
動

に
関

係
す

る
⼈

々
の

間
の

交
流

を
深

め
た

い
 


 ⑫

 森
林

を
利

⽤
し

た
教

育
活

動
や

⾃
然

体
験

活
動

を
⾏

い
た

い
 


 ⑬

 森
林

に
関

連
す

る
雇

⽤
を

⽣
み

出
し

た
い

 


 ⑭

 森
林

に
関

わ
る

取
り

組
み

と
農

業
と

の
連

携
を

進
め

て
い

き
た

い
（

肥
料

づ
く

り
な

ど
）

 


 ⑮

 そ
の

他
（

⾃
由

記
述

欄
に

ご
回

答
を

お
願

い
し

ま
す

）
 


 ⑯

 特
に

⽬
標

と
す

る
こ

と
は

な
い

 

          

「
⑮
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
場
合
に
は
、
具
体
的
な
目
標
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
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Ｑ
1
0
 

| 
活

動
の

成
果

 

貴
団
体
が
こ
れ
ま
で
に
本
交
付
金
を
取
得
し
て
行
っ
た
活
動
に
お
い
て
、
下
記
で
示
す
項
目
に
関
す
る
改
善
状
況

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

横
1
行

ご
と

に
当

て
は

ま
る

選
択

肢
一

つ
に

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
て

く
だ

さ
い

。
 

 
A 改 善 さ れ た 

B 改 善 さ れ た か ど う か に つ い て は 、 

ど ち ら と も い え な い 

C 改 善 で き て い な い 

D わ か ら な い 

①
 活

動
参

加
者

の
確

保
 


 


 


 


 

②
 活

動
実

施
時

の
安

全
対

策
 


 


 


 


 

③
 活

動
組

織
と

地
域

の
住

⺠
と

の
交

流
 


 


 


 


 

④
 活

動
参

加
者

の
森

林
・

⽵
林

に
つ

い
て

の
理

解
 


 


 


 


 

⑤
 森

林
・

⽵
林

の
整

備
に

よ
る

景
観

の
改

善
 


 


 


 


 

⑥
 森

林
・

⽵
林

由
来

の
資

源
利

⽤
の

増
加

 


 


 


 


 

⑦
 活

動
対

象
地

周
辺

の
地

域
活

性
化

 


 


 


 


 

⑧
 森

林
関

連
活

動
を

⾏
う

団
体

間
の

連
携

・
協

⼒
 


 


 


 


 

⑨
 活

動
を

継
続

す
る

た
め

の
本

交
付

⾦
以

外
の

財
源

の
確

保
 


 


 


 


 

  

改
善
状
況
 

活
動
の
成
果
 

 

10
 

 

本
ペ

ー
ジ

の
Ｑ

11
以

降
は

、
交

付
⾦

の
取

得
状

況
に

応
じ

て
、

ご
回

答
い

た
だ

く
質

問
が

異
な

り
ま

す
。

 
 

平
成

29
年

度
に

本
交

付
⾦

を
利

⽤
し

な
い

皆
様

（
平

成
28

年
度

ま
で

で
本

交
付

⾦
の

利
⽤

を
終

了
）

 

10
ペ

ー
ジ

か
ら

12
ペ

ー
ジ

の
Q
11

A
か

ら
Q
14

A
の

質
問

に
ご

回
答

く
だ

さ
い

 

平
成

29
年

度
に

本
交

付
⾦

を
利

⽤
し

て
い

る
（

予
定

含
む

）
皆

様
 

13
ペ

ー
ジ

の
Ｑ

11
B

以
降

の
質

問
に

ご
回

答
く

だ
さ

い
 

 

Ｑ
1
1
A

 
| 

継
続

し
な

か
っ

た
理

由
 

平
成

29
年

度
に

本
交

付
金

を
利

用
し

な
い

団
体

に
お

伺
い

し
ま

す
。

 
貴
団
体
が
平
成

29
年
度
に
交
付
金
の
継
続
利
用
を
し
な
い
こ
と
に
な
っ
た
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

当
て

は
ま

る
選

択
肢

す
べ

て
に

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
て

く
だ

さ
い

。
 


 ①

 3
年

間
の

計
画

期
間

が
終

了
し

た
 


 ②

 森
林

で
の

取
り

組
み

に
つ

い
て

⽬
標

を
達

成
し

た
 


 ③

 交
付

⾦
に

頼
ら

ず
と

も
森

林
で

の
活

動
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
 


 ④

 交
付

⾦
の

⾦
額

が
低

い
 


 ⑤

 申
請

や
報

告
等

の
事

務
的

な
負

担
が

⼤
き

い
 


 ⑥

 保
険

や
講

習
な

ど
の

安
全

対
策

の
負

担
が

⼤
き

い
 


 ⑦

 モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

が
よ

く
わ

か
ら

な
い

、
ま

た
は

負
担

が
⼤

き
い

 


 ⑧

 地
元

市
町

村
に

よ
る

承
諾

が
得

ら
れ

な
か

っ
た

 


 ⑨

 教
育

・
研

修
活

動
タ

イ
プ

を
主

た
る

活
動

と
し

て
い

た
 


 ⑩

 必
要

な
作

業
⼈

数
を

確
保

す
る

こ
と

が
難

し
い

 


 ⑪

 そ
の

他
（

⾃
由

記
述

欄
に

ご
回

答
を

お
願

い
し

ま
す

）
 


 ⑫

 特
に

理
由

は
な

い
 

 

   

「
⑪
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
場
合
に
は
、
具
体
的
な
理
由
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
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Ｑ
1
2
A

 
| 

交
付

金
終

了
後

の
活

動
 

平
成

29
年

度
に

本
交

付
金

を
利

用
し

な
い

団
体

に
お

伺
い

し
ま

す
。

 
貴
団
体
が
本
交
付
金
の
利
用
を
終
了
し
た
後
、
平
成

28
年
度
ま
で
の
活
動
と
比
べ
、
森
林
で
の
活
動
の
規
模
が

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

当
て

は
ま

る
選

択
肢

を
一

つ
だ

け
選

ん
で

く
だ

さ
い

。
 


 ①

 本
交

付
⾦

取
得

時
よ

り
も

規
模

を
拡

⼤
し

て
実

施
し

て
い

る
 


 ②

 本
交

付
⾦

取
得

時
と

ほ
ぼ

同
規

模
の

活
動

を
実

施
し

て
い

る
 


 ③

 本
交

付
⾦

取
得

時
よ

り
も

規
模

を
縮

⼩
し

た
が

活
動

を
継

続
し

て
い

る
 


 ④

 活
動

を
⼀

時
的

に
休

⽌
し

て
い

る
（

今
後

ど
の

よ
う

な
活

動
を

⾏
う

か
を

検
討

中
で

あ
る

）
 


 ⑤

 今
後

、
森

林
で

の
活

動
を

⾏
う

予
定

は
な

い
 

 

Ｑ
1
3
A

 
| 

無
償

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
比

率
 

平
成

29
年

度
に

本
交

付
金

を
利

用
し

な
い

団
体

に
お

伺
い

し
ま

す
。

 
貴
団
体
で
、
平
成

28
年

度
と

平
成

29
年

度
に

お
い

て
、

森
林

作
業

を
行

う
参

加
者

の
う

ち
、

無
償

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
（
人
件
費
の
な
い
作
業
従
事
者
）
で
参
加
し
て
い
る
方
の
お
お
む
ね
の
比
率
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

※
比
率
は
作
業
日
単
位
で
考
え
て
く
だ
さ
い
。
同
一
人
物
が

5
日
間
作
業
を
行
い
、
有
償
で
作
業
を
行
う
日
が

1
日
、
無
償
で
作
業
を
行
う
日
が

4
日
あ
る
場
合
は
、
無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
比
率
が

80
%
と
考
え
ま
す
。

横
1
行

ご
と

に
当

て
は

ま
る

選
択

肢
を

一
つ

だ
け

選
ん

で
く

だ
さ

い
。

 
 

10
0

％ 

全 員 が 無 償 作 業 

75 ％ 以 上 10
0

％ 未 満 

50 ％ 以 上 75 ％ 未 満 

25 ％ 以 上 50 ％ 未 満 

０ ％ で な い が 25 ％ 未 満 

０ ％ 

全 員 が 有 償 作 業 

平
成

28
年

度
 


 


 


 


 


 


 

平
成

29
年

度
 


 


 


 


 


 


 

 

比
率
 

年
度
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Ｑ
1
4
A

 
| 

ご
意

見
・

課
題

 

平
成

29
年

度
に

本
交

付
金

を
利

用
し

な
い

団
体

に
お

伺
い

し
ま

す
。

 
今
後
、
本
交
付
金
を
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
貴
団
体
が
実
際
に
感
じ
た
課
題
や
改
善
す
べ
き
点
等
、
お
気

づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

自
由

記
述

に
て

ご
回

答
く

だ
さ

い
。

回
答

は
任

意
で

す
。

 
              

            

平
成

2
8

年
度

で
交

付
金

を
終

え
た

皆
様

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
は

以
上

で
す

。
ご

協
力

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
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※
本

ペ
ー

ジ
か

ら
の

Q
1
1
B

か
ら

Q
2
9
B

ま
で

の
質

問
は

、
 

平
成

2
9

年
度

に
本

交
付

金
を

利
用

し
て

い
る

団
体

に
ご

回
答

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

Ｑ
1
1
B
 

| 
安

全
対

策
の

状
況

 

貴
団
体
が
、
本
交
付
金
を
用
い
た
活
動
を
行
う
上
で
、
実
践
し
て
い
る
安
全
対
策
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

当
て

は
ま

る
選

択
肢

す
べ

て
に

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
て

く
だ

さ
い

。
 


 ①

 動
⼒

付
き

機
械

を
使

う
場

合
の

安
全

装
備

装
着

の
徹

底
 


 ②

 活
動

参
加

時
の

ヘ
ル

メ
ッ

ト
着

⽤
の

義
務

化
（

教
育

・
研

修
活

動
タ

イ
プ

参
加

者
も

含
む

）
 


 ③

 活
動

実
施

の
際

の
保

険
へ

の
加

⼊
 


 ④

 実
際

に
活

動
を

⾏
う

際
の

安
全

対
策

⾯
で

の
意

識
共

有
（

声
掛

け
、

活
動

開
始

前
の

確
認

な
ど

）
 


 ⑤

 外
部

の
安

全
講

習
会

へ
の

参
加

 


 ⑥

 活
動

対
象

地
近

隣
の

医
療

機
関

へ
の

連
絡

体
制

の
準

備
 


 ⑦

 救
急

⽤
品

、
⽔

（
飲

⽤
、

傷
洗

い
⽤

）
の

準
備

 


 ⑧

 動
⼒

付
き

機
械

の
作

業
前

後
の

点
検

・
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
の

実
施

 


 ⑨

 ホ
イ

ッ
ス

ル
を

利
⽤

し
た

参
加

者
間

の
合

図
伝

達
や

注
意

喚
起

の
実

施
 


 ⑩

 森
林

内
の

野
⽣

動
物

（
ク

マ
、

イ
ノ

シ
シ

、
ハ

チ
、

ヘ
ビ

等
）

に
遭

遇
し

た
場

合
の

対
応

策
の

共
有

 


 ⑪

 森
林

内
の

有
毒

植
物

（
ツ

タ
ウ

ル
シ

な
ど

）
や

棘
の

あ
る

植
物

に
つ

い
て

の
参

加
者

へ
の

注
意

喚
起

 


 ⑫

 悪
天

候
時

に
作

業
中

⽌
を

判
断

す
る

た
め

の
基

準
づ

く
り

（
⾬

天
中

⽌
な

ど
）

 


 ⑬

 そ
の

他
（

⾃
由

記
述

欄
に

ご
回

答
を

お
願

い
し

ま
す

）
 


 ⑭

 特
に

安
全

対
策

は
⾏

っ
て

い
な

い
 

    
 

「
⑬
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
場
合
に
は
、
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
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Ｑ
1
2
B
 

| 
安

全
講

習
の

講
師

の
選

定
 

平
成

29
年
度
よ
り
、
本
交
付
金
を
取
得
す
る
に
当
た
り
、
活
動
対
象
地
に
お
け
る
安
全
講
習
が
義
務
付
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

 
 
安
全
講
習
の
講
師
を
ど
の
よ
う
に
し
て
選
ん
だ
の
か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 
ま
だ
安
全
講
習
を
行
っ
て
い
な
い
団
体
に
つ
き
ま
し
て
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
選
ぶ
予
定
で
あ
る
の
か
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

 

※
な
お
、
複
数
の
講
師
が
い
る
場
合
に
は
、
講
師
全
員
分
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
選
ん
だ
の
か
（
あ
る
い
は

選
ぶ
予
定
で
あ
る
の
か
）
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

当
て

は
ま

る
選

択
肢

す
べ

て
に

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
て

く
だ

さ
い

。
 


 ①

 ⾃
分

た
ち

の
活

動
組

織
内

の
構

成
員

か
ら

選
ん

だ
 


 ②

 知
り

合
い

の
森

林
づ

く
り

活
動

を
⾏

う
団

体
（

森
林

組
合

以
外

）
に

依
頼

し
た

 


 ③

 知
り

合
い

の
森

林
づ

く
り

に
詳

し
い

個
⼈

に
依

頼
し

た
 


 ④

 近
隣

の
森

林
組

合
に

依
頼

し
た

 


 ⑤

 地
域

協
議

会
（

申
請

書
の

提
出

先
団

体
）

よ
り

斡
旋

・
推

薦
を

受
け

た
 


 ⑥

 都
道

府
県

よ
り

斡
旋

・
推

薦
を

受
け

た
 


 ⑦

 市
町

村
よ

り
斡

旋
・

推
薦

を
受

け
た

 


 ⑧

 そ
の

他
（

⾃
由

記
述

欄
に

ご
回

答
を

お
願

い
し

ま
す

）
 


 ⑨

 講
師

は
こ

れ
か

ら
探

す
 


 ⑩

 誰
に

講
師

の
依

頼
を

す
れ

ば
よ

い
の

か
わ

か
ら

な
い

 

   
 

「
⑧
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
場
合
に
は
、
具
体
的
な
ど
の
よ
う
に
選
ん
だ
の
か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
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Ｑ
1
3
B
 

| 
安

全
講

習
の

講
師

の
資

格
等

 

貴
団
体
が
活
動
対
象
地
に
お
け
る
安
全
講
習
を
行
う
に
当
た
り
、
講
師
と
し
た
方
の
持
っ
て
い
る
資
格
あ
る
い
は

経
歴

を
教

え
て

く
だ

さ
い

。
（

ま
だ

講
習

を
実

施
し

て
い

な
い

場
合

は
、

講
師

の
予

定
者

の
資

格
・

経
歴

を
教

え
て

く
だ
さ
い
）

 

当
て

は
ま

る
選

択
肢

す
べ

て
に

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
て

く
だ

さ
い

。
 


 ①

 森
林

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

 


 ②

 技
術

⼠
、

技
術

⼠
補

 


 ③

 林
業

普
及

指
導

員
 


 ④

 林
業

技
⼠

 


 ⑤

 労
働

安
全

衛
⽣

法
に

よ
る

特
別

教
育

の
修

了
者

（
チ

ェ
ン

ソ
ー

、
刈

払
機

な
ど

）
 


 ⑥

 ⼤
学

、
専

⾨
学

校
、

⾼
校

等
に

お
け

る
林

業
関

連
科

⽬
担

当
教

員
 


 ⑦

 森
林

組
合

 


 ⑧

 林
業

経
験

者
 


 ⑨

 都
道

府
県

等
の

地
⽅

⾃
治

体
に

よ
る

地
域

独
⾃

の
林

業
関

連
認

定
制

度
の

認
定

者
※

 


 ⑩

 外
部

の
安

全
講

習
の

受
講

者
 


 ⑪

 そ
の

他
の

森
林

に
関

連
す

る
資

格
・

経
歴

（
⾃

由
記

述
欄

に
ご

回
答

を
お

願
い

し
ま

す
）

 


 ⑫

 特
に

林
業

、
森

林
作

業
に

関
連

す
る

資
格

や
経

歴
は

な
い

 


 ⑬

 ま
だ

、
安

全
講

習
の

講
師

が
決

ま
っ

て
い

な
い

 
         
  ※

「
⑨

 都
道

府
県

等
の

地
方

自
治

体
に

よ
る

地
域

独
自

の
林

業
関

連
認

定
制

度
の

認
定

者
」

と
は

、
静

岡
県

の

林
業
専
門
技
術
者
認
定
制
度
や
長
野
県
の
林
業
士
制
度
な
ど
、
地
方
自
治
体
が
認
定
し
て
い
る
個
人
向
け
の
林

業
関
連
の
認
定
制
度
を
指
し
ま
す
。

 
 

「
⑪
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
場
合
に
は
、
具
体
的
な
資
格
や
経
歴
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

 

 

16
 

 

Ｑ
1
4
B
 

| 
安

全
講

習
の

内
容

 

貴
団
体
が
活
動
対
象
地
に
お
け
る
安
全
講
習
を
行
う
に
当
た
り
、
具
体
的
な
講
習
の
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
だ
安
全
講
習
を
実
施
し
て
い
な
い
団
体
は
、
今
年
度
実
施
予
定
の
内
容
を
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

 

当
て

は
ま

る
選

択
肢

す
べ

て
に

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
て

く
だ

さ
い

。
 


 ①

 安
全

装
備

の
着

⽤
お

よ
び

安
全

装
備

が
必

要
な

理
由

 


 ②

 動
⼒

付
き

機
械

（
チ

ェ
ン

ソ
ー

、
刈

払
機

な
ど

）
の

使
⽤

⽅
法

 


 ③

 動
⼒

付
き

機
械

（
チ

ェ
ン

ソ
ー

、
刈

払
機

な
ど

）
の

点
検

・
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
⽅

法
 


 ④

 ⼿
⼯

具
（

ノ
コ

ギ
リ

、
鉈

、
鎌

な
ど

）
の

使
⽤

⽅
法

 


 ⑤

 ⼿
⼯

具
（

ノ
コ

ギ
リ

、
鉈

、
鎌

な
ど

）
の

点
検

・
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
⽅

法
 


 ⑥

 樹
⽊

の
伐

倒
時

の
安

全
対

策
 


 ⑦

 樹
⽊

の
運

搬
時

の
安

全
対

策
 


 ⑧

 森
林

内
の

危
険

⽣
物

（
ク

マ
、

イ
ノ

シ
シ

、
ハ

チ
、

ヘ
ビ

、
ツ

タ
ウ

ル
シ

等
）

対
策

 


 ⑨

 急
病

や
負

傷
時

の
応

急
措

置
 


 ⑩

 熱
中

症
対

策
 


 ⑪

 そ
の

他
（

⾃
由

記
述

欄
に

ご
回

答
を

お
願

い
し

ま
す

）
 


 ⑫

 ま
だ

、
安

全
講

習
の

内
容

は
決

ま
っ

て
い

な
い

 

             

「
⑪
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
場
合
に
は
、
具
体
的
な
講
習
（
予
定
）
の
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
 

 

資-125
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Ｑ
1
5
B
 

| 
安

全
講

習
の

課
題

 

貴
団
体
が
活
動
対
象
地
に
お
け
る
安
全
講
習
を
行
う
に
当
た
り
、
課
題
と
感
じ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い

当
て

は
ま

る
選

択
肢

す
べ

て
に

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
て

く
だ

さ
い

。
 


 ①

 活
動

内
容

に
合

っ
た

講
師

を
確

保
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

 


 ②

 講
習

の
参

加
者

を
集

め
る

こ
と

が
で

き
な

い
 


 ③

 ど
の

よ
う

な
内

容
の

講
習

を
⾏

え
ば

よ
い

の
か

わ
か

ら
な

い
 

（
講

習
の

対
象

と
す

る
機

材
を

何
に

す
る

か
、

な
ど

）
 


 ④

 講
習

の
や

り
⽅

が
わ

か
ら

な
い

（
教

え
⽅

が
わ

か
ら

な
い

）
 


 ⑤

 活
動

対
象

地
が

講
習

を
⾏

う
の

に
適

し
た

場
所

で
は

な
い

 


 ⑥

 そ
の

他
（

⾃
由

記
述

欄
に

ご
回

答
を

お
願

い
し

ま
す

）
 


 ⑦

 特
に

課
題

を
感

じ
て

い
る

こ
と

は
な

い
 


 ⑧

 ま
だ

活
動

対
象

地
に

お
け

る
講

習
に

関
連

し
た

取
り

組
み

を
⾏

っ
て

い
な

い
 

 

 

             「
⑥
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
場
合
に
は
、
具
体
的
に
課
題
と
感
じ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い

 

 

18
 

 

Ｑ
1
6
B
 

| 
市

町
村

に
よ

る
有

効
性

・
妥

当
性

の
確

認
 

平
成

29
年

度
よ

り
、
本

交
付

金
を

取
得

す
る

に
当

た
り

、
地

元
市

町
村

に
よ

り
活

動
の

有
効

性
・
妥

当
性

の
確

認
を
得
る
こ
と
が
採
択
要
件
と
な
り
ま
し
た
。

 
貴
団
体
が
、
地
元
市
町
村
か
ら
活
動
の
有
効
性
・
妥
当
性
の
確
認
を
得
る
に
当
た
り
、
苦

労
し

た
点

が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

自
由

記
述

に
て

ご
回

答
く

だ
さ

い
。

特
に

な
い

場
合

は
記

入
せ

ず
に

Ｑ
17

B
に

移
動

し
て

く
だ

さ
い

 

         

Ｑ
1
7
B
 

| 
市

町
村

に
よ

る
有

効
性

・
妥

当
性

の
確

認
 

貴
団

体
が

、
地

元
市

町
村

か
ら

活
動

の
有

効
性

・
妥

当
性

の
確

認
を

得
る

に
当

た
り

、
地

元
市

町
村

か
ら

活
動

に
つ

い
て

、
何

ら
か

の
指

示
、

要
望

、
助

言
等

は
あ
り
ま
し
た
か
。

 
も
し
、
地
元
市
町
村
か
ら
活
動
へ
の
指
示
等
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

当
て

は
ま

る
選

択
肢

を
一

つ
選

ん
で

く
だ

さ
い

。
 


 ①

 指
⽰

、
要

望
、

助
⾔

等
が

あ
っ

た
（

⾃
由

記
述

欄
に

ご
回

答
を

お
願

い
し

ま
す

）
 


 ②

 特
に

指
⽰

等
は

な
か

っ
た

 
          

「
①
指
示
、
要
望
、
助
言
等
が
あ
っ
た
」
に
ご
回
答
の
場
合
に
は
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
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19
 

 

Ｑ
1
8
B
 

| 
地

方
自

治
体

に
よ

る
上

乗
せ

支
援

 

平
成

29
年
度
か
ら
、
地
方
自
治
体
が
国
の
交
付
金
に
加
え
て
上
乗
せ
す
る
形
で
の
資
金
の
支
援
（
以
下
、
上
乗

せ
支
援
）
を
行
う
活
動
を
優
先
的
に
交
付
金
の
採
択
の
対
象
と
す
る
よ
う
に
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 
平
成

29
年
度
に
貴
団
体
が
本
交
付
金
を
取
得
す
る
に
際
し
、
地
方
自
治
体
か
ら
、
上
乗
せ
支
援
が
得
ら
れ
た
か

ど
う
か
（
予
定
含
む
）
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

当
て

は
ま

る
選

択
肢

に
一

つ
だ

け
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

て
く

だ
さ

い
。

 


 ①

 都
道

府
県

と
市

町
村

の
双

⽅
か

ら
上

乗
せ

⽀
援

が
得

ら
れ

た
、

あ
る

い
は

得
ら

れ
る

⾒
込

み
で

あ
る

 


 ②

 都
道

府
県

か
ら

の
み

上
乗

せ
⽀

援
が

得
ら

れ
た

、
あ

る
い

は
得

ら
れ

る
⾒

込
み

で
あ

る
 


 ③

 市
町

村
か

ら
の

み
上

乗
せ

⽀
援

が
得

ら
れ

た
、

あ
る

い
は

得
ら

れ
る

⾒
込

み
で

あ
る

 


 ④

 平
成

29
年

度
内

に
上

乗
せ

⽀
援

が
得

ら
れ

る
か

ど
う

か
は

ま
だ

わ
か

ら
な

い
 


 ⑤

 上
乗

せ
⽀

援
は

得
ら

れ
な

か
っ

た
 

 

Ｑ
1
9
B
 

| 
他

団
体

か
ら

の
協

力
 

貴
団
体
が
本
交
付
金
の
取
り
組
み
を
行
う
に
当
た
り
、
ど
の
よ
う
な
団
体
や
専
門
家
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の

支
援
を
得
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

横
1
行

ご
と

に
当

て
は

ま
る

選
択

肢
す

べ
て

に
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

て
く

だ
さ

い
。

 

 
Ａ 書 類 作 成 

Ｂ 森 林 内 で の 活 動 

Ｃ 安 全 講 習 

Ｄ 資 機 材 の 貸 与 

Ｅ 広 報 活 動 

Ｆ モ ニ タ リ ン グ 調 査 

Ｇ 特 に 協 ⼒ 関 係 は な い

①
 都

道
府

県
 


 


 


 


 


 


 


 

②
 市

町
村

 


 


 


 


 


 


 


 

③
 地

域
の

森
林

組
合

等
の

林
業

関
係

団
体

 


 


 


 


 


 


 


 

④
 N

PO
、

森
林

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

 


 


 


 


 


 


 


 

協
力
団
体
 

支
援
を
受
け
た
内
容
 

 

20
 

 

Ｑ
2
0
B
 

| 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

目
標

 

今
年
度
よ
り
、
交
付
金
の
効
果
を
確
認
す
る
た
め
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

 
「

交
付

金
の

効
果

の
調

査
・

確
認

方
策

に
つ

い
て

」
（

以
下

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

）
に

記
載

さ
れ

て
い
る
「
目
指
す
森
づ
く
り
」
の
う
ち
、
貴
団
体
は
ど
の
よ
う
な
森
づ
く
り
を
選
ん
だ
の
か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
 

当
て

は
ま

る
選

択
肢

す
べ

て
に

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
て

く
だ

さ
い

。
 


 ①

 ⾥
⼭

の
⾼

⽊
林

、
⼤

径
⽊

林
を

育
成

し
た

い
（

地
域

環
境

保
全

タ
イ

プ
 

⾥
⼭

林
保

全
活

動
）

 


 ②

 ⼈
⼯

林
を

き
れ

い
に

し
た

い
（

地
域

環
境

保
全

タ
イ

プ
 

⾥
⼭

林
保

全
活

動
）

 


 ③

 頻
繁

に
更

新
を

⾏
う

形
の

⾥
⼭

林
（

萌
芽

林
）

を
再

⽣
・

維
持

し
た

い
 

(地
域

環
境

保
全

タ
イ

プ
 

⾥
⼭

林
保

全
活

動
）

 


 ④

 希
少

種
、

あ
る

い
は

⾥
⼭

の
指

標
種

を
保

護
し

た
い

（
地

域
環

境
保

全
タ

イ
プ

 
⾥

⼭
林

保
全

活
動

） 


 ⑤

 侵
⼊

し
て

き
た

⽵
を

除
去

し
た

い
（

地
域

環
境

保
全

タ
イ

プ
 

侵
⼊

⽵
除

去
・

⽵
林

整
備

活
動

）
 


 ⑥

 タ
ケ

ノ
コ

が
利

⽤
で

き
る

⽵
林

に
し

た
い（

地
域

環
境

保
全

タ
イ

プ
 

侵
⼊

⽵
除

去
・

⽵
林

整
備

活
動

） 


 ⑦

 ⽵
林

景
観

を
守

り
た

い
（

地
域

環
境

保
全

タ
イ

プ
 

侵
⼊

⽵
除

去
・

⽵
林

整
備

活
動

）
 


 ⑧

 ⽊
質

資
源

を
持

続
的

に
⽣

産
し

、
利

⽤
し

て
い

き
た

い
（

森
林

資
源

利
⽤

タ
イ

プ
）

 


 ⑨

 ⽊
材

以
外

の
資

源
を

持
続

的
に

⽣
産

し
、

利
⽤

し
て

い
き

た
い

（
森

林
資

源
利

⽤
タ

イ
プ

）
 


 ⑩

 モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
で

⽰
さ

れ
て

い
る

の
と

は
異

な
る

⽬
標

を
⽴

て
て

い
る

 

（
⾃

由
記

述
欄

に
ご

回
答

を
お

願
い

し
ま

す
）

 


 ⑪

 ま
だ

「
⽬

指
す

森
づ

く
り

」
の

⽬
標

を
決

め
て

い
な

い
 

   

  

「
⑩
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
示
さ
れ
て
い
る
の
と
は
異
な
る
目
標
を
立
て
て
い
る
」
に
 

ご
回
答
の
場
合
に
は
、
そ
の
具
体
的
な
森
づ
く
り
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
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Ｑ
2
1
B
 

| 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

実
施

状
況

 

貴
団
体
に
お
け
る
初
回
調
査
の
実
施
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

横
1
行

ご
と

に
当

て
は

ま
る

選
択

肢
に

チ
ェ

ッ
ク

の
上

で
、

調
査

ご
と

の
質

問
に

ご
回

答
く

だ
さ

い
 

 
A 

実
施

済
み

 
B 

今
後

実
施

予
定

 
C 

実
施

し
な

い
 

①
 相

対
幹

距
⽐

（
⽊

の
混

み
具

合
）

調
査

 


 


 


 

②
 萌

芽
再

⽣
率

調
査

 


 


 


 

③
 植

⽣
調

査
 


 


 


 

④
 ⽵

の
本

数
調

査
 


 


 


 

⑤
 幹

材
積

量
調

査
 


 


 


 

⑥
 ⽊

材
以

外
の

資
源

の
資

源
量

調
査

 


 


 


 

⑦
 ①

〜
⑥

で
⽰

し
た

以
外

の
調

査
 


 


 


 

 「
Ａ

 
実

施
済

み
」

と
回

答
し

た
初

回
調

査
に

つ
い

て
、

具
体

的
な

状
況

を
教

え
て

く
だ

さ
い

 
 ①

 相
対

幹
距

⽐
（

⽊
の

混
み

具
合

）
調

査
 

22
ペ

ー
ジ

の
Q

21
B－

①
－

1〜
2

に
ご

回
答

く
だ

さ
い

 

②
 萌

芽
再

⽣
率

調
査

 
22

ペ
ー

ジ
の

Q
21

B－
②

に
ご

回
答

く
だ

さ
い

 

③
 植

⽣
調

査
 

23
ペ

ー
ジ

の
Q

21
B－

③
－

1〜
2

に
ご

回
答

く
だ

さ
い

 

④
 ⽵

の
本

数
調

査
 

24
ペ

ー
ジ

の
Q

21
B－

④
－

1〜
3

に
ご

回
答

く
だ

さ
い

 

⑤
 幹

材
積

量
調

査
 

25
ペ

ー
ジ

の
Q

21
B－

⑤
に

ご
回

答
く

だ
さ

い
 

⑥
 ⽊

材
以

外
の

資
源

の
資

源
量

調
査

 
25

ペ
ー

ジ
の

Q
21

B－
⑥

に
ご

回
答

く
だ

さ
い

 

⑦
 ①

〜
⑥

で
⽰

し
た

以
外

の
調

査
 

26
ペ

ー
ジ

の
Q

22
B

に
ご

回
答

く
だ

さ
い

 

初
回

調
査

を
ま

だ
実

施
し

て
い

な
い

 

（
初

回
調

査
は

今
後

実
施

す
る

予
定

で
あ

る
）

 

27
ペ

ー
ジ

の
Q

23
B

に
移

動
し

て
く

だ
さ

い
 

 

22
 

 Q
2
1
B
－

①
－

1
 

相
対

幹
距

⽐
（

⽊
の

混
み

具
合

）
調

査
 

相
対

幹
距

比
（

木
の

混
み

具
合

）
調

査
の

初
回

調
査
を

実
施

し
た

団
体

に
お

伺
い

い
た

し
ま

す
。

 
調
査
結
果
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。（

調
査
区
が
複
数
あ
る
場
合
、
主
要
な
一
か
所
の
結
果
の
み
ご
回
答
く
だ
さ
い
）
 

当
て

は
ま

る
選

択
肢

に
一

つ
だ

け
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

て
く

だ
さ

い
。

 


 ①

 2
0

未
満

 


 ②
 2

0
以

上
22

未
満

 
 


 ③
 2

2
以

上
24

未
満

 


 ④

 2
4

以
上

26
未

満
 


 ⑤

 2
6

以
上

28
未

満
 


 ⑥

 2
8

以
上

30
未

満
 


 ⑦

 3
0

以
上

 


 ⑧
 わ

か
ら

な
い

 
 

 

Q
2
1
B
－

①
－

2
 

相
対

幹
距

⽐
（

⽊
の

混
み

具
合

）
調

査
 

相
対

幹
距

比
（

木
の

混
み

具
合

）
調

査
の

初
回

調
査
を

実
施

し
た

団
体

に
お

伺
い

い
た

し
ま

す
。

 
Q

21
B
－
①
－
１
で
ご
回
答
い
た
だ
い
た
調
査
区
に
つ
い
て
、
初
回
調
査
時
点
の
状
態
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

当
て

は
ま

る
選

択
肢

に
一

つ
だ

け
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

て
く

だ
さ

い
。

 


 ①

 針
葉

樹
林

（
ス

ギ
、

ヒ
ノ

キ
な

ど
）

 


 ②
 落

葉
広

葉
樹

林
 

（
ク

ヌ
ギ

、
コ

ナ
ラ

な
ど

） 


 ③

 常
緑

広
葉

樹
林

（
シ

イ
、

カ
シ

な
ど

）
 


 ④
 針

広
混

交
林

 


 ⑤

 わ
か

ら
な

い
 

 Q
2
1
B
－

②
 

萌
芽

再
⽣

率
調

査
 

 

萌
芽

再
生

率
調

査
の

初
回

調
査

を
実

施
し

た
団

体
に

お
伺

い
い

た
し

ま
す

。
 

萌
芽
再
生
の
対
象
と
す
る
樹
種
（
予
定
含
む
）
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

当
て

は
ま

る
選

択
肢

す
べ

て
に

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
て

く
だ

さ
い

。
 


 ①

 ク
ヌ

ギ
 


 ②

 コ
ナ

ラ
 

 


 ③
 ミ

ズ
ナ

ラ
 


 ④

 そ
の

他
（

⾃
由

記
述

欄
に

ご
回

答
を

お
願

い
し

ま
す

）
  

  

 

「
④
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
場
合
に
は
、
そ
の
具
体
的
な
樹
種
の
標
準
和
名
を
教
え
て
く
だ
さ
い
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 Q
2
1
B
－

③
－

１
 

植
⽣

調
査

 
 

 

植
生

調
査

の
初

回
調

査
を

実
施

し
た

団
体

に
お

伺
い

い
た

し
ま

す
。

 
本
交
付
金
の
活
動
で
保
護
の
対
象
と
す
る
目
標
種
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

 

当
て

は
ま

る
選

択
肢

す
べ

て
に

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
て

く
だ

さ
い

。
 


 ①

 希
少

種
（

レ
ッ

ド
デ

ー
タ

ブ
ッ

ク
、

レ
ッ

ド
リ

ス
ト

に
記

載
さ

れ
て

い
る

種
）

 

 
 

 
（

具
体

的
な

種
名

を
⾃

由
記

述
欄

の
「

①
希

少
種

」
の

欄
に

て
教

え
て

く
だ

さ
い

）
 


 ②

 ⾥
⼭

の
指

標
種

（
⾥

⼭
環

境
に

⽣
育

し
、

地
域

に
と

っ
て

重
要

な
種

）
 

 
 

 
（

具
体

的
な

種
名

を
⾃

由
記

述
欄

の
「

②
⾥

⼭
の

指
標

種
」

の
欄

に
て

教
え

て
く

だ
さ

い
）

 

本
交

付
⾦

で
保

護
対

象
と

す
る

⽬
標

種
の

種
名

を
す

べ
て

、以
下

の
⾃

由
記

述
欄

に
標

準
和

名
で

教
え

て
く

だ
さ

い
 

 ①
 希

少
種

 

 

 

 ②
 ⾥

⼭
の

指
標

種
 

 

 

 Q
2
1
B
－

③
－

２
 

植
⽣

調
査

 
 

 

植
生

調
査

の
初

回
調

査
を

実
施

し
た

団
体

に
お

伺
い

い
た

し
ま

す
。

 

目
標
対
象
種
の
、
調
査
区
内
に
お
け
る
生
育
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い

 

当
て

は
ま

る
選

択
肢

に
一

つ
だ

け
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

て
く

だ
さ

い
。

 


 ①

 対
象

と
す

る
種

は
す

べ
て

確
認

で
き

た
 


 ②

 対
象

と
す

る
種

で
確

認
で

き
た

も
の

と
確

認
で

き
な

か
っ

た
も

の
が

あ
る

 


 ③

 対
象

と
す

る
種

は
確

認
で

き
な

か
っ

た
 

  

 

24
 

 Q
2
1
B
－

④
－

１
 

⽵
の

本
数

調
査

 

竹
の

本
数

調
査

の
初

回
調

査
を

実
施

し
た

団
体

に
お
伺

い
い

た
し

ま
す

。
 

調
査
区
を
ど
の
よ
う
に
設
定
し
た
の
か
を
教
え
て
く
だ
さ
い

 

当
て

は
ま

る
選

択
肢

に
一

つ
だ

け
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

て
く

だ
さ

い
。

 


 ①

 2
5

㎡
の

⽅
形

調
査

区
 


 ②

 1
00

㎡
の

円
形

調
査

区
 


 ③

 ①
お

よ
び

②
以

外
の

調
査

区
（

例
：

10
0

㎡
の

⽅
形

調
査

区
な

ど
）

 

 Q
2
1
B
－

④
－

２
 

⽵
の

本
数

調
査

 

竹
の

本
数

調
査

の
初

回
調

査
を

実
施

し
た

団
体

に
お
伺

い
い

た
し

ま
す

。
 

本
交
付
金
の
活
動
の
対
象
と
し
て
い
る
竹
の
種
類
を
教
え
て
く
だ
さ
い

 

当
て

は
ま

る
選

択
肢

に
す

べ
て

に
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

て
く

だ
さ

い
。

 


 ①

 モ
ウ

ソ
ウ

チ
ク

 


 ②
 マ

ダ
ケ

 
 


 ③

 ハ
チ

ク
 


 ④

 “
①

~
③

以
外

”の
⽵

類
 


 ⑤
 わ

か
ら

な
い

 
 

 Q
2
1
B
－

④
－

３
 

⽵
の

本
数

調
査

 

竹
の

本
数

調
査

の
初

回
調

査
を

実
施

し
た

団
体

に
お
伺

い
い

た
し

ま
す

。
 

初
回
調
査
で
確
認
さ
れ
た

1
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
の
竹
の
本
数
を
教
え
て
く
だ
さ
い

 

当
て

は
ま

る
選

択
肢

に
一

つ
だ

け
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

て
く

だ
さ

い
。

 


 ①

 2
,0

00
本

未
満

 


 ②
 2

,0
00

~
3,

99
9

本
 

 


 ③
 4

,0
00

〜
5,

99
9

本
 


 ④

 6
,0

00
〜

7,
99

9
本

 


 ⑤
 8

,0
00

〜
1

万
本

未
満

 


 ⑥
 1

万
本

以
上

2
万

本
未

満
 


 ⑦

 2
万

本
以

上
 


 ⑧

 わ
か

ら
な

い
（

本
数

単
位

で
数

え
る

こ
と

が
で

き
な

い
）
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Q
2
1
B
－

⑤
 

幹
材

積
量

調
査

（
⽊

質
資

源
の

資
源

量
調

査
）

 

幹
材

積
量

調
査

の
初

回
調

査
を

実
施

し
た

団
体

に
お
伺

い
い

た
し

ま
す

。
 

初
回
調
査
で
確
認
さ
れ
た
、
1
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
の
お
お
よ
そ
の
幹
材
積
量
と
、
初
回
調
査
時
点
で
確
認
で
き

た
木
質
資
源
を
お
お
よ
そ
何
年
間
か
け
て
伐
採
を
し
て
、
利
用
を
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

お
お

よ
そ

の
数

字
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
 

確
認

さ
れ

た
幹

材
積

量
 

（
1

ヘ
ク

タ
ー

ル
当

た
り

）
 

お
お

よ
そ

 
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
㎥

（
⽴

⽅
メ

ー
ト

ル
）

初
回

調
査

時
に

活
動

対
象

地
で

確
認

さ
れ

た
⽊

質
資

源
を

利
⽤

す
る

予
定

期
間

 

お
お

よ
そ

 
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 年
間

 

Q
2
1
B
－

⑥
 ⽊

材
以

外
の

資
源

の
資

源
量

調
査

 

木
材

以
外

の
資

源
の

資
源

量
調

査
の

初
回

調
査

を
実
施

し
た

団
体

に
お

伺
い

い
た

し
ま

す
。

 

ど
の
よ
う
な
資
源
を
利
用
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

当
て

は
ま

る
選

択
肢

に
す

べ
て

に
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

て
く

だ
さ

い
。

 


 ①

 キ
ノ

コ
 


 ②

 タ
ケ

ノ
コ

 
 


 ③

 野
草

 


 ④

 樹
実

（
⽊

の
実

）
 


 ⑤

 葉
（

落
葉

含
む

）
 


 ⑥

 樹
液

・
樹

脂
 


 ⑦

 そ
の

他
（

⾃
由

記
述

欄
に

ご
回

答
を

お
願

い
し

ま
す

）
 


 ⑧

 ど
の

よ
う

な
資

源
を

利
⽤

す
る

か
は

ま
だ

決
め

て
い

な
い

 

   

 
 

「
⑦
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
場
合
に
は
、
そ
の
具
体
的
な
利
用
す
る
資
源
を
教
え
て
く
だ
さ
い
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Ｑ
2
2
B
 

| 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

調
査

方
法

 

Q
21

B
に

お
い

て
、
「
⑦

 ①
～

⑥
で

示
し

た
以

外
の

調
査

」
と

回
答

し
た

団
体

に
お

伺
い

し
ま

す
。

 
具
体
的
に
、
ど
の
活
動
タ
イ
プ
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
調
査
方
法
を
選
択
し
た
の
か
を
、
自
由
記
述
に
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

 

 
活

動
タ

イ
プ

ご
と

に
、

具
体

的
な

独
自

調
査

の
方

法
を

自
由

記
述

に
て

ご
回

答
し

て
く

だ
さ

い
。

 

（
独

自
の

調
査

方
法

１
）

 

調
査

対
象

の
活

動
タ

イ
プ

 

（
当

て
は

ま
る

活
動

タ
イ

プ
に

チ
ェ

ッ
ク

を
お

願
い

し
ま

す
）

 


 ①

 地
域

環
境

保
全

タ
イ

プ
 

⾥
⼭

林
保

全
活

動
 


 ②

 地
域

環
境

保
全

タ
イ

プ
 

侵
⼊

⽵
除

去
、

⽵
林

整
備

 


 ③

 森
林

資
源

利
⽤

タ
イ

プ
 

具
体

的
な

調
査

⽅
法

 

（
⾃

由
記

述
に

て
ご

回
答

く
だ

さ
い

）
 

          

 （
独

自
の

調
査

方
法

2
）

 

調
査

対
象

の
活

動
タ

イ
プ

 

（
当

て
は

ま
る

活
動

タ
イ

プ
に

チ
ェ

ッ
ク

を
お

願
い

し
ま

す
）

 


 ①

 地
域

環
境

保
全

タ
イ

プ
 

⾥
⼭

林
保

全
活

動
 


 ②

 地
域

環
境

保
全

タ
イ

プ
 

侵
⼊

⽵
除

去
、

⽵
林

整
備

 


 ③

 森
林

資
源

利
⽤

タ
イ

プ
 

具
体

的
な

調
査

⽅
法

 

（
⾃

由
記

述
に

て
ご

回
答

く
だ

さ
い

）
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Ｑ
2
3
B
 

| 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

数
値

目
標

の
目

安
の

難
易

度
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
方
法
ご
と
に
、
数
値
目
標
の
目
安
が
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
貴
団
体
が
実
際
に
実
施
し
た
、
あ
る
い
は
実
施
予
定
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
に
お
け
る
目
安
の
難
易
度
に
つ

い
て
、
貴
団
体
の
印
象
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

※
目
安
と
は
異
な
る
数
値
目
標
を
決
め
た
団
体
も
、
目
安
に
対
す
る
印
象
を
ご
回
答
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

 

実
施

す
る

調
査

の
み

、
横

1
行

ご
と

に
当

て
は

ま
る

選
択

肢
に

一
つ

だ
け

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
て

く
だ

さ
い

。
 

 
A  達 成 は ⾮ 常 に 容 易 で あ る 

B  達 成 は 容 易 で あ る 

C  容 易 で も 困 難 で も な い 

D  達 成 は 困 難 で あ る 

E  達 成 は ⾮ 常 に 困 難 で あ る 

F  よ く わ か ら な い 

①
 相

対
幹

距
⽐

調
査

 

 
（

1〜
2

ポ
イ

ン
ト

以
上

改
善

）
 


 


 


 


 


 


 

②
 萌

芽
再

⽣
率

調
査

 

 
（

20
%

以
上

が
若

返
っ

た
状

態
に

す
る

）
 


 


 


 


 


 


 

③
 植

⽣
調

査
 

 
（

希
少

種
等

の
個

体
数

を
増

や
す

）
 


 


 


 


 


 


 

④
 ⽵

の
本

数
調

査
（

侵
⼊

⽵
除

去
）

 

 
（

⽵
の

本
数

を
ゼ

ロ
に

す
る

）
 


 


 


 


 


 


 

⑤
 ⽵

の
本

数
調

査
（

⽵
の

本
数

管
理

）
 

 
（

1h
a

あ
た

り
2,

50
0

本
〜

4,
00

0
本

程
度

）
 


 


 


 


 


 


 

⑥
 幹

材
積

量
調

査
 

 
（

確
認

資
源

量
の

50
%

程
度

を
利

⽤
）

 


 


 


 


 


 


 

⑦
 ⽊

材
以

外
の

資
源

の
資

源
量

調
査

 

（
利

⽤
可

能
な

資
源

を
維

持
あ

る
い

は
増

や
す

）
 


 


 


 


 


 


 

 

印
象
 

調
査
（
目
標
の
目
安
）
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Ｑ
2
4
B
 

| 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

へ
の

意
見

 

貴
団
体
が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
利
用
し
て
初
回
調
査
や
目
標
設
定
を
行
う
に
当
た
り
、
利
用
し
に

く
い
と
感
じ
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

当
て

は
ま

る
選

択
肢

す
べ

て
に

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
て

く
だ

さ
い

。
 


 ①

 専
⾨

⽤
語

が
多

く
て

読
み

に
く

い
 


 ②

 ⽂
字

が
⼩

さ
い

の
で

読
み

に
く

い
 


 ③

 図
や

写
真

が
少

な
く

、
具

体
的

な
調

査
の

イ
メ

ー
ジ

が
わ

き
に

く
い

 


 ④

 ⾃
団

体
で

⽬
指

す
森

林
の

姿
を

評
価

す
る

⼿
法

が
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

掲
載

さ
れ

て
い

な
い

 


 ⑤

 調
査

区
（

円
形

調
査

区
、

⽅
形

調
査

区
）

を
ど

の
よ

う
に

設
定

す
れ

ば
よ

い
の

か
わ

か
り

に
く

い
 


 ⑥

 ど
こ

に
調

査
区

を
設

定
す

れ
ば

よ
い

の
か

わ
か

り
に

く
い

 


 ⑦

 数
値

⽬
標

を
ど

の
よ

う
に

決
め

れ
ば

よ
い

の
か

わ
か

り
に

く
い

 


 ⑧

 何
を

対
象

と
し

て
調

査
や

⽬
標

の
設

定
を

⾏
え

ば
よ

い
の

か
わ

か
り

に
く

い
 


 ⑨

 モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

の
⽬

的
や

必
要

性
が

わ
か

り
に

く
い

 


 ⑩

 相
対

幹
距

⽐
調

査
の

説
明

が
わ

か
り

に
く

い
 


 ⑪

 萌
芽

林
再

⽣
調

査
の

説
明

が
わ

か
り

に
く

い
 


 ⑫

 植
⽣

調
査

の
説

明
が

わ
か

り
に

く
い

 


 ⑬

 ⽵
の

本
数

調
査

の
説

明
が

わ
か

り
に

く
い

 


 ⑭

 幹
材

積
量

調
査

の
説

明
が

わ
か

り
に

く
い

 


 ⑮

 ⽊
材

以
外

の
資

源
の

資
源

量
調

査
の

説
明

が
わ

か
り

に
く

い
 


 ⑯

 独
⾃

提
案

調
査

に
関

す
る

説
明

が
わ

か
り

に
く

い
 


 ⑰

 そ
の

他
（

⾃
由

記
述

欄
に

ご
回

答
を

お
願

い
し

ま
す

）
 


 ⑱

 特
に

わ
か

り
に

く
い

と
感

じ
た

こ
と

は
な

い
 

       「
⑰
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
場
合
に
は
、
具
体
的
に
利
用
し
づ
ら
い
と
感
じ
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い

 

 

資-131



 

29
 

 

Ｑ
2
5
B
 

| 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

課
題

 

貴
団
体
が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
う
た
め
に
実
際
に
調
査
区
を
設
置
し
、
初
回
調
査
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、

苦
労
し
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

当
て

は
ま

る
選

択
肢

す
べ

て
に

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
て

く
だ

さ
い

。
 


 ①

 モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

を
⾏

う
の

に
必

要
な

資
機

材
が

な
い

、
不

⾜
し

て
い

た
 


 ②

 モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

を
⾏

う
の

に
必

要
な

⼈
⼿

が
不

⾜
し

て
い

た
 


 ③

 他
の

メ
ン

バ
ー

が
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
の

⽬
的

や
必

要
性

を
理

解
で

き
ず

、
協

⼒
を

得
に

く
い

 


 ④

 モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

を
⾏

う
の

に
必

要
な

技
術

が
な

か
っ

た
 


 ⑤

 モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

を
⾏

う
の

に
必

要
な

専
⾨

知
識

が
な

か
っ

た
（

種
名

が
わ

か
ら

な
い

な
ど

）
 


 ⑥

 何
を

対
象

と
し

て
調

査
を

⾏
え

ば
よ

い
の

か
わ

か
ら

な
か

っ
た

 


 ⑦

 調
査

対
象

地
が

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

を
⾏

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

状
態

に
な

か
っ

た
 


 ⑧

 調
査

区
（

円
形

調
査

区
、

⽅
形

調
査

区
）

の
⾯

積
が

広
す

ぎ
て

負
担

が
⼤

き
か

っ
た

 


 ⑨

 そ
の

他
（

⾃
由

記
述

欄
に

ご
回

答
を

お
願

い
し

ま
す

）
 


 ⑩

 特
に

初
回

調
査

で
苦

労
し

た
こ

と
は

な
い

 
 

（
⇒

 
31

ペ
ー

ジ
の

Q
27

B
に

移
動

し
て

く
だ

さ
い

）
 


 ⑪

 ま
だ

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
初

回
調

査
を

実
施

し
て

い
な

い
 

（
⇒

 
32

ペ
ー

ジ
の

Q
28

B
に

移
動

し
て

く
だ

さ
い

）
 

     
 

 

「
⑨
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
場
合
に
は
、
具
体
的
に
苦
労
し
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
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Ｑ
2
6
B
 

| 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

課
題

解
決

方
法

 

Q
25

B
に

お
い

て
、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
を

行
う

た
め

に
、
苦

労
し

た
こ

と
が

あ
る

と
回

答
し

た
団

体
に

お
伺

い

し
ま

す
。
（
「

⑩
 特

に
初

回
調

査
で

苦
労

し
た

こ
と

は
な

い
」

ま
た

は
「

⑪
 ま

だ
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

初
回

調
査

を

実
施

し
て

い
な

い
」

と
回

答
し

た
団

体
は

こ
の

質
問
へ

の
回

答
の

必
要

は
あ

り
ま

せ
ん

。
）

 
貴
団
体
が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
初
回
調
査
を
行
う
上
で
苦
労
し
た
と
感
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し

た
の
か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

当
て

は
ま

る
選

択
肢

す
べ

て
に

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
て

く
だ

さ
い

。
 


 ①

 地
域

協
議

会
の

助
⾔

・
⽀

援
を

受
け

た
 


 ②

 地
域

協
議

会
よ

り
調

査
に

つ
い

て
詳

し
い

⽅
の

斡
旋

・
紹

介
を

受
け

た
 


 ③

 調
査

に
つ

い
て

経
験

や
知

⾒
を

持
つ

別
の

団
体

の
助

⾔
・

⽀
援

を
受

け
た

 


 ④

 調
査

に
つ

い
て

経
験

や
知

⾒
を

持
つ

個
⼈

の
助

⾔
・

⽀
援

を
受

け
た

 


 ⑤

 外
部

の
講

習
会

等
を

通
じ

て
、

活
動

組
織

の
参

加
者

の
能

⼒
や

知
識

を
⾼

め
る

こ
と

で
対

応
し

た
 


 ⑥

 他
の

助
⾔

・
⽀

援
を

受
け

ず
に

、
活

動
組

織
内

で
の

努
⼒

で
対

応
し

た
 


 ⑦

 そ
の

他
（

⾃
由

記
述

欄
に

ご
回

答
を

お
願

い
し

ま
す

）
 


 ⑧

 ま
だ

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
で

森
林

・
⽵

林
の

状
態

を
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

て
い

な
い

 

           

「
⑦
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
場
合
に
は
、
具
体
的
な
対
応
を
教
え
て
く
だ
さ
い
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Ｑ
2
7
B
 

| 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
で

の
工

夫
 

貴
団

体
が

交
付

金
の

効
果

を
確

認
す

る
た

め
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

を
行

う
上

で
、

調
査

を
行

い
や

す
く

し
た

り
、
調
査
結
果
の
精
度
を
上
げ
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
工
夫
し
て
い
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
教
え
て
く

だ
さ
い
。

 対
象

と
な

る
調

査
に

チ
ェ

ッ
ク

の
上

で
、

工
夫

の
内

容
を

自
由

記
述

に
て

ご
回

答
く

だ
さ

い
。

 

⼯
夫

の
対

象
と

な
る

調
査

を

教
え

て
く

だ
さ

い
 

（
該

当
す

る
選

択
肢

に
チ

ェ

ッ
ク

を
し

て
く

だ
さ

い
）

 

  


 ①

 相
対

幹
距

⽐
(⽊

の
混

み
具

合
)調

査
 


 ②

 萌
芽

再
⽣

率
調

査
 


 ③

 植
⽣

調
査

 


 ④

 ⽵
の

本
数

調
査

 


 ⑤

 幹
材

積
量

調
査

 


 ⑥

 ⽊
材

以
外

の
資

源
の

資
源

量
調

査
 


 ⑦

 ①
〜

⑥
で

⽰
し

た
以

外
の

調
査

 


 ⑧

 調
査

で
⼯

夫
し

て
い

る
こ

と
は

な
い

／
調

査
を

実
施

し
て

い
な

い
 

具
体

的
に

⾏
っ

て
い

る
⼯

夫

を
教

え
て

く
だ

さ
い

 

（
⾃

由
記

述
に

て
ご

回
答

く

だ
さ

い
）
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Ｑ
2
8
B
 

| 
ご

意
見

・
ご

要
望

 

本
交
付
金
事
業
全
般
、
あ
る
い
は
地
域
協
議
会
に
対
す
る
意
見
や
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。
 

自
由

記
述

に
て

ご
回

答
く

だ
さ

い
。

回
答

は
任

意
で

す
。

 

  

               

Ｑ
2
9
B
 

| 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

つ
い

て
の

調
査

へ
の

協
力

の
可

能
性

 

今
年
度
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
に
関
す
る
実
態
把
握
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
訂
に
向
け
た
情
報
収
集
の
一
環
と
し

て
、
活
動
組
織
の
皆
様
を
対
象
と
し
て
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
に
関
す
る
現
地
で
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
う
予
定
で

す
。
（
実
施
時
期
は

10
月
～

1
月
ご
ろ
を
予
定
し
て
い
ま
す
）

 
貴
団
体
が
、
聞
き
取
り
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

当
て

は
ま

る
選

択
肢

に
一

つ
だ

け
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

て
く

だ
さ

い
。

 


 ①

 協
⼒

可
能

で
あ

る
 


 ②

 協
⼒

す
る

こ
と

は
難

し
い

 

 

ア
ン

ケ
ー

ト
は

以
上

で
す

。
ご

協
力

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
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1 
 

森
林

・
山

村
多

面
的

機
能

発
揮

対
策

に
関

す
る

市
町

村
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

 

 
市
町
村
名
、
担
当
部
局
、
ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
者
名
、
連
絡
先
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

 

市
町
村
名
 

 

担
当
部
局
 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
者
名
 

 

連
絡
先
 

（
電
話
番
号
）
：
 

 

（
E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
：
 

 

 


 
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
林
野
庁
が
実
施
す
る
森
林
・
山
村
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
に
関
連
す
る
市

町
村
の
皆
様
を
対
象
と
し
て
、
各
種
の
支
援
活
動
等
の
状
況
や
活
動
組
織
の
有
効
性
・
妥
当
性
の
承
認
に
あ

た
っ
て
の
課
題
等
を
お
尋
ね
し
、
回
答
の
集
計
結
果
を
今
後
の
施
策
の
検
討
等
に
利
用
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
 

ご
多

忙
中

の
と

こ
ろ

誠
に

恐
れ

入
り

ま
す

が
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
へ

の
ご

協
力

を
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。
 


 

本
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
森
林
・
山
村
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
に
関
連
し
て
、
交
付
金
申
請
団
体
の
有
効
性
・

妥
当
性
の
確
認
を
行
っ
た
ご
担
当
者
様
な
ど
に
ご
記
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 


 

選
択
式
の
質
問
で
は
、
あ
て
は
ま
る
選
択
肢
の
チ
ェ
ッ
ク
欄
（

）
に
チ
ェ
ッ
ク
（

）
を

お
願

い
し

ま
す

。
 


 

お
忙
し
い
と
こ
ろ
恐
縮
で
す
が
、
ご
記
入
後
、
平

成
29

年
12

月
26

日
（

火
）

ま
で
に
同
封
の
返
信
用
封

筒
又
は

E
メ
ー
ル
に
て
、
本
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
ご
返
送
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 


 

E
メ
ー
ル
で
の
ご
回
答
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
下
記
調
査
票
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
イ
ト
に
て
調
査
票
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、
下
記
の
（
公
財
）
日
本
生
態
系
協
会
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
 


 

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
下
記
の
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

。
 

 ＜
調
査
委
託
元
＞
 

林
野
庁
 

＜
お
問
い
合
わ
せ
及
び
ご
回
答
の
送
付
先
＞
 

公
益
財
団
法
人
 
日
本
生
態
系
協
会
（
担
当
：
野
口
、
平
林
、
小
川
）
 

住
 
所
：
〒

17
1-

00
21

 
東
京
都
豊
島
区
西
池
袋

2-
30

-2
0 

音
羽
ビ
ル

 
電
 
話
：

03
-5

95
1-

02
44

 
E
メ
ー
ル
：

sh
in

ri
n2

01
7@

ec
os

ys
.o

r.j
p 

調
査
票
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
イ
ト
：

ht
tp

://
w

w
w.

ec
os

ys
.o

r.j
p/

ac
tiv

ity
/g

ra
nd

de
si

gn
/sh

in
ri

n2
01

7.
ht

m
l 

  

資
料

4 

2 
 Q

1
 
｜

 
対

象
市

町
村

で
直

面
し

て
い

る
森

林
に

関
す

る
課

題
 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 

 
貴
自
治
体
内
の
森
林
・
竹
林
に
お
い
て
、
貴
自
治
体
が
把
握
し
て
い
る
範
囲
で
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ

て
い
る
か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 

当
て

は
ま

る
選

択
肢

す
べ

て
に

ご
回

答
く

だ
さ

い
 

 


 ①
 景

観
の

悪
化

 


 ②

 森
林

・
⽵

林
周

辺
の

家
屋

や
道

路
、

農
地

等
へ

の
樹

⽊
・

⽵
の

倒
伏

被
害

 


 ③

 森
林

・
⽵

林
内

部
で

の
⿃

獣
被

害
 


 ④

 森
林

・
⽵

林
周

辺
の

農
地

等
で

の
⿃

獣
被

害
 


 ⑤

 整
備

の
さ

れ
な

い
放

置
林

・
放

置
⽵

林
の

発
⽣

 


 ⑥

 伐
採

後
、

植
林

が
⾏

わ
れ

な
い

造
林

放
棄

地
の

発
⽣

 


 ⑦

 ⼟
砂

流
出

の
発

⽣
 


 ⑧

 ゴ
ミ

の
不

法
投

棄
の

発
⽣

 


 ⑨

 希
少

植
物

の
盗

掘
被

害
の

発
⽣

 


 ⑩

 所
有

者
が

わ
か

ら
な

い
森

林
・

⽵
林

の
発

⽣
 


 ⑪

 集
落

住
⺠

の
⾼

齢
化

に
よ

る
作

業
者

（
後

継
者

）
の

不
⾜

 


 ⑫

 そ
の

他
（

⾃
由

記
述

欄
に

ご
回

答
く

だ
さ

い
）

 


 ⑬
 特

に
問

題
は

発
⽣

し
て

い
な

い
 


 ⑭

 ど
の

よ
う

な
問

題
が

⽣
じ

て
い

る
の

か
を

把
握

し
て

い
な

い
 

 

   
 

「
⑫
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
市
町
村
は
、
具
体
的
に
直
面
し
て
い
る
問
題
を
教
え
て
く
だ
さ
い
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3 
 Q

2
 
｜

 
申

請
団

体
数

 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 

 
森
林
や
竹
林
で
活
動
を
行
う
団
体
を
支
援
す
る
た
め
の
交
付
金
で
あ
る
「
森
林
・
山
村
多
面
的
機
能
発
揮
対

策
交
付
金
」
（
林
野
庁
事
業
。
以
下
「
本
交
付
金
」
と
い
う
。
）
で
は
、
平
成

29
年
度
よ
り
、
活
動
対
象
地
の

地
元
市
町
村
に
よ
り
、
そ
の
活
動
の
有
効
性
・
妥
当
性
が
認
め
ら
れ
た
団
体
を
対
象
に
交
付
を
行
う
よ
う
に
制

度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

 

 
平
成

29
年
度
に
貴
自
治
体
内
で
の
本
交
付
金
申
請
団
体
数
、
承
認
し
た
申
請
団
体
の
数
、
現
地
確
認
を
行

っ
た
申
請
団
体
の
数
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 

そ
れ

ぞ
れ

の
項

目
別

に
、

具
体

的
な

数
字

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
 

 

質
問

内
容

 
団

体
数

 

①
 

平
成

29
年

度
の

申
請

団
体

数
※

1  
団

体
 

②
 

①
の

団
体

の
中

で
有

効
性

・
妥

当
性

が
あ

る
と

承
認

し
た

申
請

団
体

の
数

※
2  

 
 

（
本

交
付

⾦
を

取
得

す
る

の
に

ふ
さ

わ
し

い
と

認
め

た
団

体
の

数
）

 
団

体
 

③
 

有
効

性
・

妥
当

性
を

判
断

す
る

た
め

に
現

地
確

認
を

⾏
っ

た
申

請
団

体
の

数
 

団
体

 
 ※

1 
①

の
申

請
団

体
数

が
０

（
ゼ

ロ
）

団
体

の
場

合
は

、
ア

ン
ケ

ー
ト

は
以

上
と

な
り

ま
す

。
 

 
 

ご
協

⼒
い

た
だ

き
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

申
請

団
体

が
１

団
体

以
上

あ
る

場
合

は
、

そ
の

承
認

の
有

無
に

か
か

わ
ら

ず
、

Q
3

以
降

に
も

ご
回

答
く

だ
さ

い
 

※
2 

 ①
の

申
請

団
体

が
1

団
体

以
上

あ
り

、
②

の
承

認
し

た
団

体
の

数
が

0（
ゼ

ロ
）

団
体

の
場

合
は

、
8

ペ
ー

ジ
の

Q
8

ま
で

ご
回

答
く

だ
さ

い
。

 
 

 
 

 
承

認
し

た
申

請
団

体
の

数
が

1
団

体
以

上
あ

る
場

合
は

、
最

終
ペ

ー
ジ

（
18

ペ
ー

ジ
）

の
Q

19
ま

で
ご

回
答

く
だ

さ
い

。
 

 

   

4 
 Q

３
 
｜

 
有

効
性

・
妥

当
性

の
判

断
の

方
法

 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 

 
貴
自
治
体
が
、
本
交
付
金
の
申
請
団
体
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
、
そ
の
活
動
の
有
効
性
・
妥

当
性

を
判

断
し

た
の

か
を

教
え

て
く

だ
さ

い
。
（

ど
の

よ
う

な
方

法
で

、
本

交
付

金
を

取
得

す
る

の
に

ふ
さ

わ
し

い

こ
と
を
確
認
し
た
の
か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
）
 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 

当
て

は
ま

る
選

択
肢

す
べ

て
に

ご
回

答
く

だ
さ

い
 

 


 ①

 地
域

協
議

会
（

各
都

道
府

県
に

あ
る

本
交

付
⾦

の
交

付
に

つ
い

て
の

事
務

を
⾏

う
団

体
）

か
ら

提

供
さ

れ
た

資
料

を
も

と
に

判
断

し
た

 


 ②

 対
象

と
な

っ
た

団
体

に
、

活
動

に
関

連
し

た
書

類
提

供
を

追
加

依
頼

し
た

 


 ③

 対
象

と
な

っ
た

団
体

に
電

話
で

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

⾏
っ

た
 


 ④

 対
象

と
な

っ
た

団
体

に
対

⾯
で

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

⾏
っ

た
 


 ⑤

 対
象

と
な

っ
た

団
体

の
活

動
場

所
の

現
地

確
認

を
実

施
し

た
 

 
 


 ⑥

 対
象

と
な

っ
た

団
体

と
市

町
村

が
、

申
請

段
階

で
既

に
協

⼒
や

交
流

を
す

る
関

係
に

あ
り

、
そ

れ

ら
の

既
存

情
報

に
よ

り
判

断
で

き
た

（
書

類
作

成
⽀

援
や

活
動

場
所

の
提

供
な

ど
）

 


 ⑦

 そ
の

他
（

⾃
由

記
述

欄
に

ご
回

答
く

だ
さ

い
）

 


 ⑧

 特
に

申
請

団
体

の
有

効
性

・
妥

当
性

判
断

の
た

め
の

確
認

作
業

を
⾏

わ
な

か
っ

た
 

  

         

「
⑦
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
市
町
村
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
判
断
し
た
の
か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
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5 
 Q

４
 
｜

 
有

効
性

・
妥

当
性

を
認

め
る

た
め

の
条

件
 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 

 
貴
自
治
体
が
、
申
請
団
体
に
つ
い
て
、
本
交
付
金
の
交
付
対
象
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
承
認
す
る
上
で
何
ら

か
の
条
件
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
①
～
⑧
す
べ
て
に
つ
い
て
横
一
行
ご
と
に
当
て
は
ま
る
チ
ェ
ッ
ク
欄
に
チ
ェ
ッ

ク
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、
①
～
⑧
以
外
の
条
件
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
⑨
に
も
ご
回
答
く
だ
さ
い
。
 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 

横
一

行
ご

と
に

当
て

は
ま

る
選

択
肢

に
ご

回
答

く
だ

さ
い

 

  
Ａ 必 須 条 件 と 考 え て い る 

Ｂ 必 須 で は な い が 、 考 慮

の 対 象 と 考 え て い る 

Ｃ 特 に 考 慮 の 対 象 と な る

条 件 と は 考 え て い な い 

①
 地

域
の

景
観

改
善

に
寄

与
す

る
こ

と
 


 


 


 

②
 地

域
の

活
性

化
や

地
域

の
問

題
解

決
に

貢
献

す
る

こ
と

 


 


 


 

③
 森

林
環

境
教

育
等

の
教

育
活

動
に

貢
献

し
て

い
る

こ
と

 


 


 


 

④
 対

象
地

の
市

町
村

の
住

⺠
が

参
加

し
て

い
る

こ
と

 


 


 


 

⑤
 ⼗

分
な

参
加

者
数

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

 


 


 


 

⑥
 過

去
に

⼗
分

な
作

業
実

績
を

有
し

て
い

る
こ

と
 


 


 


 

⑦
 作

業
従

事
者

向
け

の
安

全
対

策
が

適
切

に
⾏

わ
れ

て
い

る
こ

と
 


 


 


 

⑧
 物

損
事

故
の

防
⽌

な
ど

、
活

動
対

象
地

周
辺

に
対

す
る

安
全

対
策

が
適

切
に

⾏
わ

れ
て

い
る

こ
と

 


 


 


 

⑨
 そ

の
他

（
⾃

由
記

述
欄

に
ご

回
答

く
だ

さ
い

）
 


 


 

 

   

条
件
の
内
容
 

条
件
を
重
視
す
る
度
合
い
 

「
⑨
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
市
町
村
は
、
具
体
的
に
重
視
す
る
条
件
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
 

 

6 
 Q

５
 
｜

 
申

請
団

体
へ

の
指

導
内

容
 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 

 
貴
自
治
体
が
、
本
交
付
金
の
申
請
団
体
に
対
し
て
、
有
効
性
・
妥
当
性
の
承
認
の
際
や
、
申
請
団
体
の
実
際

の
活
動
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
指
示
や
要
望
を
行
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
ら
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。
 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 

当
て

は
ま

る
選

択
肢

す
べ

て
に

ご
回

答
く

だ
さ

い
 

 


 ①

 森
林

資
源

を
活

⽤
し

た
地

域
経

済
の

活
性

化
に

関
す

る
こ

と
に

つ
い

て
 


 ②

 具
体

的
な

森
林

整
備

の
作

業
内

容
に

関
す

る
こ

と
に

つ
い

て
 


 ③

 景
観

改
善

に
関

す
る

こ
と

に
つ

い
て

 


 ④

 地
域

住
⺠

の
参

加
を

広
げ

る
こ

と
に

つ
い

て
 


 ⑤

 森
林

・
環

境
教

育
や

⾃
然

体
験

活
動

の
実

施
に

関
す

る
こ

と
に

つ
い

て
 


 ⑥

 伐
採

届
な

ど
、

作
業

を
⾏

う
上

で
必

要
な

⼿
続

き
に

関
す

る
こ

と
に

つ
い

て
 


 ⑦

 地
域

の
希

少
⽣

物
の

保
護

や
⾃

然
保

護
上

の
対

応
に

関
す

る
こ

と
に

つ
い

て
 


 ⑧

 伐
採

し
た

樹
⽊

等
の

処
理

に
関

す
る

こ
と

に
つ

い
て

 


 ⑨

 負
傷

事
故

の
防

⽌
な

ど
、

作
業

従
事

者
向

け
の

安
全

対
策

に
関

す
る

こ
と

に
つ

い
て

 


 ⑩

 物
損

事
故

の
防

⽌
な

ど
、

活
動

対
象

地
周

辺
に

対
す

る
安

全
対

策
に

関
す

る
こ

と
に

つ
い

て
 


 ⑪

 活
動

対
象

地
周

辺
の

近
隣

住
⺠

と
の

ト
ラ

ブ
ル

防
⽌

に
関

す
る

こ
と

に
つ

い
て

 


 ⑫

 そ
の

他
（

⾃
由

記
述

欄
に

ご
回

答
く

だ
さ

い
）

 


 ⑬

 特
に

指
⽰

や
要

望
等

は
⾏

っ
て

い
な

い
 

      

「
⑫
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
市
町
村
は
、
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
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7 
 Q

６
 
｜

 
市

町
村

が
有

効
性

・
妥

当
性

を
判

断
す

る
上

で
の

課
題

 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 

 
貴

自
治

体
が

、
本

交
付

金
の

申
請

団
体

に
お

け
る

活
動

の
有

効
性
・
妥

当
性

を
判

断
す

る
に

当
た

り
、
課

題

と
感
じ
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

 
当

て
は

ま
る

選
択

肢
す

べ
て

に
ご

回
答

く
だ

さ
い

 

 


 ①

 申
請

団
体

の
活

動
の

有
効

性
・

妥
当

性
を

ど
の

よ
う

に
判

断
す

れ
ば

よ
い

の
か

わ
か

ら
な

い
 


 ②

 申
請

団
体

に
つ

い
て

、
⼗

分
な

情
報

を
⼊

⼿
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

 


 ③

 申
請

団
体

の
こ

と
を

把
握

す
る

た
め

に
は

、
時

間
が

不
⾜

し
て

い
る

 


 ④

 有
効

性
・

妥
当

性
を

確
認

に
あ

た
っ

て
の

事
務

作
業

の
負

担
が

⼤
き

い
 


 ⑤

 有
効

性
・

妥
当

性
の

承
認

に
当

た
っ

て
⽣

じ
る

ト
ラ

ブ
ル

に
懸

念
が

あ
る

 


 ⑥

 本
交

付
⾦

の
こ

と
が

よ
く

わ
か

ら
な

い
 


 ⑦

 不
明

な
点

を
ど

こ
に

問
い

合
わ

せ
れ

ば
よ

い
の

か
わ

か
ら

な
い

 


 ⑧

 そ
の

他
（

⾃
由

記
述

欄
に

ご
回

答
く

だ
さ

い
）

 


 ⑨

 特
に

課
題

と
感

じ
る

こ
と

は
な

い
 

          
 

「
⑧
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
市
町
村
は
、
具
体
的
な
課
題
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
 

 

8 
 Q

７
 
｜

 
本

交
付

金
の

申
請

団
体

に
つ

い
て

有
効

性
・

妥
当

性
を

承
認

し
な

か
っ

た
理

由
 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 

 
貴

自
治

体
が

、
本

交
付

金
の

申
請

団
体

で
、

有
効

性
・

妥
当

性
を

承
認

し
な

か
っ

た
団

体
が

あ
る

場
合

は
、

そ
の
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
 

 
す
べ
て
の
申
請
団
体
を
承
認
し
た
場
合
は
、
チ
ェ
ッ
ク
欄
（
□
）
に
チ
ェ
ッ
ク
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 

自
由

記
述

に
て

ご
回

答
く

だ
さ

い
 

        申
請

団
体

す
べ

て
に

つ
い

て
有

効
性

・
妥

当
性

を
承

認
し

た
 


 

 Q
８

 
｜

 
本

交
付

金
に

関
連

し
て

苦
労

し
て

い
る

こ
と

 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 

 
貴
自
治
体
が
、
本
交
付
金
に
関
連
し
て
、
苦
労
し
て
い
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
そ
の
具
体
的
な
内
容

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 

自
由

記
述

に
て

ご
回

答
く

だ
さ

い
 

       
 

  
本

交
付

⾦
の

申
請

団
体

が
あ

っ
た

も
の

の
、

有
効

性
・

妥
当

性
を

承
認

し
た

団
体

が
な

い
⾃

治
体

へ
の

 
質

問
は

以
上

と
な

り
ま

す
。

ご
協

⼒
い

た
だ

き
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
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9 
 Q

９
 
｜

 
活

動
組

織
に

対
す

る
支

援
 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 

 
貴
自
治
体
が
、
本
交
付
金
の
取
得
団
体
（
以
下
、「

活
動

組
織

」
と

い
う

。
）
あ
る
い
は
申
請
団
体
に
対
し
て
、

金
銭
面
以
外
で
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
の
か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 

当
て

は
ま

る
選

択
肢

す
べ

て
に

ご
回

答
く

だ
さ

い
 

 


 ①

 交
付

⾦
に

関
す

る
書

類
作

成
等

事
務

作
業

 


 ②

 活
動

対
象

地
に

お
け

る
森

林
作

業
（

作
業

の
補

助
や

作
業

内
容

へ
の

助
⾔

等
）

 


 ③

 安
全

対
策

（
安

全
講

習
の

実
施

な
ど

）
 


 ④

 資
機

材
の

貸
与

 


 ⑤

 広
報

活
動

（
活

動
紹

介
な

ど
）

 


 ⑥

 モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

に
対

す
る

⽀
援

（
補

助
・

現
地

指
導

な
ど

）
 


 ⑦

 活
動

場
所

の
提

供
あ

る
い

は
斡

旋
 


 ⑧

 所
有

者
の

わ
か

ら
な

い
活

動
対

象
候

補
地

に
つ

い
て

の
所

有
者

探
索

協
⼒

 


 ⑨

 活
動

対
象

地
が

本
交

付
⾦

の
対

象
と

な
り

う
る

か
ど

う
か

に
つ

い
て

の
情

報
提

供
 


 ⑩

 そ
の

他
（

⾃
由

記
述

欄
に

ご
回

答
く

だ
さ

い
）

 


 ⑪

 特
に

⽀
援

は
⾏

っ
て

い
な

い
 

      
 

「
⑩
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
市
町
村
は
、
具
体
的
な
支
援
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
 

 

10
 

 Q
1

0
 
｜

 
上

乗
せ

支
援

の
有

無
 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 

本
交
付
金
で
は
、
平
成

29
年
度
か
ら
、
地
方
自
治
体
が
国
の
交
付
金
に
加
え
て
上
乗
せ
す
る
形
で
の
資
金

の
支
援
（
以
下
、「

上
乗
せ
支
援
」
と
い
う
。
）
を
行
う
活
動
を
優
先
的
に
交
付
金
の
採
択
の
対
象
と
す
る
よ
う

に
交
付
金
に
つ
い
て
の
制
度
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

 
貴
自
治
体
で
は
、
活
動
組
織
（
予
定
含
む
）
に
対
し
て
、
平
成

29
年
度
に
上
乗
せ
支
援
を
行
う
ど
う
か
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 

当
て

は
ま

る
選

択
肢

に
一

つ
だ

け
ご

回
答

く
だ

さ
い

 

 


 ①
 す

べ
て

の
活

動
組

織
に

対
し

て
上

乗
せ

⽀
援

を
⾏

う
（

予
定

含
む

）
 

 
 

 


 ②

 上
乗

せ
⽀

援
を

⾏
う

（
予

定
含

む
）

活
動

組
織

と
、

そ
う

で
な

い
活

動
組

織
が

あ
る

 
 

 
 


 ③

 上
乗

せ
⽀

援
を

⾏
う

か
ど

う
か

は
現

在
検

討
中

で
あ

る
 


 ④

 上
乗

せ
⽀

援
を

⾏
う

予
定

は
な

い
 

 Q
10

へ
の

回
答

に
よ

り
、

こ
の

後
に

ご
回

答
い

た
だ

く
質

問
が

変
わ

り
ま

す
。

 
 

「
①

す
べ

て
の

活
動

組
織

に
上

乗
せ

⽀
援

」
 

に
ご

回
答

の
場

合
 

11
ペ

ー
ジ

の
Q

11
 

12
ペ

ー
ジ

の
Q

12
 

13
ペ

ー
ジ

の
Q

13
 

16
ペ

ー
ジ

の
Q

16
以

降
 

に
ご

回
答

く
だ

さ
い

 

「
②

⾏
う

団
体

と
そ

う
で

な
い

団
体

が
あ

る
」

 
に

ご
回

答
の

場
合

 

11
ペ

ー
ジ

の
Q

11
 

12
ペ

ー
ジ

の
Q

12
 

13
ペ

ー
ジ

の
Q

13
 

14
ペ

ー
ジ

の
Q

14
 

16
ペ

ー
ジ

の
Q

16
以

降
 

に
ご

回
答

く
だ

さ
い

 

「
③

検
討

中
」

に
ご

回
答

の
場

合
 

16
ペ

ー
ジ

の
Q

16
以

降
 

に
ご

回
答

く
だ

さ
い

 

「
④

上
乗

せ
⽀

援
を

⾏
う

予
定

は
な

い
」

 
に

ご
回

答
の

場
合

 
15

ペ
ー

ジ
の

Q
15

 
16

ペ
ー

ジ
の

Q
16

以
降

 
に

ご
回

答
く

だ
さ

い
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11
 

 Q
1

1
 
｜

 
上

乗
せ

支
援

の
金

額
 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 

平
成

29
年
度
に
上
乗
せ
支
援
を
行
う
（
予
定
含
む
）
自
治
体
に
お
伺
い
し
ま
す
。

 

（
10

ペ
ー
ジ
Ｑ

10
に
お
い
て
、
①
又
は
②
と
回
答
し
た
自
治
体
に
お
伺
い
し
ま
す
。
）

 

 
貴
自
治
体
が
活
動
組
織
に
対
し
て
交
付
す
る
（
予
定
含
む
）
上
乗
せ
支
援
の
上
限
金
額
に
つ
い
て
、
国
の
交

付
単
価
と
比
較
し
た
場
合
の

1h
a
当

た
り

の
交

付
金

額
が

、
以
下
に
示
す
金
額
の
中
で
最
も
近
い
金
額
を
教
え

て
く
だ
さ
い
（
厳
密
に
同
じ
数
字
で
な
く
と
も
構
い
ま
せ
ん
）
。

 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 

当
て

は
ま

る
選

択
肢

に
一

つ
だ

け
ご

回
答

く
だ

さ
い

 

 


 ①

 国
の

交
付

単
価

の
１

／
６

未
満

（
国

の
交

付
単

価
の

17
%

未
満

）
 

 
 

 


 ②

 国
の

交
付

単
価

の
１

／
６

程
度

（
国

の
17

%
程

度
。

⾥
⼭

林
保

全
で

2
万

円
程

度
）

 


 ③

 国
の

交
付

単
価

の
１

／
４

程
度

（
国

の
25

%
程

度
。

⾥
⼭

林
保

全
で

３
万

円
程

度
）

 


 ④

 国
の

交
付

単
価

の
１

／
３

程
度

（
国

の
33

%
程

度
。

⾥
⼭

林
保

全
で

4
万

円
程

度
）

 


 ⑤

 国
の

交
付

単
価

の
１

／
３

よ
り

も
⾼

い
⾦

額
を

交
付

す
る

。
 

 
 

 


 ⑥

 国
の

交
付

単
価

と
の

⽐
率

で
は

な
く

、
⼀

定
額

を
⽀

給
し

て
い

る
 

 
 

 
（

⑥
に

ご
回

答
の

場
合

は
具

体
的

⾦
額

も
教

え
て

く
だ

さ
い

：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

円
）

 


 ⑦

 ま
だ

交
付

⾦
額

は
決

ま
っ

て
い

な
い

 

※
も

し
、

活
動

タ
イ

プ
ご

と
に

交
付

率
が

異
な

る
場

合
は

、
最

も
申

請
数

の
多

い
活

動
タ

イ
プ

で
の

交
付

額

を
ご

回
答

く
だ

さ
い

。
 

※
「

活
動

推
進

費
」「

教
育

・
研

修
活

動
タ

イ
プ

」「
森

林
機

能
強

化
タ

イ
プ

」
へ

の
交

付
額

は
除

外
し

て
ご

回
答

く
だ

さ
い

。
 

【
参

考
】

平
成

2
9

年
度

に
お

け
る

国
の

交
付

単
価

は
以

下
の

金
額

と
な

っ
て

い
ま

す
。

 

活
動

タ
イ

プ
 

1
h

a
あ

た
り

の
交

付
金

額
 

地
域

環
境

保
全

タ
イ

プ
 

里
山

林
保

全
 

1
2

0
,0

0
0

円

地
域

環
境

保
全

タ
イ

プ
 

侵
入

竹
除

去
・

竹
林

整
備

 
2

8
5

,0
0

0
円

森
林

資
源

利
用

タ
イ

プ
 

1
2

0
,0

0
0

円
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 Q
1

2
 
｜

 
上

乗
せ

支
援

の
支

給
方

法
 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 

平
成

29
年
度
に
上
乗
せ
支
援
を
行
う
（
予
定
含
む
）
自
治
体
に
お
伺
い
し
ま
す
。

 

（
10

ペ
ー
ジ
Ｑ

10
に
お
い
て
、
①
又
は
②
と
回
答
し
た
自
治
体
に
お
伺
い
し
ま
す
。
）

 

 
貴
自
治
体
に
よ
る
上
乗
せ
支
援
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
支
給
方
法
（
支
給
ル
ー
ト
）
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 

当
て

は
ま

る
選

択
肢

に
一

つ
だ

け
ご

回
答

く
だ

さ
い

 

 


 ①

 地
域

協
議

会
を

経
由

し
て

⽀
給

し
て

い
る

（
予

定
含

む
）

 
 

 


 ②

 活
動

組
織

に
直

接
⽀

給
し

て
い

る
（

予
定

含
む

）
 


 ③

 そ
の

他
（

⾃
由

記
述

欄
に

ご
回

答
く

だ
さ

い
）

 


 ④

 ⽀
給

⽅
法

は
ま

だ
決

ま
っ

て
い

な
い

 

  
 

「
③

そ
の

他
」

に
ご

回
答

の
市

町
村

は
、

具
体

的
に
、

ど
の

よ
う

な
方

法
で

活
動

組
織

に

上
乗
せ
支
援
を
支
給
し
て
い
る
の
か
（
支
給
ル
ー
ト
）
を
教
え
て
く
だ
さ
い
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 Q
1

3
 
｜

 
上

乗
せ

支
援

支
給

の
条

件
 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 

平
成

29
年
度
に
上
乗
せ
支
援
を
行
う
（
予
定
含
む
）
自
治
体
に
お
伺
い
し
ま
す
。

 

（
10

ペ
ー
ジ
Ｑ

10
に
お
い
て
、
①
又
は
②
と
回
答
し
た
自
治
体
に
お
伺
い
し
ま
す
。
）

 

 
活
動
組
織
に
対
し
て
上
乗
せ
支
援
を
行
う
た
め
の
条
件
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ
の
具
体
的
な
条
件
等
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。
 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 

当
て

は
ま

る
選

択
肢

す
べ

て
に

ご
回

答
く

だ
さ

い
 

 


 ①

 都
道

府
県

か
ら

上
乗

せ
⽀

援
を

受
け

て
い

る
こ

と
（

あ
る

い
は

受
け

る
予

定
で

あ
る

）
 


 ②

 過
去

に
⼗

分
な

活
動

実
績

が
あ

る
こ

と
 


 ③

 市
町

村
で

指
⽰

や
要

望
等

を
し

た
活

動
内

容
に

合
致

し
て

い
る

こ
と

 


 ④

 参
加

者
の

中
に

地
元

市
町

村
の

在
住

者
が

い
る

こ
と

 


 ⑤

 予
算

の
範

囲
内

で
の

先
着

順
 


 ⑥

 そ
の

他
（

⾃
由

記
述

欄
に

ご
回

答
く

だ
さ

い
）

 


 ⑦

 特
に

条
件

は
な

い
 

     
 

「
⑥
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
市
町
村
は
、
具
体
的
な
条
件
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
 

 

14
 

 Q
1

4
 
｜

 
上

乗
せ

支
援

を
行

わ
な

い
団

体
が

生
じ

た
理

由
 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 

 
平
成

29
年
度
に
上
乗
せ
支
援
を
行
う
（
予
定
含
む
）
活
動
組
織
と
そ
う
で
な
い
活
動
組
織
の
双
方
が
あ
る

自
治
体
に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。
 

 
（

10
ペ
ー
ジ
Ｑ

10
に
お
い
て
、
②
と
回
答
し
た
自
治
体
に
お
伺
い
し
ま
す
。
）

 

 
平
成

29
年
度
に
上
乗
せ
支
援
の
「
対
象
で
は
な
い
」
活
動
組
織
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 

当
て

は
ま

る
選

択
肢

す
べ

て
に

ご
回

答
く

だ
さ

い
 

 


 ①

 上
乗

せ
⽀

援
の

対
象

団
体

は
、

任
意

の
募

集
に

よ
っ

て
決

め
ら

れ
て

い
た

 


 ②

 上
乗

せ
⽀

援
の

対
象

団
体

は
、

過
年

度
の

活
動

実
績

に
よ

り
決

め
ら

れ
て

い
た

 


 ③

 上
乗

せ
⽀

援
の

対
象

団
体

は
、

都
道

府
県

も
⽀

援
す

る
団

体
に

限
定

さ
れ

て
い

た
 


 ④

 決
め

ら
れ

た
予

算
で

は
対

象
候

補
団

体
す

べ
て

を
カ

バ
ー

で
き

な
か

っ
た

 


 ⑤

 対
象

候
補

団
体

が
多

く
、

追
加

の
予

算
措

置
を

⾏
う

た
め

の
時

間
が

な
か

っ
た

 


 ⑥

 市
町

村
で

上
乗

せ
⽀

援
を

実
施

す
る

に
当

た
り

、
森

林
作

業
に

つ
い

て
の

条
件

を
提

⽰
し

た
が

、

そ
の

条
件

を
満

た
す

こ
と

の
で

き
な

い
対

象
候

補
団

体
が

あ
っ

た
 


 ⑦

 対
象

候
補

団
体

の
中

に
、

具
体

的
に

ど
の

よ
う

な
活

動
を

⾏
っ

て
い

る
の

か
わ

か
ら

な
い

団
体

が

あ
っ

た
 


 ⑧

 そ
の

他
（

⾃
由

記
述

欄
に

ご
回

答
く

だ
さ

い
）

 


 ⑨

 理
由

は
よ

く
わ

か
ら

な
い

 

      

「
⑧
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
市
町
村
は
、
具
体
的
な
理
由
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
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 Q
1

5
 
｜

 
上

乗
せ

支
援

を
行

わ
な

い
理

由
 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 

 
平
成

29
年
度
に
上
乗
せ
支
援
を
行
わ
な
い
（
予
定
含
む
）
自
治
体
に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。
 

 
（

10
ペ
ー
ジ
Ｑ

10
に
お
い
て
、
④
と
回
答
し
た
自
治
体
に
お
伺
い
し
ま
す
。
）

 

 
平
成

29
年
度
に
上
乗
せ
支
援
を
実
施
し
な
い
こ
と
に
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 

当
て

は
ま

る
選

択
肢

す
べ

て
に

ご
回

答
く

だ
さ

い
 

 


 ①

 上
乗

せ
⽀

援
に

つ
い

て
、

議
会

の
承

認
が

得
ら

れ
な

い
（

遅
れ

て
い

る
）

 


 ②

 予
算

化
を

⾏
う

た
め

の
時

間
が

な
か

っ
た

 


 ③

 上
乗

せ
⽀

援
に

つ
い

て
、

担
当

部
署

内
で

検
討

中
で

あ
る

 


 ④

 本
交

付
⾦

の
こ

と
が

よ
く

わ
か

ら
な

い
 


 ⑤

 本
交

付
⾦

と
別

の
森

林
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
⽀

援
制

度
が

あ
り

、
上

乗
せ

⽀
援

の
必

要
を

感
じ

な
い

 


 ⑥

 国
か

ら
の

⽀
援

分
だ

け
で

⼗
分

な
⽀

援
で

あ
る

と
考

え
て

い
る

 


 ⑦

 都
道

府
県

が
上

乗
せ

⽀
援

を
⾏

う
の

で
、

市
町

村
で

⾏
う

必
要

は
な

い
と

考
え

て
い

る
 


 ⑧

 そ
の

他
（

⾃
由

記
述

欄
に

ご
回

答
く

だ
さ

い
）

 


 ⑨

 申
請

団
体

す
べ

て
に

つ
い

て
、

有
効

性
・

妥
当

性
を

承
認

し
な

か
っ

た
 

  

 
 

「
⑧
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
市
町
村
は
、
具
体
的
な
理
由
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
 

 

16
 

 Q
1

6
 
｜

 
平

成
3

0
年

度
の

上
乗

せ
支

援
の

予
定

 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 

 
貴
自
治
体
で
は
、
活
動
組
織
（
予
定
含
む
）
に
対
し
て
、
平
成

30
年
度
に
上
乗
せ
支
援
を
行
う
予
定
が
あ

る
か
ど
う
か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 

当
て

は
ま

る
選

択
肢

に
一

つ
だ

け
ご

回
答

く
だ

さ
い

 

 


 ①

 す
べ

て
の

活
動

組
織

に
対

し
て

上
乗

せ
⽀

援
を

⾏
う

予
定

で
あ

る
 

 
 

 


 ②

 上
乗

せ
⽀

援
を

⾏
う

予
定

の
活

動
組

織
と

、
そ

う
で

な
い

活
動

組
織

が
あ

る
 

 
 

 


 ③

 上
乗

せ
⽀

援
を

⾏
う

か
ど

う
か

は
現

在
検

討
中

で
あ

る
 


 ④

 上
乗

せ
⽀

援
は

実
施

し
な

い
予

定
で

あ
る

（
次

ペ
ー

ジ
の

Q
17

に
も

ご
回

答
く

だ
さ

い
）

 


 ⑤

 ま
だ

上
乗

せ
⽀

援
に

つ
い

て
ど

う
な

る
か

は
よ

く
わ

か
ら

な
い

 

 ※
「

④
 上

乗
せ

⽀
援

は
実

施
し

な
い

予
定

で
あ

る
」

以
外

に
ご

回
答

の
⾃

治
体

は
18

ペ
ー

ジ
 

の
Q

18
に

移
動

し
て

く
だ

さ
い
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 Q
1

7
 
｜

 
上

乗
せ

支
援

を
行

わ
な

い
理

由
 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 

 
Q

16
に
お
い
て
、「

④
 上

乗
せ
支
援
は
実
施
し
な
い
予
定
で
あ
る
」
と
回
答
し
た
自
治
体
に
お
伺
い
い
た
し

ま
す
。

 

貴
自
治
体
が
、
上
乗
せ
支
援
を
実
施
し
な
い
理
由
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 

当
て

は
ま

る
選

択
肢

す
べ

て
に

ご
回

答
く

だ
さ

い
 

 


 ①

 上
乗

せ
⽀

援
に

つ
い

て
、

議
会

の
承

認
が

得
ら

れ
る

可
能

性
が

少
な

い
 


 ②

 予
算

化
を

⾏
う

た
め

の
準

備
が

間
に

合
わ

な
い

 


 ③

 市
町

村
の

財
政

事
情

が
厳

し
い

 


 ④

 本
交

付
⾦

の
こ

と
が

よ
く

わ
か

ら
な

い
 


 ⑤

 本
交

付
⾦

と
別

の
森

林
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
⽀

援
制

度
が

あ
り

、
上

乗
せ

⽀
援

の
必

要
を

感
じ

な
い

 


 ⑥

 国
か

ら
の

⽀
援

分
だ

け
で

⼗
分

な
⽀

援
で

あ
る

と
考

え
て

い
る

 


 ⑦

 都
道

府
県

が
上

乗
せ

⽀
援

を
⾏

う
の

で
、

市
町

村
で

⾏
う

必
要

は
な

い
と

考
え

て
い

る
 


 ⑧

 平
成

30
年

度
に

本
交

付
⾦

を
申

請
す

る
団

体
が

存
在

し
な

い
⾒

込
み

で
あ

る
 


 ⑨

 本
交

付
⾦

を
取

得
し

た
活

動
組

織
の

活
動

が
期

待
し

た
内

容
で

は
な

か
っ

た
 


 ⑩

 そ
の

他
（

⾃
由

記
述

欄
に

ご
回

答
く

だ
さ

い
）

 

      

 

「
⑩
そ
の
他
」
に
ご
回
答
の
市
町
村
は
、
具
体
的
な
理
由
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
 

 

18
 

 Q
1

8
 
｜

 
本

交
付

金
全

般
へ

の
意

見
 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―
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本
交
付
金
事
業
全
般
に
対
す
る
意
見
や
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。
 

特
に

意
見

や
要

望
が

な
い

場
合

は
、
「

意
見

や
要

望
は

な
い

」
の

チ
ェ

ッ
ク

欄
（

□
）

に
チ

ェ
ッ

ク
を

お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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自
由

記
述

に
て

ご
回

答
く

だ
さ

い
 

            特
に

本
交

付
⾦

に
つ

い
て

の
意

⾒
や

要
望

は
な

い
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ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

へ
の

協
力

に
つ

い
て
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本

年
度

、
市

町
村

の
皆

様
を

対
象

と
し

て
、

本
交

付
金

に
関

す
る

聞
き

取
り

調
査

を
実

施
す

る
予

定
で

す
。（

実

施
時

期
は

2
0

1
8

年
1

月
～

２
月

ご
ろ

を
予

定
し

て
い

ま
す

）
 

貴
自

治
体

が
、

聞
き

取
り

調
査

に
ご

協
力

い
た

だ
く

こ
と

が
可

能
で

あ
る

か
ど

う
か

を
教

え
て

く
だ

さ
い

。
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当
て

は
ま

る
選

択
肢

に
一

つ
だ

け
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

て
く

だ
さ

い
。

 


 ①

 協
⼒

可
能

で
あ

る
 


 ②

 協
⼒

す
る

こ
と

は
難

し
い

 

ア
ン

ケ
ー

ト
は

以
上

と
な

り
ま

す
。

ご
協

力
い

た
だ

き
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
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